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1939

美はしき出発 山本薩夫 永見隆二・山本薩夫脚本。

上海陸戦隊 熊谷久虎 沢村勉脚本。

東京の女性 伏水修
丹羽文雄の同名小説を松崎与志人が脚
色。

1940
嫁ぐ日まで 島津保次郎 島津保次郎脚本。

女の街 今井正
川村花菱の同名小説を岸松雄・山崎謙太
が脚色。

1941
結婚の生態 今井正

石川達三の同名小説（1938）を山形雄策
が脚色。

指導物語 熊谷久虎 沢村勉脚本。

1942
緑の大地 島津保次郎 島津保次郎原案。山形雄策が脚色。

ハワイマレー沖海戦 山本嘉次郎 山崎謙太・山本嘉次郎脚本。

1943

阿片戦争 マキノ正博
D・W・グリフィス監督の『嵐の孤児』（1921）
を翻案し、製作者の松崎啓次が原案、小
国英雄が脚色。

望楼の決死隊 今井正 山形雄策・八木隆一郎脚本。

決戦の大空へ 渡辺邦夫 八住利雄脚本。

熱風 山本薩夫
岩下俊作の同名小説（1943）原作。小森
静男・八住利雄脚色。

1944 怒りの海 今井正
平賀譲の一代記を八木沢武孝・山形雄策
が脚本。

　【表1】【表2】から分かるように、原節子は1935年に『ためらふ勿れ若人

よ』でデビューして以来、終戦まで45篇の映画に出演した。そのうち、現存

すると作品数は、一部分のみ残っている作品を含めて38篇であるが、さまざ

まな制約のなかで入手できたフィルム22篇を「原節子再論（2）（3）（4）」で

用いることとする。

■付記　本研究はJSPS科研費15K16669の助成を受けたものです。

■参考文献

貴田庄『原節子―あるがままに生きて』朝日文庫、2010

吉田喜重「小津安二郎と『東京物語』」『論座』2004年2月号

原節子「私の歴史（1）」『映画ファン』1952年11月号

―「私の歴史（4）」『映画ファン』1953年2月号
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指導物語 ○ ○

希望の青空 ○ ×

青春の気流 ○ ×

1942
若い先生 ○ ×

緑の大地 ○ ○

母の地図 ○ ×

ハワイマレー沖海戦 ○ ○

1943

阿片戦争 ○ ○

望楼の決死隊 ○ ○

若き日の歓び ○ ×

決戦の大空へ ○ ○

熱風 ○ ○

1944 怒りの海 ○ ○

1945
勝利の日まで △ × 最初の15分のみ現存

北の三人 ○ ×

【表2】本研究で用いる映画フィルム目録（終戦前）

年 作品名 監督 原作及び脚本（脚色)

1935 魂を投げろ 田口哲
飛田穗洲の短編小説を数本寄り合わせて
玉川映二が脚色。

1936
河内山宗俊 山中貞雄

講談『天保六花撰』や歌舞伎『天衣紛上
野初花』で知られる河内山宗俊を借用。
原作山中貞雄、脚色三村伸太郎。

生命の冠 内田吐夢
山本有三の戯曲（1920）原作。八木保太
郎脚色。

1937

新しき土 ファンク アーノルド・ファンク

東海美女伝 石田民三
村松梢風の同名小説（1937）原作。白浜
四郎と加戸野恩児（監督石田のペンネー
ム）脚色。

母の曲 山本薩夫
吉屋信子の同名小説原作。木村千依男・
八住利雄脚色。

1938
巨人伝 伊丹万作

ヴィクトル・ユーゴーの『レ・ミゼラブ
ル』を伊丹万作が脚色。

田園交響楽 山本薩夫
アンドレ・ジッドの同名小説を田中千禾
夫が脚色。
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1936

白衣の佳人 × ×

河内山宗俊 ○ ○

嫁入り前の娘達 × ×

生命の冠 ○ ○

丹下左膳・日光の巻 × ×

1937

検事とその妹 × ×

新しき土
（伊丹万作版） ○ △

（ファンク版） ○ ○

東海美女伝 ○ ○

母の曲 ○ ○

1938

巨人伝 ○ ○

田園交響楽 ○ ○

将軍の孫 × ×

冬の宿 ○ ×

1939

美はしき出発 ○ ○

忠臣蔵・前後編 × ×

上海陸戦隊 ○ ○

街 × ×

女の教室 ○ ×

東京の女性 ○ ○

1940

光と影・前後編 ○ ×

東遊記 × ×

嫁ぐ日まで ○ ○

蛇姫様 △ ○ 総集編のみ現存するが、原節子の出演
シーンはカットされている

女の街 ○ ○

二人の世界 ○ ×

姉妹の約束 ○ ×

兄の花嫁 ○ ×

1941
大いなる感情 ○ ×

結婚の生態 ○ ○
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３．＜原節子再論＞のために

　以上に述べた問題意識を踏まえ、本稿「原節子再論」は原節子に関する

従来の研究が＜神話の再生と増殖＞の傾向を持つと認識する所から出発す

る。＜原節子神話＞は、原節子がお歯黒を塗った口で笑い顔を見せた『忠臣

蔵』（1962）以来、誰にも宣言することなくいつの間にか引退し、公衆の前

から姿を完全に消すという方法により、逆説的再神話化を果たすようになっ

た。そういう意味で、＜原節子神話＞は日本映画史に例を見ない強固なもの

といえるかもしれない。本稿「原節子再論」の課題は、＜排除＞によってつ

くり上げられた＜原節子神話＞が＜原節子表象＞をいかに屈折させてきたか

を、戦時下の日本映画を中心に論じることである。むろん、原節子を考える

にあたってこれまで用いられてきたキーワードをすべて抜きにした考察は困

難である。しかし、従来の原節子論において彼女の表象が持つ多様性が＜排

除＞されてきたことは事実であるゆえに、その排除がいかなる方式で何のた

めに行われてきたかを明らかにするのは、原節子の女優表象を考えるにあ

たって必要な作業だといえるだろう。

　「原節子再論」は本稿の「（1）―神話の構築と解体」をそのはじめとし、

「（2）―表象と形成」「（3）―表象の屈折」「（4）―表象と戦争」に続

く形で、原節子の女優表象が形成され変容していく過程について検討してい

くのだが、（2）（3）（4）の分析に入るまえに、本研究で用いる原節子の出演

作品および入手現況について説明しておきたい。次の【表1】は原節子の出

演作品の目録およびそれの入手現状をまとめたものであり、【表2】は本稿で

取り上げる映画フィルム目録である。【表2】の作品は、映画フィルムレベル

で原節子の表象を分析する際に使われることとなる。

【表1】原節子の出演作品および入手現況（終戦前）

年 作品名
現存
有無

入手
現状

備考

1935

ためらふ勿れ若人よ × ×

深夜の太陽 × ×

魂を投げろ △ ○ 30分分量のみ現存

緑の地平線 × ×
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らの研究は、日本映画史において欠かせない存在とされる小津安二郎監督の

戦後作品をテキストに、そこにみられる原節子の表象について考察したり

（Catherine Russell）、日本映画研究者たちにとって「長らく躓きの石とさ

れてきた」22といわれる映画『新しき土』を分析しながら、原節子の扮した

光子役に言及したり（山本直樹、大坊正規）する。これらの研究は、日本映

画史の名作・傑作・問題作とされるテキストをそれに出演した原節子に関連

付けて読み解く手法で書かれたという点では意義があるが、一作品のみで分

析が行われているため、原節子の女優表象そのものを問題視したものとはい

えない。

　最後に、③原節子表象の神話化を問題視する研究としては、四方田犬彦23

とKanno Yuka24の論が注目に値する。四方田犬彦は、「本書でわたしが試み

ようとしているのは、今日に至るまで人口に膾炙しているこうした（原節子

の―引用者）神話的映像の背景に、日本映画がながらく意図的に隠蔽し、

忘却に任せようとしてきたさまざまな事実が横たわっていることを証し立て

ることである」25と述べる。Kanno Yukaの研究もまた、その題名に示されて

いるように、「永遠の聖処女（Eternal Virgin）」とされる原節子の神話につ

いて再考察を試みている。つまり、この二つの研究は、問題設定が全面的な

神話否定から始まっているという点で、本稿と問題意識を共有しているとい

える。だが、③の研究は、神話について再考察しようとはしたものの、結果

的にその神話に再び回帰している。

　このような先行研究は、女優に関する研究が貧弱な現状を考えると、きわ

めて貴重なものである。またその成果があってこそ、いよいよ原節子の表象

に対する新解釈が可能となり、ひいては新たな位置づけが期待できるように

なったのは否めない。とはいうものの、戦時下日本映画における原節子の女

優表象に関する究明は、原節子が神話化によって知られているようで実は知

られぬまま語られてきたため、未だ不十分である、もしくは未着手であるよ

うに思われる。

22 四方田犬彦『日本の女優』前掲書、48頁
23 四方田犬彦『日本の女優』前掲書
24 Kanno Yuka“The  Eternal Virgin  Reconsidered:　Hara Setsuko in Contexts”, 

ICONiCS 10, 2010
25 四方田犬彦『日本の女優』前掲書、10頁
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ていくのに対して、原さんが伝統性と近代性との文化の二重性をはらんだ象

徴的な存在だったからであり、その振幅の激しさが『激動』の昭和に照応し

ていたからだった」という認識である。16

　これは、つまり、主人公とその周囲の具体的状況を出演作品や文献などで

実証的にたどり、それを映画史・近代史的検証にさらすことで、原節子およ

び彼女の背負わざるを得なかった時代の相を輪郭正しく描き出そうとするこ

とであろう。それに加えて冷静に斥けられているのは、書き手の対象に対す

る「過度の思い入れや人間論的解釈に傾きやすい姿勢」17である。

　このような千葉流の方法論はまったく正統派のそれだといえるだろうが、

「映画史＝昭和史」という大きな枠の中での原節子が鮮やかに見える分だけ、

その「激動の時代の中でひときわ美しい光芒を放った」18といわれる原節子

が今一つ立ち上がってこない気がする。原節子という女優の人生には、時代

の相というものが、何の食い違いもないほど正確に、輪郭正しく描き込まれ

ているのか。

　たとえは、千葉の述べた通りに原節子は戦争イデオロギーが強要される時

期になると、そのイデオロギーに完璧に沿った女性を演じたのか。そして戦

後、民主主義が提唱されると本当にその民主主義の旗手としての役を演じて

いたのだろうか。つまり、千葉が強調して止まない「過度の思い入れや人間

論的解釈」なしで、原節子と時代の相が完璧に「照応」したと証明すること

が本当に可能であったのか。本稿は完璧のようにみえる「照応」が実はつく

りあげられたものだという立場に立って出発する。そういう意味で、①の先

行研究は、＜排除＞をもとにした＜原節子神話＞に最も近いものだといえる

だろう。

　次に、②個別作品における原節子役の表象について言及した研究としては、

Catherine Russell19、山本直樹20、大坊正規21などの論が挙げられる。これ

16 千葉伸夫『原節子―映画女優の昭和』前掲書、259 ～ 260頁
17 同上、261頁
18 同上、178頁
19 Catherine Russell“Overcoming Modernity： Gender and the Pathos of History in 

Japanese Film Melodrama”, in Camera Obscura 35, 1995；Catherine Russell “Three 
Japanese Actresses of 1950s”, in CineAction 60, 2003

20 山本直樹「風景の(再)発見―伊丹万作と『新しき土』」岩本憲児編『日本映画とナショ
ナリズム1931－1945』森話社、2004

21 大坊正規「届かないメロディ―日独合作映画『新しき土』の映画音楽に見る山田耕筰
の理想と現実」加藤幹郎編著『映画とネイション』ミネルヴァ書房、2010
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である。

　原節子に関する先行研究は大きく三つの傾向に分けられる。①編年体式叙

述による評伝類、②個別作品における原節子役の表象について言及した研究、

③原節子表象の神話化を問題視する研究がそれである。①の代表的な研究と

しては、佐藤忠男監修の『永遠のマドンナ―原節子のすべて』9、千葉伸

夫の『原節子―映画女優の昭和』10『原節子伝説』11『原節子―伝説の

女優』12、本地陽彦の『原節子―永遠の処女伝説』13、貴田庄の『原節子

―あるがままに生きて』14、片岡義男の『彼女が演じた役―原節子の戦後

主演作を見て考える』15などが挙げられる。

　この①の傾向における大きな特徴は、主人公が存命中にも関わらず、自伝

ではなく評伝であることである。これは研究対象が、引退後姿をあらわさな

い原節子である以上、仕方があるまいが、死後はともかく、生きながら評伝

となる例はきわめて珍しいと思われるのだけは押さえておく必要があるだろ

う。千葉伸夫をはじめとするこれらの研究の著者たちは、原節子のその大い

なる沈黙を前提として、次のようなアプローチをとっている。

　第一に、原節子に関する資料的な密度を高めること、すなわち彼女が語ら

ぬ分、資料に語らせるという方法である。その資料の範囲は、映画関係書・

雑誌のみならず総合雑誌・週刊誌・新聞など多岐にわたっており、それらの

堆積が記述にしっかりとした厚みを加えていることはいうまでもない。

　第二は、千葉伸夫が『原節子―映画女優の昭和』の「あとがき」にも記

述しているように、それらの豊富な資料を駆使した点である。「方法は、原

さんのその時点時点での発言を重視、その意味を、役や作品や周囲の発言や、

その時代の映画・歴史状況に対応させてみることとした」。それゆえに「従

来の女優の自伝の、いわば身近な人間関係に密着して展開する自然主義流の

書き方とはやや距離をおいている」叙述スタイルとなっているが、それを支

えているのは「原節子さんは、この企図にこたえる女優として存在していた。

それというのも、日本の映画女優が自然主義の系譜におさまって力を発揮し

9  佐藤忠男監修『永遠のマドンナ―原節子のすべて』前掲書
10 千葉伸夫『原節子―映画女優の昭和』大和書房、1987
11 千葉伸夫『原節子伝説』翔泳社、1995
12 千葉伸夫『原節子―伝説の女優』平凡社、2001
13 本地陽彦『原節子―永遠の処女伝説』愛育社、2006
14 貴田庄『原節子―あるがままに生きて』朝日文庫、2010
15 片岡義男『彼女が演じた役―原節子の戦後主演作を見て考える』中公文庫、2011
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きた。

　原節子は、戦前・戦中・戦後を通して、常に規範的な日本人女性を演じ続けた。

彼女はまず兄たちが庇護すべき可愛らしい妹であり、次に誇りをもって西洋に差

し出すことのできる日本女性の代表となった。敗戦後の日本では戦後民主主義の

旗手であり、やがてそれは日本に伝統的とされる貞淑な美徳の体現者という像へ

と、ゆるやかに変わっていった。李香蘭がつねに植民地や占領地の女であるとす

れば、原節子は逆に純粋なる日本の本質を体現する女性として賛美されてきた。8

　李香蘭との比較を通して原節子について論じていく『日本の女優』で四方

田犬彦は、原節子を「常に規範的な日本人女性を演じ続けた」女優として把

握しようとする。佐藤忠男が戦後の日本映画における原節子を主な論拠とし

て原節子論を構築したのに対し、四方田はデビューから引退までの作品全般

を射程に入れているため、時期上の偏重はほぼないといえる。

　しかし、四方田は「植民地や占領地の女」として李香蘭の位置を設定し、

その反対側に原節子のそれを置こうとしたあまり、原節子の持つ＜他の側

面＞から目をそらしている。その＜他の側面＞とは、たとえば、原節子が戦

時下の映画で植民地の女性、特に中国人女性を演じた事例（『上海陸戦隊』

（1939）『女の教室』（1939））や、嫉妬心に苦しむ神経質な女性を演じた事例

（『東京の女性』（1939）『緑の大地』（1942））、そして「純粋なる日本の本質」

とは程遠いバタ臭いキリシタンに扮した事例（『東海美女伝』（1937））など、

いわば＜日本的なるもの＞とは距離のある色々な側面を指す。また「誇りを

もって西洋に差し出すことのできる日本女性の代表」、すなわち映画『新し

き土』の原節子をめぐる分析も再考の余地が残っているまま、＜日本的なる

もの＞としてまとめてしまったように思われる。

　このような徹底的かつ意識的な＜排除＞は、決して佐藤忠男や四方田犬彦

の原節子論に限られているわけではない。今日までの原節子に対する評論は、

概ね＜謎多き女優＞＜日本映画を代表する伝説の女優＞＜絶世の美女＞＜永

遠の処女＞＜聖なる恋人＞＜模範的な日本女性＞などといったお決まりの

キーワードを伴ってなされることが多い。これら語彙群は、数多くの原節子

研究にも頻繁に用いられ、＜原節子神話＞を形成することに寄与しているの
8  四方田犬彦『日本の女優』岩波書店、2000、10頁。
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　上の引用文で佐藤忠男は、原節子が「美人女優」で日本映画界で「トッ

プ・クラスの名声を保ちつづけた」「大スター」であったことを指摘したう

えで、「敗戦で自信喪失と自己嫌悪におちいりがちだった当時の日本人に

とって、こういう美しさを誇りをもって維持してゆきたいという希望のしる

し」であったと位置づけている。彼によると、彼女のイメージは、「純潔さ、

まじめさ、建気さ、気高さ、やさしさ」でまとめられるものである。

　しかし、彼女本人は、映画界にデビューするにあたって「横顔はまあま

あだが、真正面はやせすぎていてどうも…」6と言われ、すぐに役が決まら

なかったと語っている。また、「大根女優」と呼ばれ、自分の演技力不足に

挫折し、辛かった記憶を持っていると本人が述べたこと7を考えると、「人気、

実力ともに充実し」た女優として「トップ・クラスの名声を保ちつづけた」

とも言い切れない。しかも、佐藤忠男は、原節子を「純潔さ、まじめさ、建

気さ、気高さ、やさしさ」を持つ「希望のしるし」と説明するためにか、戦

時下の映画における原節子については言及を回避している。つまり、佐藤忠

男は、首尾一貫した原節子論を立てるため、その首尾一貫した＜原節子論＞

からみて一種の邪魔となる痕跡を＜排除＞しているのである。これは＜忘

却＞とは異なる。

　だが、これもまた厄介な問題をはらんでいる。ある女優を研究対象にして

その女優に関する論を立てようとする時、いかに精密な分析をすることがで

きる研究者であっても、自分自身の把握しそこねたなにかをあえて排除する

ことで、とりあえずは首尾一貫した女優論を書くことになるのだからである。

つまり、ある研究対象をめぐって生産された数えきれないほどの言説ないし

批評は、研究対象そのものとどこかですれちがわざるをえない。それは原節

子を研究対象にしても同様であろう。だが、問題は、その排除が原節子が多

様で一括できぬ役を演じてきたという自明な事実を黙過しているところにあ

る。本稿は、原節子の演じてきたさまざまな役を黙過し排除する方式で書か

れた従来の研究を問題視することから始まる。その問題視される論議を本稿

では＜原節子神話＞と称する。

　次の引用は、その＜原節子神話＞の一例といえる四方田犬彦の『日本の女

優』による。これは原節子に関する代表的な研究成果としてよく挙げられて

6  原節子「私の歴史(1)」『映画ファン』1952年11月号
7  原節子「私の歴史(4)」『映画ファン』1953年2月号
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ている。それだからか、この文章は原節子のことを「謎」に満ちた「伝説の

女優」「永遠の聖処女」「聖女」としてまとめてしまう。これが一般に知られ

ている2011年時点の原節子であるかもしれない。

　これは厄介な問題をはらんでいる。その一般の「記憶」とされるものは

何に起因して形成されたものか。その「記憶」は、『東京物語』など、戦後

の＜小津映画の原節子＞に関する批評―登川と吉田のいう「聖なる女優」

―にあまりにも似ている。だが、人間の記憶というものが複雑な体系の中

で形成されることを考えると、その直接な関連性を証明することは不可能に

近いだろう。とはいえここで押さえておかなければいけないのは、とにかく

原節子という女優が「記憶」されていること、そしてその記憶は戦後の小津

安二郎監督の映画に関わってつくり上げられたものである可能性が高いこと

であり、それゆえに戦前の映画を含め、小津映画以外の作品における原節子

は＜忘却＞されていることである。それは同時に、＜原節子＞に関する記憶

が、＜小津の原節子＞に関する記憶とどこかで同一視されていることを意味

する。＜小津の原節子＞によって「原節子」を正確にみることができなく

なっているのである。

２．構築された＜神話＞―原節子研究への反論

　いっぽう、従来の研究における原節子、すなわち研究対象としての原節子

は、どう語られてきたのであろうか。まずは、佐藤忠男の次のような記述か

ら検討していこう。

　原節子は、昭和十年に映画界にデビューして、昭和十二年ごろには早くもス

ターとして大きな人気を得て以来、昭和三十七年に引退するまで、日本映画で

トップ・クラスの名声を保ちつづけた美人女優である。（中略）原節子は人気、

実力ともに充実し、日本映画を代表する大スターであったといって良い。特に彼

女が表現した、純潔さ、まじめさ、建気さ、気高さ、やさしさなどのイメージは、

敗戦で自信喪失と自己嫌悪におちいりがちだった当時の日本人にとって、こうい

う美しさを誇りをもって維持してゆきたいという希望のしるしであったと言って

過言ではないと思う。 5

5  佐藤忠男「原節子論」佐藤忠男監修『永遠のマドンナ――原節子のすべて』出版協同社、
1986、125頁
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ているのである。そして、登川直樹と吉田喜重は紀子と言わず原節子と言う。

恐らく「原節子＝聖なる女優＝紀子＝聖なる嫁」という読みだろう。言うま

でもないが、その読みは、原節子と彼女の扮する役柄をどこかで短絡的に同

一視した結果である。

　『東京物語』とそこで紀子役を演じる原節子に対するこうした批評は、差

し当たり置いておくことにして、ここからは2011年時点で書かれた原節子に

関する文章を見てみたい。原節子の出演した中で現存する最古の映画とされ

る『魂を投げろ』（1935）を＜幻＞の映像として紹介した『新潮』（2011年5

月号）は、同年3月にも彼女のデビュー 75周年を記念し、「永遠の処女＜原

節子＞の再発見」という特集を企画し、発掘された映画『生命の冠』（1936）

を雑誌の付録につけた。次の二つの引用文はその『新潮』の2011年3月号と5

月号から抜粋したものである。

　圧倒的な美貌で銀幕を飾り、戦後、焼け野原から出発した日本が奇跡の復興を

遂げる昭和30年代後半まで、人々に夢と希望を与えつづけた＜永遠の処女＞原節

子。謎の引退から半世紀もの時が過ぎた今もなお、＜昭和の大女優＞は多くの人

の記憶に鮮明に残る。3

　神々しいまでの美しさで、日本映画史に燦然と輝く＜昭和の大女優＞原節子。

昭和37年に「早すぎる」と惜しまれながらも引退した彼女は、その後、鎌倉の地

に隠棲。華やかな芸能の世界とは一切関係を断ち、昭和38年、小津安二郎監督の

通夜に姿を見せて以降は、公の場には一度も現れることはなかった。昨年、90歳

を迎えた＜伝説の女優＞の引退後の半生は謎のベールに包まれたままだ。引退か

ら半世紀もの時が流れながら、今もなお多くのファンを持つ＜聖女＞。4

 記載者の明らかになっていない上の二つの引用文は、原節子に「圧倒的な

美貌」「神々しいまでの美しさ」という修辞をつけると同時に、彼女が「戦

後の焼け野原から出発した日本」の「夢と希望」として「記憶」されている

という。そして、「惜しまれながらも引退」し、「小津安二郎監督の通夜」で

姿をあらわして以来、「芸能の世界とは一切関係を断」ったことが指摘され

3　「発掘！『伝説の美女』原節子、再び」『新潮』2011年5月号、3頁
4　「永遠の処女『原節子』の再発見」『新潮』2011年3月号、3頁
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原節子再論（1）

─ 神話の構築と解体 ─

李　　　敬　淑

１．問題提起―＜小津の原節子＞ vs.＜原節子＞

　小津安二郎の映画『東京物語』は1953年11月に封切上映された。この年

は朝鮮戦争の休戦会談が始まり、7月に休戦協定の調印があった。この映画

で原節子は若き戦争未亡人を演じている。『東京物語』はごく普通の市民の、

ある特別な日―田舎の両親が東京に住む子供達の家を訪問する―を淡々

と描いたもので、1953年12月号の『キネマ旬報』によると、この映画を話

題とした座談会が掲載されている。その反応は次のようなものである。「恋

愛の要素が全然ない」「今まで日本で正しいとされていた親子の倫理観を改

めてつきつけられた感じ」「少し観念的」（荻昌弘）「老夫婦は小津さんだが、

かれの尋ねまわる子供たちの世界は小津さんの世界じゃない。いわば小津さ

んの世界にない現代というものをかれの手で摑み取ってきた。それが新しい

ものだと思う」（登川直樹）。1

　そして登川直樹は、原節子が演じた紀子について「作者はこの映画で現代

の非倫理的な性格という新しいテーマを持ち出しているが、このテーマに

対して、原節子はあまりにも理想化されたタイプ」「健気な女性」と述べる。

原節子の演じる亡き次男の嫁は、「理想化されたタイプ」と指摘されている

のである。吉田喜重は、その「理想化されたタイプ」について次のような表

現に変えて説明する。「小津は俳優を＜俗なるもの＞と＜聖なるもの＞とに

使い分け、杉村（『東京物語』で老夫婦の娘役を演じる女優―引用者）は

＜俗なる女優＞で原は＜聖なる女優＞、原節子のような＜聖なる女優＞はほ

んの一瞬の美しさ、はかない美しさであり、本当に小津映画を支えているの

は＜俗なる女優＞の生命力である」。2「理想化されたタイプ＝紀子」という

説明が吉田によって「＜聖なる女優＞＝原節子」という表現に変えて語られ

1　「座談会―映画『東京物語』をみる」『キネマ旬報』1953年12月号
2  吉田喜重「小津安二郎と『東京物語』」『論座』2004年2月号
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業を始めればよいのか」（授業を考える教育心理学者の会編『いじめ

られた知識からのメッセージ―ホントは知識が「興味・関心・意欲」

を生み出す』北大路書房、1999・9）、「岩城（1998）」は岩城孝次「知

的好奇心をはぐくむ学校」（東京都立教育研究所編『教育じほう』604、

1998・5）を指す。黒岩・仲谷が麻柄らの提唱する知識先行の学習モ

デルを支持する立場にあることは言うまでもない。

＊７　扇澤美千子・川端博子・山口香・薩本弥生・斉藤秀子「ゆかたの着

装から伝統文化の理解へと導く授業実践の試み」（『埼玉大学紀要（教

育学部）』63‐2、2014・9）でも、学びのテーマに対する「理解・関

心が高い者は今後の練習へも前向きな姿勢を示す傾向が認められた。」

との報告がある。

＊８　文部科学省も「わが国の伝統と文化を基盤として国際社会を生きる

日本人」の育成を目指すとしている。文部科学省HP「あたらしい教育

基本法について」参照。

http://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/houan.htm

＊９　国立教育政策研究所・教育課程研究センター「伝統文化教育実践研

究（平成22・23年度指定）」成果報告書

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/list/dentou_l22-23.pdf

＊10　文化庁「『日本遺産（Japan Heritage）』の認定結果及びロゴマーク

の発表について」（2015年4月24日）

http://www.bunka.go.jp/ima/press_release/pdf/2015042401.pdf

＊11　「無形文化遺産の保護に関する条約」第14条「教育、意識の向上及

び能力形成」（a）（i）参照。

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/pdfs/B-H18-0006.pdf

＊12　それはそれでとても大切なことだし、それじたい無形文化遺産保護

条約が求めている「若年層を対象とした教育」にほかならない。
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さ」の意味を捉え直すことに成功しているようだ。もちろん彼らが受講後に

感じる「難しさ」もある。だがそれは、自分たちに理解できない「難しさ」

ではなく、ある程度対象を理解したからこそ見えてくる「難しさ」であり、

むしろ安易な理解を拒む「奥深さ」である。それは対象への敬意、尊敬、リ

スペクトをもった理解（共感的理解、肯定的理解）に通じ、結果として日本

人としての自己肯定感や自尊感情を高めることにつながっている。

　こうした取り組みが日本の伝統文化を支えていく一方の担い手（理解者・

支援者）を育成することを願いつつ、学生たちにより充実した学びの場を提

供できるよう、今後もプログラムや運営上の見直しなどを行っていきたい。

【付記】　本稿で述べてきたような教育上の取り組みは、2014年度の受講者は

もちろんのこと、卒業生を含む歴代受講者たちとの共同作業の結果であり、

成果である。この場をお借りして、彼女たちに感謝の意を表したい。

【注】

＊１　「日本文化史」は2016年度のカリキュラム改訂によって必修化され

る予定である。

＊２　このコメントは学年末の感想。以下、本稿における学生の感想やコ

メントはすべて2014年度の受講者のものである。

＊３　公益社団法人全国公立文化施設協会の統一企画。現在は東コース、

西コース、中央コースの３コースで歌舞伎の巡業が行われている。

＊４　なお、学外での観劇は参加者に一定の費用負担が発生するため、そ

の点はあらかじめシラバスに明記してある。また年度初めの授業にお

いて、日程や費用の詳細を必ず説明することにしている。

＊５　津村俊充「『百聞一見に如かず』ってほんとう？」（南山短期大学人

間関係研究センター紀要『人間関係』第11号、1994・3）

＊６　黒岩督・仲谷博視「認知的動機づけが知的興味と学習成果に及ぼす

効果―「ルール・事例・例外」構造を持つ教材による検討―」（兵庫

教育大学学校教育研究センター紀要『学校教育学研究』24、2012・2）。

なお、引用文中の「麻柄（1999）」は麻柄啓一「子どもの疑問から授
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ことは、たんに日本人としての教養や常識を身につけるというだけでなく＊12、

学生たちが将来、国内外を問わず、教育現場に立った時（むろん、「学校」ば

かりが「教育現場」ではない）、必ずや豊かな実りをもたらしてくれるに違い

ない。

　ちなみに、「日本文化史」では能・狂言から歌舞伎、文楽まで、日本の三

大古典芸能を学習しているが、これらを一通り学んだ後で「外国人におスス

メの古典芸能は何か？」と尋ねたところ、81人中41人（50.6％）が歌舞伎を

あげた。次が文楽で27人（33.3％）、ついで狂言が８人（9.9％）、能を挙げ

たのはわずか５人（6.2％）にすぎなかった。

　能は日本人でもわかりにくい。まして外国人が理解できるはずがない。普

通はそう考える。だが、上述の問いに対して能を選んだ学生は、あえて能を

選んだ理由を次のように述べている。

・日本に関心を持っている外国人の方には最初に能を見てもらいたいと思

います。能には古き良き日本人の精神や心情が非常によくあらわれてい

ると思います。死者の悲しみや憎しみに触れることで、日本人の心や気

持ち、その根底にあるものを理解することができます。それには能が一

番で、これは外せないと思います。

　外国人に日本文化を理解してもらうために能を勧めたい、そう考える学生

はごく少数だった。だが、そうした人数や割合などは大した問題ではない。

大事なことは、学生たちが（たとえば）能をそういうものとして
4 4 4 4 4 4 4 4 4

理解し、そ

れをこのように自分の言葉として
4 4 4 4 4 4 4 4

語れるようになった、ということである。

・以前は伝統芸能＝古いというイメージを抱いていたが、ただたんに古い

のではなく、長年受け継がれてきた芸の重みがあるのだということがわ

かった。

・予備知識を得てから見るとちゃんと話もわかるし、役者さんたちの表現

一つ一つに目を向けることができました。歌舞伎も言葉のわからないと

ころはあったけれど、そんなことは関係なく感動できました。少し知識

を得ただけで自分の価値観が大きく変りました。

　学生たちは講義のたびに毎回熱心にコメントを書いてくれる。年度末には

改めて１年間の振り返りを行うが、それらを読むと、学生たちは「日本文化

史」を軸とした「参加・体験型の伝統文化教育プログラム」を通して、それ

ぞれに自分自身の「先入観の壁」に気付き、伝統文化の「古さ」や「難し
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はコンテストでも品評会でもない、ということである。この条約はその名の

通り「保護」に関する条約であり、その本来の趣旨は、それぞれの国や地域

で育まれてきた固有かつ多様な無形文化、だが無形であるがゆえに放ってお

けば失われてしまうであろう伝統的な文化を、改めて人類共通の財産（文化

遺産）として位置づけ直し、これを後世に守り伝えていこう、というところ

にある。

　形作られたモノ（結果としての有形物）ではなく、それを作り出すワザ

（技能）そのものを後世に伝えていくためには、ワザの担い手や後継者の保

護・育成はもちろんのこと、そのワザを、またそのワザによって作りだされ

るモノを必要とする人々（その文化的な価値の理解者や支援者）を育ててい

く必要がある。だからこそ無形文化遺産条約は、その第14条において「一般

公衆、特に若年層を対象とした教育、意識の向上及び広報」に努めるべきこ

とを条約締結国に求めている。＊11

　こうした国内外の流れを受けて、今後、公教育の領域では伝統文化教育が

いっそう重視されることになるだろう。問題は、そもそも歴史や伝統あるい

は伝統的な文化に接する機会の少ない児童・生徒・学生たちに対し、いかな

るアプローチが可能か（あるいは効果的か）ということだが、それ以上に大

事なことは、まず何よりも伝統文化に理解・関心・造詣の深い教員（次世代

の教育に携わる人材）を育成することである。

　この点について、ある学生は次のように述べている。

・日本文化史を受講して、能と狂言の精神性と芸術性はとても魅力的で、

それは現代の私たちにも共通して流れていると感じられた。だが、この

授業を受講してもっとも衝撃的だったのは、私自身にこうした伝統芸能

の知識が全くなかったに等しいということだった。それだけ関心がな

かったのだ。また、中学校で能のことを一度学んだはずなのに、今回文

化史を通じてわかったような面白さがまったく伝わってこなかったこと

にも、教職を取っている者として、とても驚いた。これは先生じたいが

能にあまり親しんでいないために学習も中途半端になり、能の面白さが

伝えきれていないのではないかと思う。

　本学科にはこれまで数多の中・高教員を輩出してきた実績がある。また、

ここには日本語教育を学んでいる学生たちもいる。であればこそ、ほかなら

ぬ日本文学科の専門教育において古典や伝統文化に対する理解を深めておく
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うこと。」と明記し、グローバル化社会における人材育成に日本の歴史や伝

統、文化に関する教育の充実が不可欠という姿勢を明確に打ち出した。＊８

　これにより、新学習指導要領下の教育現場では、古文や漢文の音読など

古典に親しむ学習（国語）、国の文化遺産や地域の歴史に関する学習（社

会）、民謡・和太鼓・三味線・筝・尺八など邦楽の学習（音楽）、武道の必修

化（保健体育）、地域の食文化や和服に関する学習（技術・家庭）、茶道・華

道・能楽・文楽・歌舞伎・地域の郷土芸能等、伝統文化の学習（総合的な学

習の時間）等、様々な取り組みが実施、推奨されている。＊９

　改正教育基本法の政治的、歴史的意義についてはさまざまな立場から議論

があるようだが、今や全国的にも希少な存在となりつつある「日本文学科」

において古典文学や伝統文化の教育・研究に携わっている立場からすると、

歴史・伝統・文化に対する教育を重視する、という教育基本法の趣旨に異を

唱えるべき理由は全くない。

　また、文化庁は「地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を

語るストーリーを『日本遺産（Japan Heritage）』」に認定、これらを「国内

外に戦略的に発信することにより、地域の活性化を図る」として、水戸市・

足利市等「近世日本の教育遺産群」をはじめとする全国各地18件を2015年度

の「日本遺産」として選定、公表した。＊10

　こうした流れを作ったのはユネスコの「無形文化遺産の保護に関する条

約」、通称「無形文化遺産保護条約」である。条約そのものは2003年にユネ

スコ総会で採択され、日本は翌2004年に締結している。締結国が一定数に達

し、条約が発効したのは2006年だが、ユネスコではそれに先立って「人類の

口承及び無形遺産の傑作の宣言」を行ない、2001年の第１回宣言において、

まず能楽が、2003年に文楽が、2005年に歌舞伎が、それぞれ無形文化遺産の

「傑作」として認定されている（条約発効後、これらも無形文化遺産リスト

に登録された）。

　以来、国内でも歴史や伝統文化に対する関心はつとに高まっており、近い

ところでは2013年に日本人の伝統的な食文化としての「和食」が、また2014

年には細川紙・本美濃和紙に石州和紙（すでに2009年無形文化遺産登録）を

加えた日本の手漉き和紙の技術が無形文化遺産に登録され、注目を集めた。

　日本の伝統文化やそれを作り出すワザが世界的に認められるというのはた

いへん喜ばしく、誇らしいことだが、ただ勘違いしてはならないのは、これ
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　以上は現時点で仮説・想像の域を出ないが、仮にもしそうだとすると、実

技体験講座の参加者全員が基本的に「意欲的な学生」たちであることを認め

た上で、やはり両者を分けるのは知的な領域での学びの有無、あるいは程度

であろうと思われる。

　これまで述べてきたように、ただたんに知識を学ぶ（知る）だけでは十分

とは言えず、さりとて十分な知識もなく、いきなり映像や実物を見る／見せ

るというのも決して得策とは言えない。学習内容の理解と定着を図るために

は、「百聞」と「一見」は「如かず」でつながる（あるいは対比される）の

ではなく、「百聞」と「一見」を相互補完的に配置しつつ、「百聞」しかして
4 4 4 4

「一見」という順序で学習過程をデザインするのがよい。それと同様に、い

かに体験・実践（学習）が重要だとしても、ただ体験すればいい、経験すれ

ばいい、というものでもない。むしろ、先入観を相対化し、実際の体験や経

験を言語化しうる知的基盤を持っていることがより効果的、かつ持続可能な

学びを担保すると考えるべきであろう。

　これを大まかにいうと、プログラム全体の流れとしては「学ぶ」→「見

る」→「体験する」、あるいは「知る」→「見る」→「する」というふうに

順を追って段階的に学習することが重要である。

　なお、今回のアンケートの結果、実技・実習をメインとする体験講座は通

常授業より連講形式での実施を希望する者が大半を占めた（実人数合計14

人、参加者の77.8％）。たしかに、理屈ではなく身体に覚えさせる類の、そ

れこそ「慣れる」「身をもって学ぶ」スタイルの学習は、正直言って週１回

のペースでは身につかないし、追いつかない。

　実技講座に関しては、今後も時間に余裕のある春休みなど、ある程度集中

して取り組むことのできる環境や条件を用意する予定だが、これもまた「百

聞」と「一見」に通じるところがあって、抽象的な言語活動を主とする知的

学習と、実技・実習・実体験を主とする身体的な学習とでは、プログラムに

緩急、強弱、減り張りをつけたほうが効果的であると思われる。

おわりに

　2006年12月に改正施行された教育基本法は、第２条「教育の目標」第５項

において、「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を

愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養
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た体験してみたい、と回答している（ほぼ100％）。しかも、「大いに」「ぜ

ひ」と回答している人が参加者の２／３を占めている。これは、たとえば11

月のアンケート結果などとは明らかに傾向が異なっている。

　11月のアンケートでは「日本文化史」を受講したほぼ全員が日本の伝統文

化に対する興味・関心が「高まった」と回答しているが、その内訳は「高

まった」が２／３、「大いに高まった」が１／３であった。不特定多数を対

象とするアンケート調査では、おそらくこうした分布傾向（いわゆる正規分

布）が一般的かと思われる。これに対し、実技体験参加者ではその比率が見

事に逆転し、プラス側に大きな偏りが生じている。

　一般に、取り組みへの達成感や充実感がさらなる意欲の源となり、学びの

動機付けを強化することはよく知られているが、学習テーマに対する理解・

興味・関心・意欲の高い学生たちの場合、学べば学ぶほど学びの動機付けが

より一層強化される傾向のあることが確認されている。＊７ 実技講座の参加

者は、興味も関心も様々な不特定多数…とはとうてい言えず、むしろ伝統文

化にプラスの指向性を有する特定少数というべきグループであるところから、

このような大きな偏りが生じたものと理解される。

　なお興味深いのは、実技講座の受講者のうち、能に対する興味・関心が

「大いに高まった」、次も「ぜひ参加してみたい」と回答している２／３が

いったいどういう学生たちか、残る１／３の学生たちとの違いはどこにある

か、という点である。

　可能性として考えられるのは「日本文化史」の受講歴である。先に見たよ

うに、実技体験講座における「日本文化史」の受講者割合は全体の２／３

（２～３年生）、残る１／３はまだ「日本文化史」を受講していない学生たち

（１年生）であった。今回のアンケート調査では回答者に「日本文化史」の

受講の有無を確認する質問項目が欠けているので、たいへん意欲的な回答を

寄せてくれた２／３の学生たちが「日本文化史」とどのような関連性がある

のか必ずしも定かではないが、参加者の「日本文化史」受講割合と、これも

先に指摘した、知識が学びに対する興味や関心を牽引する「知識（原因）→

興味・関心・意欲（結果）」の因果モデルなどからすると、今回「大いに」

「ぜひ」と回答した12名（全体の２／３）が「日本文化史」の受講者で、す

でに古典芸能について一定の知識を有し、実際に舞台を観劇したこともある

12名だったとすれば、これは非常に納得できる結果といえる。
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・実際体験することによって、声の出し方、動き方を学ぶことがで

きました。またこのような機会があったらぜひ参加したいです。

・充実した時間を過ごすことができました。ありがとうございました。

・とても楽しく能を学ぶことができました。先生にはお忙しいなか

本当にありがとうございました。

・実際に体験してみることで、能の難しさも楽しさも味わえて、本

当に充実した時間を過ごすことができました。

・理解するのに時間がかかりましたが、丁寧に教えて下さり、あり

がとうございました！　本当に参加してよかったと思います。

・大変興味深い体験をすることができました。背筋が伸びました。

来年の開講も期待しています。ありがとうございました。

・正座しっぱなしで足がしびれました。

・最初はとても不安でしたが、やっていくにつれてとても楽しく受

けることができました。日常でも姿勢を正すことを心掛けたいと

思います。

（２）アンケート結果に関する考察

　能の実技体験講座は2015年の2月16日から18日まで、３日間、計６コマの

集中講義形式で行われた。こうした実技講座は、戦前の宮城高等女学校国語

科（専攻科）以来70年以上の歴史を有する日本文学科史上初の試み…かどう

かは定かではないが、少なくともここ20年ほどは行なったことがなく、学生

たちにとってもたいへん貴重な経験になるであろうということで、今回は

「日本文化史」受講者以外にも参加者を広く募った。１年生から３年生まで

総勢20名（当初申込みは22名）でスタートした実技講座は、参加者を二班に

分け、一方は仕舞の稽古（指導：佐藤寛泰師）、もう一方は謡の稽古（指導：

喜多流仙台喜章会・鈴木敏彦氏）という形で進行した。

　実技講座に参加した学生たちは、そもそも能（あるいは演技・身体表現

等）に対する興味・関心が高いグループと想像されるが、アンケートの結果

を見ても参加者全員が講座内容に対する満足度と各自の意欲・充実度に最高

評価を与えている。わずか３日間とはいえ、最後までやり遂げた学生たちに

は相当の達成感があったものと思われる。

　またこのグループは、生まれて初めて謡や仕舞を体験することで、これま

で以上に能に対する興味・関心が高まった、次にこのような講座があればま
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（5）能に対する興味・関心の度合い

　　1．大いに高まった　　　　　 12人（66.7％）

　　2．高まった　　　　　　　　　5人（27.8％）

　　3．以前とあまり変わらない　　1人　（5.6％）

　　4．かえって関心が薄くなった　0人

　　5．全く興味を失った　　　　　0人

　　6．どちらでもない　　　　　　0人

（6）また能の体験講座があれば参加してみたいと思いますか？

　　1．ぜひ体験してみたい　　　　　　　　　　　　 12人（66.7％）

　　2．できれば体験してみたい　　　　　　　　　　　6人（33.3％）

　　3．そこまでやりたいとは思わない　　　　　　　　0人

　　4．実技には関心がない　　　　　　　　　　　　　0人

　　5．今のところどちらともいえない（わからない）　 0人

（7）能以外で「こういう体験講座があれば参加してみたい」という

希望・要望があれば、自由に書いてください。

　《自由記述》

・着物の着付け　　　　　　　　　　　　　　6人

・歌舞伎　　　　　　　　　　　　　　　　　3人

・狂言　　　　　　　　　　　　　　　　　　3人

・邦楽器（三味線、琴、太鼓・鼓・笛など）　 2人

・能（実際に衣装を着けての体験講座）　　 　1人

・日舞　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人

・茶道　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人

（8）今回の実技体験講座の感想、講師の先生方へのメッセージ、ま

た今回受講しなかった人たちに対するメッセージなどがあれば、

自由に書いてください。

　《自由記述》

・思っていたより動きが激しく、手足が思うように動かなかったり

しましたが、とても楽しかったです。普段はなかなかできないこ

とをさせていただき、貴重な体験をさせていただきました。あり

がとうございました。
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果敢なチャレンジャーであったということができるかもしれない。

2014年度「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラム」

「能の実技体験講座」受講者アンケート（2015･2･18実施）

（1）講座内容に対する満足度

1．たいへん満足した（もっとやりたい／やりたかった）　　 18人

（100％）

2．それなりに満足した（もう少しやりたい／やりたかった）　0人

3．ちょっと不満（あまり面白くなかった）　　　　　　　　　0人

4．とても不満（つまらなかった）　　　　　　　　　　　　　0人

5．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　0人

（2）あなた自身の取り組み（意欲・充実度）

　　1．とても意欲的に取り組めた　　 18人（100％）

　　2．それなりに充実した講座だった　0人

　　3．あまり意欲がわかなかった　　　0人

　　4．全くやる気が出なかった　　　　0人

　　5．その他　　　　　　　　　　　　0人

（3）実技講座の開講形態と開講時期に関する希望

　　（注：複数回答あり、以下のべ人数21人で百分率を表示）

　　1．連講形式（今回のような時期＝学年末）がよい 12人（57.1％）

　　2．連講形式（夏休み）がよい　　　　　　　　　　5人（23.8％）

　　3．通常学期中（前期・週1程度）がよい　　　　　2人（9.5％）

　　4．通常学期中（後期・週1程度）がよい　　　　　1人（4.8％）

　　5．その他（いつでもよい）　　　　　　　　　　　1人（4.8％）

（4）実技講座の日数と回数に関する希望

　　1．３日（6コマ）程度がよい　　 8人（44.4％）

　　2．５日（10コマ）程度がよい　　6人（33.3％）

　　3．２週間（20コマ）程度がよい　3人（16.7％）

　　4．その他（4日程度がよい）　　  1人　（5.6％）
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４．特別企画３「能を体験する」に関するアンケート調査（2015・2・18実

施）

（１）アンケート調査の結果

　残るは特別企画３「能の実技体験講座」だが、これは講座最終日にアン

ケート調査を実施（実施日：2015年2月18日）、回答は無記名とし、自由記述

欄を設けた。当初申込み人数は22名、講座初日時点の参加者は20名だったが、

うち２名が体調不良で欠席、最終日まで参加した18名全員から回答を得た

（回収率100％）。

　能の実技体験講座については、11月に実施したアンケート調査においてど

れくらい参加希望者がいるのか、あらかじめ予備調査を行なっていた。その

際、「ぜひ体験してみたい」は全体の２割（13人）、「できれば体験してみた

い」を含めると40人、合計６割以上もの学生が関心を示していた。その後、

12月になって実際に受付を開始したところ、今年度の「日本文化史」受講者

（２年生）からは９名の応募があった。これは11月の予備調査で「ぜひ」と

回答した人数の７割、全履修登録者（後期86人）からするとほぼ１割に相当

する。

　一口に「能を学ぶ」といっても、「見る」側と「する」側では意味が異な

る。第一、今まで「見る」側だった者が「する」側に立ち位置を変えるとい

うことは、普通はなかなかできない。あるいは、そこまでしない（興味・関

心があっても、そこまでではない）。だが、適切な導きときっかけさえあれ

ば、「見る」側から「する」側にシフトする決断力や行動力、チャレンジ精

神を持っている学生たちは、いる（その率、「日本文化史」でおよそ10人に

１人）。今回の伝統文化教育プログラム、特に実技体験講座は、そうした意

欲ある学生たちに新たな学びの機会とステージを提供するものとなったとい

えよう。

　なお付け加えれば、６月の「能を学ぶ」において学生モデル（２名枠）に

応募してきた２年生は４人いたが、その全員が２月の体験講座にも参加して

意欲のあるところを見せた。その他の参加者では「日本文化史」過年度履修

者（３年生）が３名おり、実技体験講座における「日本文化史」の受講者割

合（つまり、ある程度の知識や理解があって実技講座に参加した学生の割

合）は全体の２／３、残る１／３（６名）はまだ「日本文化史」を受講して

いない１年生であった。ある意味、今回参加してくれた１年生たちは、最も
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ないけれど満足した自分がいました。

・能、少し難しかったです。でも、もっと大人になって、もっと知識をつ

けてからまた観てみたいと思いました（歌舞伎や文楽ではそんなふうに

は思わなかったのですが）。

　これらは比較的肯定的なコメントだが、そういう学生たちであっても、能

は「言葉がむずかしかった」「よくわからなかった」と語っている。であれ

ばこそ、ことばの難しさが舞台全体の理解を妨げるハードルになったであろ

う学生たちはもっと多かったに違いない。

　その一方、ごく少数だが、「能への誘い」公演に対して「物足りない」と

いう感想を抱く者もあった。たとえば、観劇直後の感想として、

・柱はあっても鏡松がなくて残念でした。

・座る場所がわるくて（目付柱の方向、しかも前に座った人が背が高かっ

た）、役者さんが完全に隠れてしまい、ほぼ音声のみで楽しみました。

というコメントを寄せた学生たちがいる。後者は席を移動すれば何とか対処

のしようがあるが、前者は会場の都合でいかんともしがたい面がある。

　能には専用の能舞台というものがあり、能舞台には「能の思想」が凝縮

されている。だが、仙台には本格的な能舞台もなければ能楽堂もない。「能

への誘い」の会場となった仙台市民会館にしろ、青年文化センターにしろ、

公立のいわゆる「多目的ホール」は能を上演する施設としては物足りない。

「鏡松」云々というコメントも、実は能のことをある程度学んだからこそ出

てくる感想であり、能の「器」（会場・施設・空間）を含め、より本格的な

公演に対する期待が大きいということのあらわれといえよう。

　さて、上記アンケート結果を総括すると、大半の参加者にとって今回の伝

統文化教育プログラムは非常に有効、有益だったと言ってよい。

　だがその一方、アンケート調査の当日、教室にいながらアンケートに答え

ていない学生たちがいる。欠席者はさしあたり脇に置くとして、アンケート

に答えていない学生が出席者の１割強（アンケート回収率は83.8％。当日講

義に出席しながら回答しなかった人数は74名中12名で全体の16.2％）もいる

ことを思えば、彼らの「無言」がいったい何を意味するのか、いささか気に

なるところではある。あるいは授業の工夫によって何とかなるのか、ならな

いのかを含め、今後の課題としたい。
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　ⅲ．「能への誘い」公演について

　では、通常授業（日本文化史）とプロの能楽師による特別講義を受講して、

実際に舞台を観劇した結果はどうだったかというと、今年度の「能への誘

い」公演に対する受講生の満足度は「満足」「とても満足」を合わせた肯定

的な評価が約81％、興味・関心のほうも「高まった」｢大いに高まった｣合わ

せて約82％という結果になっている。この数字から、まずは好評だった、と

言っていいだろう。ただ、上記アンケート結果を見ると、受講者の「満足

度」と「興味・関心」は完全に連動しており、「日本文化史」ではこれらに

対する肯定的評価がほぼ100％に達しているのに対し、６月の特別講義は約

９割、11月の「能への誘い」は約８割と、全体としてはいずれも好評、高評

価ながら、数値的には漸減傾向を示している。

　正直なところ、企画担当者としては意外な結果だったが、これについては

必修科目も担当している学科の専任教員による年間30回もの通常授業と、初

対面の講師によるたった一度の特別講義、また通常授業のような同時解説の

ない観劇体験では、いかに初心者向けとはいえ、次第にハードルが高くなり、

それにつれて参加者の興味・関心、満足度も漸減していった可能性が考えら

れる。

　ちなみに、歌舞伎や文楽ではこういったリアクションはあまり見られない。

元来、大衆芸能であった歌舞伎や文楽に比べ、能は貴族的な文化伝統を色濃

く継承しているため、ことば（詞章）を理解する（あるいはそれ以前の問題

として「聞き取る」）のが難しく、こういう結果になったのではないかと思

われる。その意味でいうと、能はそれだけ「ことば」に依存する、「ことば」

重視の舞台芸能だということになる。

　以下はアンケート結果ではなく、公演観劇直後の感想である。

・能の舞台に引き込まれました。正直、言葉はよくわかりませんでしたが、

シテの役者さんの動き（足の遣い方や姿勢など）に興味がわきました。

次は言葉がわかるようにしたいです。

・言葉はよくわかりませんでしたが、何だか夢中で見ていました。ただ公

演を見るだけでなく、いろんな説明があって、知識もつくし、総まとめ

として舞台を観るというのはとてもいい構成だと思います。説明もわか

りやすく、ユーモアもあって、この人たちは本当に好きでこの世界にい

るんだな、ということがわかりました。全部見終わった後、よくわから
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付け風景まで見せてもらったり、実際に声を出して「高砂」を謡ったり、

とてもいい経験になりました。

・能面の扱いがとても丁寧、慎重なのが印象的でした。神聖なものである

ということがよくわかりました。

・能の実物は何もかもが初めてで、とても新鮮でした。興味を惹かれるも

のがたくさんあって、ぜひ本物の舞台を観てみたいと思いました。

・能では立つのも座るのも姿勢が大事。私も気を付けようと思いました。

・能の舞台をつとめると３～４㎏もやせると知って、とても大変なんだな

と思いました。

・佐藤先生の謡に鳥肌が立ちました。感動しました。

・謡は難しかった。

・佐藤先生の声量に圧倒されました。心まで震えるほどでした。

・生で見聞きして能の素晴らしさがより理解できたと思います。特に「声」

に感動しました。

・佐藤先生の説明がわかりやすくて楽しかったです。公演を見に行くのが

楽しみです。

・他学科からの参加です。とても興味深く聞かせていただきました。この

ような貴重な機会を得ることができ、本当に感謝の気持ちで一杯です。

・能の衣装は動きにくく、肩より上に腕を上げるのも難しく感じました。

また面をつけると足もとが見えず、一歩ずつゆっくり歩くことも怖かっ

たです。２月に予定されている能のお稽古が楽しみです。（引用者注…

能の装束を実際に体験した学生の感想）

・面も本当に視野が狭く、不安になりました。下を見たくても見てはいけ

ない…と、とてもじれったくなりました。貴重な経験をさせていただき

ました。とても満足しています。ありがとうございました。（同上）

　佐藤師の特別講義は、あるいは内容が盛り沢山で、アンケートでも指摘が

あったように、若干時間不足の感を与えたかもしれない。だが、内容を減ら

すと企画じたいの満足度が低くなる可能性がある。また普通教室の構造上、

教壇（ステージに当たる部分）が狭く、演出上困難を生じる面もあるが、な

かなか他に適当な教室もない（大学講堂では大きすぎる）ことから、当面こ

れで何とかやりくりするほかはない。現状、ベストの環境とはいえないが、

まずは許容範囲かと思われる。
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「十六」など代表的な能面の紹介と解説があった。次に、学生をモデルに装

束の解説と着付けの実演が行われた。女性役は花を散らした紅
いろ

入り唐織の着

流し姿（モデル：日文２年生ＨＯ）、男性役は大口袴に太刀を帯び、烏帽子

をかぶって長
ちょうけん

絹を片袖脱ぎにした武将姿（モデル：日文２年生ＭＯ）になり、

それらの出で立ちに対して、武将役の学生は「十六」の面を、また女性役の

学生は「小面」をつけた。その後、参加者全員で声を出し、祝言曲として名

高い謡曲『高砂』の一節を謡った。最後に質問コーナーを設け、様々な質問

に答えていただいた。以下はその一例である。

Ｑ「何歳から能を始めたのですか？」

Ａ「２歳からです。代々そういう家系なので」

Ｑ「能楽師として普段から心がけていることは何ですか？」

Ａ「どうしても公演活動が多いので、時間を見つけて自分の稽古をする

よう心がけています」

Ｑ「能面をつけて息苦しくないですか？　演じていて酸欠になりません

か？」

Ａ「面をつけ、10キロの衣装を着て激しい動きをすると、ものすごく体

力を消耗します。舞い終ると３～４ｋｇ減っています」

Ｑ「海外で公演したことはありますか」

Ａ「フランスからの依頼で、現地でジャンヌ・ダルクの新作能を上演し

ました」

　学生たちにとっては、こうした質疑応答によって、能がより興味深く感じ

られ、親近感が増したものと思われる。

　以上のような講義内容は、それがいかに初心者向けのレクチャーだったと

しても通常の授業で学べる範囲を超えており、必ずしも「授業で学んだこと

が多かった」ということはない。

　なお、今回のアンケート調査は６月の特別講義から５ヶ月後に行なわれた

ものであり、だいぶ時間が経過している。そこで、特別講義当日の反応・反

響・感想がどうだったか、以下に引用しておこう。

・プロの能楽師の方のお話には重みがあり、とても勉強になりました。あ

んな重そうな装束をまとって舞うのはとても体力がいるだろうなと思い

ました。実際の舞台が見てみたいです。

・なかなか見ることのできない本物の能面を見せてもらったり、衣装の着
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（２）アンケート結果に関する考察

　ⅰ．「日本文化史」について

　前期・後期の「日本文化史」については概ね好評で、「知識」「興味・関

心」「満足度」に関する肯定的な評価（知識が「増えた」および「大いに増

えた」等）は、ほぼ100％に近い結果が得られた。もともとほとんど知識が

なく、まっさらな状態からスタートしているため、講義を受ければ受けるほ

ど知識が増えていくのはある意味当然だが、視聴覚情報も含めて「知る」こ

とが受講者の興味・関心を喚起し、それまでの「わからない」「堅苦しい」

といった先入観がくつがえされ、「わかる」「楽しい」「おもしろい」に変容

していることが如実にうかがえる結果となっている。特に自由記述では生の

舞台に接した感動を書き綴っている学生が多く、改めて「本物体験」の重要

性や有効性（特に、無意識の先入観や偏見に自ら気付き、これを修正してい

く「バイアストレーニング」としての有効性）を確認することができた。

　とはいいながら、前期・後期、各期末試験の結果を見ると、残念ながら知

識の定着度の面では「未だし」の感なきにしもあらず。この点については今

後、小テスト（確認テスト）や課題レポートなどを工夫して知識の習得・定

着を図り、たんに「おもしろかった」で終わらない、「おもしろい」といっ

てもエンターテインメントではなく、インタレストを刺激し、かつアクティ

ブな学びを促すような授業内容にする必要がある。

　ⅱ．能楽師による特別講義について

　次に、プロの能楽師による特別講義では、知識が「増えた」「大いに増え

た」が約92％、興味・関心が「高まった」「大いに高まった」が約87％、講

義内容に「満足している」「大いに満足している」が約89％と、軒並み高い

数値が得られた。中には「授業で学んだことが多かった」、つまり知識の面

であまり新鮮さがなかったと回答する者もいたが、大半の受講生はそれでも

実演者から直接お話をうかがったり、本物の能面や装束を（映像や画像など

ではなく）間近に見ることができた点を高く評価している。やはり、どんな

に視聴覚教材を駆使しても、「本物に触れる」「じかに接する」という体験が、

あるいはまたその貴重さが、学習者にとって非常に重要なファクターになっ

ていることがうかがえる。

　なお、当日の様子を簡略に記述しておくと、まず「小
こおもて

面」「般若」「姥」
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　《自由記述》

・囃子方の楽器紹介がよかった。古典芸能の楽器や音楽に関心を持っ

た。

・実際に生で見ることで独特の緊張感が味わえた。

・能に問題はない。自分が苦手というだけ。（選択肢6「どちらでも

ない」回答者）

（3）来年の2月16日（月）～ 18日（水）には日本文学科生（全学年）

の希望者を対象に「能の実技体験講座」を実施する予定です（3

～ 4時限目、集中講義形式、詳細後日掲示）。さしあたり体験講

座を受講するかどうかは別として、あなたも実際に能を体験し

てみたいと思いますか？

　　1．ぜひ体験してみたい　　　　　　　　　　　　 13人（21.0％）

　　2．できれば体験してみたい　　　　　　　　　　 27人（43.6％）

　　3．そこまでやりたいとは思わない　　　　　　　　9人（14.5％）

　　4．実技には関心がない　　　　　　　　　　　　　3人（4.8％）

　　5．今のところどちらともいえない（わからない）　 5人（8.1％）

　　　無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5人（8.1％）

４．本プログラムへの意見・感想・要望等

　《自由記述》

・公演前に演目について事前学習できてよかった。全体的にとても

楽しく受講できた。

・能、歌舞伎、文楽、１回ずつではなく、もっと見たい。年間通し

てチケットを販売してほしい。年間の公演スケジュールを一覧表

にして貼り出してほしい。

・普通に生活していたらあまり知ることのない古典芸能。じっくり

勉強してみると、自分が自分の国の芸能をこれほど知らなかった

のかと驚いた。その分、蓄積されていく知識が多く、楽しかった。

実物を見られたことも本当によかった。

・歌舞伎の女形講座があったらぜひ参加してみたい。
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・最後は時間がなくなって、かなりバタバタしていた感じがする。

（選択肢3「可もなく不可もなし」回答者）

３．喜多流普及公演「能への誘い」夜の部（11月10日、レクチャー

付き、半能形式）を鑑賞して

（1）公演内容に対する満足度

　　1．とても満足している　20人（32.3％）

　　2．満足している　　　　30人（48.4％）

　　3．可もなく不可もなし　 7人（11.3％）

　　4．やや不満　　　　　　 1人　（1.6％）

　　5．とても不満　　　　　 0人

　　　無回答　　　　　　　　4人　（6.5％）

　《自由記述》

・何もない舞台にシテの表現力と生演奏で様々なものを作り上げる

のが素晴らしい!!

・衣装の詳細や楽器の事を教えてもらえてとても興味深かった。勉

強になった。

・解説が分かりやすかった。初心者でも難しく考えずに観ることが

できた。

・まだ能の言葉がよくわからないので、もう少し勉強しなければと

感じた。

・すでに知っていることばかりで新鮮味に欠けた。全体的に物足り

ない。（選択肢4「やや不満」回答者）

（2）能に対する興味・関心の度合い

　　1．大いに高まった　　　　　 15人（24.2％）

　　2．高まった　　　　　　　　 36人（58.1％）

　　3．以前とあまり変わらない　　5人　（8.1％）

　　4．かえって関心が薄くなった　1人　（1.6％）

　　5．全く興味を失った　　　　　0人

　　6．どちらでもない　　　　　　1人　（1.6％）

　　　無回答　　　　　　　　　　 4人　（6.5％）
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・衣装を見るのが楽しかった。実際に声を出してみて、いかに難し

いかわかった。

・以前は名前しか知らなかった能が、実際どういうものであるか、

分かってよかった。

・発声の仕方や正しい姿勢を知ることができた。

・授業で学んだことが多かった（選択肢3「以前とあまり変わらない」

回答者）

（2）能に対する興味・関心の度合い

　　1．大いに高まった　　　　　 15人（24.2％）

　　2．高まった　　　　　　　　 39人（62.9％）

　　3．以前とあまり変わらない　　4人　（6.5％）

　　4．かえって関心が薄くなった　0人

　　5．全く興味を失った　　　　　0人

　　6．どちらでもない　　　　　　0人

　　　無回答　　　　　　　　　　 4人　（6.5％）

　《自由記述》

・謡を体験できたのがよかった。

・実際に公演を見てみたいと思った。

・やはり普通の演劇やお芝居に比べ、敷居が高く、難しいと感じた。

（選択肢3「以前とあまり変わらない」回答者）

（3）講義内容に対する満足度

　　1．とても満足している　21人（33.9％）

　　2．満足している　　　　34人（54.8％）

　　3．可もなく不可もなし　 3人　（4.8％）

　　4．やや不満　　　　　　 0人

　　5．とても不満　　　　　 0人

　　　無回答　　　　　　　　4人　（6.5％）

　《自由記述》

・舞台で使う小物や動きにそれぞれどのような意味があるのか詳し

く知ることができてよかった。

（92）
－79－



　《自由記述》

・とても分かりやすく丁寧だった。

・講義はとても中身があり充実しているので毎回とてもためになる。

・古典芸能がどのように伝わってきたのか、歴史的なことを教えて

頂けてとてもよかった。

・「知らなかったこと」がどんどん「知っていること」に変っていく

のが面白かった。

・教科書だけでなく映像や写真も多くて分かりやすかった。

・映像を見ながら解説してもらえるので注目するポイントが分かっ

てよかった。

・観劇前の講義で予習しているので観劇中も内容をしっかり理解す

ることができた。

・ビデオなど視覚的な情報が多いので講義を聞いていてわかりやす

いし楽しい。

・資料が豊富で楽しかった。

・映像を見たり、実際に行ってみたりして、すごく世界が広がった。

日本の文化にとても興味を持つことができた。

２．喜多流能楽師 佐藤寛泰師による特別講義（6月11日、日本文化

史Ａ）を受講して

（1）能に関する知識

　　1．大いに増えた　　　　　　　 13人（21.0％）

　　2．増えた　　　　　　　　　　 44人（71.0％）

　　3．以前とあまり変わらない　　　4人　（6.5％）

　　4．講義内容がよく理解できない　1人　（1.6％）

　　5．どちらともいえない　　　　　0人

　《自由記述》

・実際の衣装や面を間近で見ることができたのが嬉しかった。

・実際に着付けの過程を見ることができたし、実際に声を出して一

緒に謡をうたったのもよかった。

・能面や衣装の実物を見たり、実際に能をやっている方からお話を

聞いたことはとても貴重な経験になった。
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・古典芸能などは自分ではなかなか行くことができないので、授業

という形で観ることができてよかった。

（2）日本の伝統文化に対する興味・関心の度合い

　　1．大いに高まった　　　　　　22人（35.5％）

　　2．高まった　　　　　　　　　39人（62.9％）

　　3．以前とあまり変わらない　　 1人　（1.6％）

　　4．かえって関心が薄くなった　 0人

　　5．全く興味を失った　　　　　 0人

　　6．どちらでもない　　　　　　 0人

　《自由記述》

・知ることで興味が高まった。

・日本文化の奥深さや美しさを知った。

・実際の舞台を見てその面白さが体感できた。より興味がわいた。

・以前であれば伝統文化に関するテレビなど見ようとも思わなかっ

たが、先日文楽の咲寿大夫さんがＮＨＫに出ていて、つい見入っ

てしまった。講義を受けて興味関心が高まったと思う。

・実際に見る古典芸能は言葉が分からない所があっても引き込まれ

てしまうほど魅力的だった。

・古典芸能の中では特に文楽に興味を持った。

・実際に公演を見て、生で見る楽しさや本物のすごさを体感し、興

味関心が高まった。

・自分でもテレビで能を見たりする機会が増えた。親や友達にも教

えていきたい。

・自分でもまた観に行きたい。

（3）講義内容に対する満足度

　　1．とても満足している　23人（37.1％）

　　2．満足している　　　　38人（61.3％）

　　3．可もなく不可もなし　 1人　（1.6％）

　　4．やや不満　　　　　　 0人

　　5．とても不満　　　　　 0人
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2014年度「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラム」

受講者アンケート（2014･11･12実施）

１．「日本文化史Ａ・Ｂ」を受講して

（1）日本の伝統文化に関する知識

　　1．大いに増えた　　　　　　　　24人（38.7％）

　　2．増えた　　　　　　　　　　　38人（61.3％）

　　3．以前とあまり変わらない　　　 0人

　　4．講義内容がよく理解できない　 0人

　　5．どちらともいえない　　　　　 0人

　《自由記述》

・伝統文化について広く学ぶことができた。初めて知る事ばかりで、

多くの知識を得ることができた。

・古典芸能のことは全く知らなかったが、基本的な部分から学べた

のでよかった。

・伝統文化の歴史や舞台の構造などを詳しく聴けたのがよかった。

・質問に丁寧に答えてもらえたのがよかった。

・映像を見ながら学ぶことができて、たんなる知識で終わらないの

がよかった。

・映像が多くてわかりやすかった。

・映像を見ながらの解説と、実際に間近で本物の古典芸能に触れる

ことができて、遠い世界の事のように考えていた古典芸能が、すっ

と自分の中に違和感なく溶け込んできたように感じた。

・何も知らない状態で鑑賞していたら、ただ「ストーリーが面白かっ

た」としか思わなかったかもしれないが、伝統芸能の知識をたく

さん蓄えたことで、実際に鑑賞した時、違う角度から見ることが

できて感動した。

・何も知らないのに何となく敷居が高いように思っていた。自分の

勘違いが払拭された。

・「古典芸能ってすごい！」と思うようになった。

・講義を受けて、実際に舞台を鑑賞することで、より理解が深めら

れてよかった。
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６．特別企画 第３弾「能を体験する」～能の実技体験講座（学内）

日時：2015年2月16日（月）～ 18日（水）、3～ 4校時（計6コマ）

講師：佐藤寛泰

概要：能『唐船』の謡と仕舞を稽古し、能の基本（立ち方、座り方、

歩き方、姿勢、発声、謡、所作、舞など）を学ぶ

対象：全学年（希望者）

備考：最終参加者は18名（3年生3名、2年生9名、1年生6名）

　上記のうち、教育推進研究費の助成を得て実施したプログラムは、能を中

心とした一連の特別企画、すなわち「能を学ぶ」（2014・6・11）、「能を観

る」（2014・11・10）、「能を体験する」（2015・2・16 ～ 18）である。通常学

期中に行われた「能を学ぶ」（前期）と「能を観る」（後期）は「日本文化

史」全員参加企画とし、年度末に行われた「能を体験する」は希望者のみで

実施した。

　これらのプログラムが受講者の伝統文化に対する興味・関心、あるいは学

びへの意欲をどの程度高めることができたのか、その効果を検証するために、

全員参加企画と希望者参加企画に分けてアンケート調査を実施した。以下、

その結果を示す。

３．2014年度「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラム」に

関するアンケート調査（2014・11・12実施）

（１）アンケート調査の結果

　11月10日の「能への誘い」観劇直後、11月12日の「日本文化史」において

全受講者を対象にアンケート調査を実施した。この時点では能の実技体験講

座は未実施であるため、主に「日本文化史」と特別企画１「能を学ぶ」およ

び２「能を観る」について回答を求めた。アンケートは無記名で行われ、質

問に対してあてはまるものに○をつけてもらい（複数回答なし）、自由記述

欄も設けた。当日出席者74名中62名（履修登録者の約7割）が回答した。ア

ンケートの回収率は83.8％であった。

　なお、各選択肢の百分率は小数点以下第2位を四捨五入した概数である。

そのため合計すると100％を超える場合があることをお断りしておく。
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２．公文協主催「松竹大歌舞伎」仙台公演観劇（学外）

日時：2014年6月8日（日）17:00開演

場所：東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）

出演：四代目市川猿之助、九代目市川中車（香川照之）ほか

演目：『一本刀土俵入』ほか

対象：全学年（「日本文化史」受講者およびその他の希望者）

備考：学生参加者は136名

３．特別企画 第１弾「能を学ぶ」～能楽師による特別講義（学内）

日時：2014年6月11日（水）、4校時

講師：佐藤寛泰（喜多流能楽師）

概要：能面や装束の解説と学生モデルによる着付け実演、参加者

による謡体験（謡曲『高砂』）

対象：全学年（「日本文化史」受講者およびその他の希望者）

備考：当日参加者は89名

　　　（「日本文化史」履修者80名、その他日文5名、他学科4名）

４．「人形浄瑠璃 文楽」仙台公演観劇（学外）

日時：2014年10月3日（金）18:30開演

場所：電力ホール

演目：『菅原伝授手習鑑』「寺子屋」ほか

対象：全学年（「日本文化史」受講者およびその他の希望者）

備考：学生参加者は97名

５．特別企画 第２弾「能を観る」～喜多流「能への誘い」観劇（学

外）

日時：2014年11月10日（月）18:00開演

場所：仙台市民会館

出演：佐藤寛泰ほか

演目：半能『八島』、仕舞『芦刈』ほか

対象：全学年（「日本文化史」受講者およびその他の希望者）

備考：学生参加者は94名
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　こうした特別講義を２年継続したあと、受講者の間から自分たちも実際に

能を学んでみたい、体験してみたい、という意欲的な声が聞かれるように

なった。これは、2012年の「能楽師による特別講義」導入以前には見られな

かったことである。

　たしかに、特別講義も「参加・体験型」企画ではあるが、謡の稽古はとも

かく、参加者全員あるいは希望者全員が実際に装束を身につけたり、面をか

けたりすることは現実問題として不可能。であるがゆえに、参加者を代表し

て一部の学生がこれを体験する、他の学生たちはそれを間近に眺める、その

ようなかたちにならざるをえない。

　学科で行なう大がかりな企画を含め、従来の「参加・体験型」イベント

は、実はこのような「やって見せる（一部の学生が参加者を代表して皆に見

せる）」スタイル、いわばデモンストレーション型、あるいは「間接（代行）

体験」型が主流であった。だが、間近で本物に接する機会を得て以来、「観

客」としてデモンストレーションを「見る」だけでなく、できることなら自

分も体験してみたい、という声が年を追うごとに増えてきたのである。

　そこで2014年度は、筆者が担当する「日本文化史」をベースにしつつ、全

体を「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育」としてデザインし直し、

宮城学院女子大学の教育推進研究費の助成を得て、特に能楽を中心に、教育

内容のさらなる充実および教育効果の促進を図ることとした。

（２）2014年度「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラム」

について

　以下、2014年度のプログラムの概要を示す。

2014年度「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラム」

１．通常授業「日本文化史」Ａ・Ｂ（２年次、選択科目、前期15回・

後期15回）

担当：深澤昌夫

概要：前期は中世芸能（能・狂言）、後期は近世芸能（文楽と歌舞

伎）を中心に日本の伝統文化を学ぶ

備考：科目登録者は前期88名、後期86名
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寧な事前・事後指導を行うことで、学生自身が学びの成果を実感し（「わか

る」という実感）、興味や関心、学ぶ意欲を高めていけるよう工夫されてい

るのである。

２．「日本文化史」の新たな取り組み

（１）能楽師によるワークショップ型特別講義の導入

　「日本文化史」では上記のような取り組みを一歩進め、2012年度から観劇

前のプレ企画としてプロの能楽師によるワークショップ形式の特別講義を実

施している。仙台はもともと喜多流が盛んな土地柄で、講師としてお迎えし

た佐藤寛泰師も仙台藩ゆかりの能楽師の流れを汲む（喜多流職分・佐藤家の

12代目）。能楽の普及活動を行っている仙台喜章会との御縁によって、この

ような特別講義が実現した。

　佐藤師の特別講義では、たいへん貴重な装束や能面などをお持ちいただき、

それらをどのようなプロセスで着付けていくか、能面をつけたらどうなるか、

学生をモデルにしたかたちで解説・実演していただいている。また、佐藤師

のご指導のもと、受講者全員で謡の稽古にも挑戦し、最後には会場からの

様々な疑問・質問に答えていただくコーナーもある。1コマで実施する内容

としてはかなり盛り沢山なプログラムである。

　この特別講義は「日本文化史」の一環として行われているが、当日は受講

者以外の一般学生も参加可能とし（学科・学年不問）、普通教室の中では比

較的収容力のある階段教室（200人程度）を利用している。普通教室で実施

するメリットとしては、大学講堂（1200人収容）で行ってきた学科企画とは

異なり、参加者と舞台（教壇）の距離が近いということ。かつ、講師の年齢

が学生と近いということもあって（佐藤師はまだ20代）、会場に親密感や一

体感が感じられること。また、学生たちの疑問・質問・聞きたいこと（能楽

師としての生い立ちや日常生活など、普段なかなか聞けないこと）をあらか

じめリサーチしておいて講師に答えていただくコーナーもあるため、受講者

が「自分たちも参加している」という実感を持ちやすいことがあげられる。

　特別講義に関する受講者の感想を見ると、「能に対する知的な興味」と

「能楽師という職業への興味」また「役者個人への興味」などが相まって、

これから実際に能の公演を観に行くことへの不安感や抵抗感が薄れ、むしろ

興味、楽しみ、期待感が高まっていることがわかる。
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ムに変化が起き、新たな視野、新たな視界を獲得することができるようにな

る。体験学習にはそういった効果が期待されている。

　そういう意味でも、「百聞」と「一見」からなる学習過
プログラム

程は、どちらが重

要というよりも、両者補いあうことによって教育効果が高まり、他人の言葉

でしかなかった「たんなる知識」を自分のものにする（自分の言葉にする）

ための有効な手立てであると考えられる。

・この講義で一番いいのは、机上で学んだことに関して実際の体験の場

（観劇など）が与えられるところです。私は教師を目指しているので、

実際に体験することの大切さ、そのための事前学習の大切さを実感しま

した。

・文化史を受講して、やはり百聞は一見に如かずだと思いました。授業で

いくら知識を高めても、雰囲気や視覚的・聴覚的な感覚は分からないか

らです。しかしながら、知識もないと楽しめない、分からないというこ

ともこの授業で学びました。どちらが良い悪いではなく、両立させてこ

そ初めて知識が経験となって自分の中に吸収されていくのだと思いまし

た。

　さらにいえば、「百（聞）」と「一（見）」、この量的なバランスと先後関係

もかなり重要なのではないかと思われる。いまこれをつぶさに論証している

暇はないが、長年の経験から言うと、教育的な効果としては「百聞」すなわ

ち知識量が「一見」の実質（密度あるいは強度）に影響し、その価値を左右

すると考えられる。

　「日本文化史」は以上のような観点から、講義（聞くこと）と映像（見る

こと）、そして実際の観劇体験（体感すること）などによる相乗効果を狙っ

た学習過程がデザインされている。これを図式化すると、

というようなかたちになる。

　要するに、「日本文化史」では視聴覚資料を活用した日々の学びと、それ

ぞれのジャンルごとに年に一度の特別な体験（観劇）とを適切に配置し、丁

講 義 × 映 像〔間接体験〕

【 通常講義 】

× 観 劇〔直接体験〕

【 特別企画 】

（百聞） （一見）

（百聞） （一見）
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「知識（原因）→興味・関心・意欲（結果）」の因果モデルを提唱してい

る。岩城（1998）も「知識の獲得が先行してこそ、学習内容に対する興

味・関心・意欲が育まれる」と指摘し、学習内容に対する興味・関心・

意欲を引き起こすには、知識の獲得が先行すべきであるという考え方を

示している。

　先述の通り、古典文学や古典芸能、あるいは時代的に相当隔たりのある歴

史的な事項や地理的に遠い国々の話題など、学習者にとって時間的・空間

的・心理的に「身近でない」ものほど、ある程度知識がないと「わかる」よ

うにならないし、わからなければつまらない思いをし、学ぶ意欲を失わせる

可能性が高い。その意味において、麻柄・岩城・黒岩らが指摘するように、

知識が学びに対する興味や関心を牽引する、といってよいのではないかと思

われる。

　だがしかし、「ことば」あるいは「知識」だけではとうてい不十分であり、

机上の学問として「知っている」「聞いたことがある」というのは、たいて

い「わかったつもり」になっていることが多く、それだけでは「先入観の

壁」は破れない。むしろ、それじたいが新たな「先入観の壁」を作ってしま

うことになりかねない。

　「たんなる知識」とは、結局「他人の言葉」である。いつかどこかで誰か

が作り出し、人づてに伝えられた「間接・伝聞の言語」である。教育現場で

いえば、それは「教科書の言葉」であり、「試験のための言葉」である。そ

うした、断片的でよそよそしい「他
ひ と ご と

人事（言）」に温かい血を通わせ、これ

を「自分のもの」にする（消化・吸収・統合する）ためには、どこかでその

間接性を直接性に転化し、発展させる契機が必要になる。

　昨今、教育現場において体験学習が重視されるのはそのためである。教室

で学んできた事柄も、実際にその目で見て、聞いて、何かしら心が動かさ

れて、はじめて「自分のもの」になる（そういう可能性が開ける）。断片的

な「点」でしかなかった知識が「線」になり、「面」になる（知識の体系化

と総合化、一つのまとまりをもった知識）。あるいは、自分と無縁・無関係

だと思っていた過去や歴史やさまざまな営みが受講者自身の「いま」とつな

がる。それまで縁もゆかりもない「他人の言葉」でしかなかったものが「自

分の言葉」に変わり、「他人」と「自分」がつながる。そうなってはじめて、

「知る」は「わかる」に発展し、その到達感や達成感のなかで知識のフレー
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形茂兵衛）が舞台中央に立つ中、花びらが降ってくるところで泣きそう

になりました。

・初めての能。やはり映像と生では、迫力がまるで違いました。引き込ま

れるような不思議な感覚でした。能面をつけると役者が消えてしまうよ

うな感覚も体感しました。またぜひ観に行きたいです。

　学生たちが言うように、やはり「映像」と「生」は違うのである。そして

また、本物に直に接する体験は、それが貴重・特別（非日常）なものである

だけに、普段の講義や映像資料ではとうてい届かないところ（心の深奥）に

まで到達する力を持っていることがわかる。まさに「百聞は一見に如かず」

である。

　とはいうものの、学習・教育活動において、「百聞」（講義・知識・概念

等）と「一見」（経験・体験・具体の直接知覚等）は、必ずしもその優劣を

比べるべきものではない。まして二者択一はありえない。物の見え方は単な

る視力の問題ではなく、物を見る「枠組み」に大きく左右される＊５という

ことはよく知られた事実であり、必ずしも「見ればわかる」というような単

純なことがらではない。現実にはある程度の知識がなければ見ても見えない

し、わからない。わからなければ面白くない。そして面白くなければ理解し

ようとする意欲も低下する。したがって、「見る」ためには、あるいは「見

て、わかる」ためには、ある程度の知識は必要不可欠なのである。

　この点について、たとえば黒岩督と仲谷博視は二つの学習モデルを紹介し

ている。＊６

　学習活動を活性化し、方向づけていく上で、学習課題に対する興味・

関心・意欲などのいわゆる情意的要因の重要性は頻繁に指摘されている。

その背景には、学習への興味・関心・意欲を喚起させることが、学習者

の自主的・自発的学習活動を促し、知識の定着を強めるという考え方が

認められる。習得すべき知識に対して学習者が興味・関心・意欲を持つ

ような授業者の働きかけが、学習への動機づけを高め、その結果として

有効な学習活動が展開され、知識が定着していくという考え方である。

そこでは、学習のモデルとして「興味・関心・意欲（原因）→知識（結

果）」の因果関係が想定されている。

　これに対し、麻柄（1999）は「あることがわかると、そこからさまざ

まな疑問や興味・関心が生まれるし、意欲的な活動が始まる」として、

（102）
－69－



手床に座を占める太夫・三味線を見たり、またある時は近年地方公演にも導

入された電光掲示板（Ｇ・マーク＝字幕）にも時々目を走らせたりしながら、

より注意深く、より楽しく、舞台を見、また物語の世界に入り込むことがで

きる。こうしてみると、生の舞台に接して得られる理解や共感、感動体験は、

事前学習を含む一連の学習活動の成果であり、日々の学びの積み重ねという

べきなのである。

　以下、文楽観劇後の感想をいくつか紹介しておく。

・文楽、初めて見ましたが、想像以上に分かりやすく、楽しめました。人

形も太夫も三味線もすごい迫力で、話の内容を知っているのに思わず涙

が…

・人形浄瑠璃、面白かったです。絶対泣くもんか！とがんばっていたのに、

松王丸が泣き出したときはこっちも泣いていました。

・ビデオではそこまで感じなかったのに、本物を見てとても感動しました。

やはり本物を生で見るというのはすごいと思いました。

・文楽とてもよかったです。やっぱり内容が分かって、自分がその世界に

入り込めるっていいですね。

・最初は黒衣が多くて気になりましたが、話が進むにつれ、そんなことが

全く気にならなくなるほど入り込めました。

　実をいうと、学生たちにとって一番認知度の低い古典芸能は文楽であった。

一番「よく知らない」ものは、彼女たちにとって一番「遠い」存在だったは

ずなのである。だが、その文楽を実際に観て、初心者である自分たちでも

「わかった」。それどころか「感動した（感動することができた）」「泣けた」

というのは、当事者にとって予想をはるかに上回る「大発見」だったのでは

なかろうか。

　ついでながら、歌舞伎や能を見に行った時の感想も紹介しておこう。

・歌舞伎はビデオで見るより生で観る方がずっとおもしろかった。猿之助、

中車がつくりあげる舞台は、笑える部分、思わず息をのむ部分、いろん

な要素があって夢中になった。

・舞台は、映像で見るのと、実際に見るのとでは空気感が全く違うのだと

感じました。

・初めての歌舞伎に感動しました。特に最後のシーン、茂兵衛（引用者注

…市川中車こと香川照之の演じる長谷川伸『一本刀土俵入』の主人公駒
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の具体的な演目やあらすじ、見どころ、出演者などについても事前にレク

チャーを行う。映像資料がある場合は、そういうもの（舞台の一部あるいは

独自に編集したダイジェスト版）をあらかじめ見せておく。また、観劇後は

観劇後で、学生たちから様々な疑問・質問が出てくるので、それにていねい

に答える。受講生が実地でよりよく学ぶためには、あるいは劇場に行ってよ

かった、観てよかったと思うためには、こうした事前・事後指導は必要不可

欠である。

　これから観に行く舞台の映像をあらかじめ見せておくのは、学生たちに

「安心感」を与えるためである。学生たちは生まれて初めての古典芸能観劇

を楽しみにしつつ、同時に、見てもわからないのではないか、理解できない

のではないか…という不安を抱えている。ファーストコンタクトにはいつも

こうした不安がつきものである。だが、あらかじめ解説を施し、映像を視聴

することでそうした不安が払拭されると、心理的なハードルがぐっと下がり、

逆に期待感が高まっていく。

　たとえば、2014年度秋の文楽公演に際し、その直前対策講座として『菅原

伝授手習鑑』「寺子屋の段」を取り上げた。以下はその時（10月1日）の感

想・コメントである。

・ダイジェストだけでも鳥肌が立ちました。

・初めてきちんと見ましたが、意外にも（笑）面白かった。金曜日が楽し

みです！

・人形とは思えないほど表情豊かで驚きました。文楽、楽しみです。

・松王丸に感動しました。見るのが楽しみです。

・衣装、髪型、ひとつひとつに意味があるんですね。鑑賞のポイントを教

えていただいて、実際に見るのが楽しみになりました。

　こうしたコメントを読むと、大勢の学生が事前学習によって期待感を高め

ている様子がうかがえる。

　もっとも、こうした事前学習を実施して映像などをあらかじめ見ていて

も、それによって舞台を「初めて見る」ことの新鮮さや感動が損なわれるこ

とはない。なぜなら、映像と実物（生の舞台）はまったく別物、あるいは別

次元の体験だからである。そして、事前に映像を見ながら解説を施しておく

と、学生たちは筋（ストーリー）を追うことに汲々とせず、たとえば文楽で

あれば、ある時は舞台正面の人形を見たり、人形遣いを見たり、あるいは上
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れが近年では、文楽も隔年から毎年の開催になり（於電力ホール）、能・狂

言も５月の仙台青葉能（於電力ホール）以外に市民会館や青年文化センター、

あるいは2011年に出来た若林区卸町の能‐BOXなど、方々の会場で年に何度

も上演されるようになった。

　以前に比べたら、仙台における古典芸能上演／観劇環境は各段に充実し、

豊かになったと言ってよい。とはいえ学生たちは、あるいは学生に限らず、

そもそもそういうものに興味を持たない人たちは、誰かに誘われたとか、出

演者に興味があるとか、何らかの理由・きっかけ・動機がなければ、どんな

に近くで公演が行われようが、どんなに料金が安かろうが、わざわざ観に

行ったりはしない。だからこそ「日本文化史」では、希望者（受講者の自由

意志）ではなく、原則受講者全員を講義の一環として観劇に連れ出すことにし

ている。＊４

　この「講義の一環として」というのがまた大事なところで、普通なら主体

性や自発性を欠いたネガティブな「やらされ感」（「～させられる」「～させ

られている」という“被・使役”感）によって学びの意欲が減退しそうなと

ころだが、「日本文化史」では、学生たちは口々に、これまで関心はあって

も自分から足を運ぶ「勇気」のなかった古典芸能の舞台に「講義の一環とし

て」行けてよかったと述べている。つまりここでは、「講義の一環」である

ことが学生たちの背中を押すきっかけになっているのである。

　なぜか。まず第一に、受講者たちが（非常に積極的な者から消極的な者ま

でそれなりの幅はあるが）古典芸能にまったく興味がないわけではない
4 4 4 4 4 4

から

である。というより、そもそも興味のない者やお金を払ってまで観劇に行く

気のない者は「日本文化史」を受講しないからである。第二に、あらかじめ

講義を受け、その上で観劇することによって、「講義の一環としての観劇」

に内容と実質が備わり、両者の間にきちんと相関性のあることが了解されて

いるからである。

　本物を「見る」ことはとても重要だし、それによって得るものも大きい。

だがしかし、ただ「見せる」だけでは教育効果として十分とはいえない。そ

こには講義による入念な下地作りや観劇後のフォローやアフターケアが欠か

せない。

　能であれ、歌舞伎であれ、「日本文化史」で実際に舞台を観に行く場合、

学生たちはすでにある程度古典芸能について学んでいる。その上で、当日
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よう、毎年授業内容や授業方法の見直しを行なってきた。

　ここにいう「先入観の壁」は、必ずしも「誤解」ではないが、対象をよく

知らないままにあらかじめ強固に築かれてしまった目に見えない「壁」であ

る。はっきりと目に見える形で意識的に「教えた／教わった」ものでない
4 4 4

、

無意識のうちに刷り込まれたものを打破するのは、誰であれ容易なことでは

ない。むしろ、人生経験も少なく、学びのフィールドも、世代間交流の機会

も限られている若年世代ほど「先入観の壁」に囚われやすいところがある。

よく年をとると頭が固くなるというが、年が若いから考え方も柔軟だ、とは

一概に言えないのである。

　そこで筆者は、伝統文化を一種の「異文化」と捉える。日本の伝統文化だ

からといって、「分かって当たり前」「知っているのが当然」という前提に立

たない。学生たちに（あるいは一般社会人も含めて）「わからない」「関係な

い」「過去の遺物」と思われているような歴史や伝統文化について学ぶこと

は、もはや一種の「異文化理解」である。むしろそうしたアプローチを取る

ことによって、伝統文化も新たな照明のもとで輝きを取り戻すのではないか

と考える。

　上記のような立場に立った時、先に述べたような「先入観の壁」を突破す

る有力なツールとなりうるのは、トピックス（講義内容）の具体例としての

画像・映像・視聴覚資料である。

　これはどのような分野にも言えることかと思うが、一番いいのはやはり

「具体」に触れること、そしてできれば「本物」に触れることである。とり

わけ「本物」の持つ力は人の心を動かす。心が動けば自ずと興味・関心を持

ち、自ら学ぼうという姿勢が生まれてくる。とはいえ、毎回「本物」を扱う

こと（見たり聴いたり、直に話を聞くこと）は困難なので、ふだんは視聴覚

資料を用いて授業を構成することになる。だが、それでも、そういうものす

ら見たことがない学生たちにとっては、すべてが「未知との遭遇」であり、

毎回が発見の連続である。ある学生の言葉を借りれば「毎回目からウロコの

連続で、もう目から他のものが出てきそう」＊２なほど「驚きと感動」に満ち

た日々の学習活動があって、その延長線上に「生の舞台」を持ってくる。そ

こが重要である。

　かつて、仙台で学生たちが毎年手軽な料金で見ることのできる古典芸能の

「本物」は、宮城県民会館で上演される「公文協歌舞伎」＊３だけだった。そ
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自分たちには「わからない」「関係ない」「過去の遺物」として、あらかじめ

ブロックしてしまう傾向がある。

　事は日本文学科の学生たちであっても同様であり、日本文学科を選んだ

からと言って、皆が皆、必ずしも古典が好きなわけでも得意なわけでもな

い。むしろ古文や日本史（歴史）に対してある種の先入観や苦手意識を抱い

て進学してくる学生のほうが多い。それはおそらく、教科としての「古文」

や「日本史」が「考える力」を要求される科目ではなく、どちらかといえば

「暗記科目」と思われているからであろう。

　にもかかわらず、日本文学科では例年一定数、それもかなり多くの学生が

「日本文化史」を受講する。受講の動機・理由は様々だろうが（単位、時間

割、内容、教員…等々）、筆者にとっても、学生たちにとっても、また学び

の対象である伝統文化の側にとっても、これはたいへん貴重な「出会い」で

あり、大きなチャンスである。

（２）「日本文化史」の取り組みと講義の組み立て および 学習過程に関する

基本的な考え方

　筆者はこれまで、日本文学科の学生たちに古典文学や伝統文化の豊かさや

奥深さ、あるいは古典の持っている「新しさ」に気付いてもらいたいとの思

いから、毎回回収されるレスポンスカードや学期末・学年末の感想等をもと

に、講義・演習・実習等、担当科目において様々な工夫を凝らしてきた。

　「身体表現研究」における古典の教材化もその一つである。同科目はしか

し実習科目であるところから、知識の習得を主たる目標としたような、いわ

ゆる「お勉強」はさておき、まずは身をもって演じる（聞き慣れない「他

者」の言葉＝古語・古文・芸能の言葉に身を委ねてみる）ことによって、ダ

イレクトに「古典に親しむ」というアプローチをとっている。

　これに対して、大学らしい「知的な学び」「専門的な学び」を担うのが講

義科目の「日本文化史」である。だがこれも、知識の習得や理解を目標にし

つつ、ただたんに教科書を読むような（あるいは教科書を読めばわかるよ

うな）、いわば「ことばでことばを説明する」辞書的な授業ではなく（むろ

んそういう「解説」的な作業も時には必要だが、必ずしもそれだけでなく）、

実際に対象を見て、聴いて、可能な限り五感で感じることによって学生たち

が自ら「先入観の壁」に気付き、これを乗り越え、新たな視界を獲得できる
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堂、協力：畠山大二郎）

2013年「万葉びとになる～天平装束着衣実演講座」（5・25、大学講堂、

協力：上野誠）

　上記のような参加・体験型のイベントは、学問の性質上どうしても「座

学」のイメージが強い日本文学科にあって特筆すべき主要な取り組みの一つ

だが、学科の在籍者全員を対象とする大がかりな企画でもあり、多額の予算

と多大な労力（数年先を見越した出演交渉等を含む）を必要とするため、必

ずしも毎年開催できるわけではない。

　他方、正課の通常カリキュラムでは、筆者が担当する２年次専門科目「日

本文化史」において、多くの学生が能・狂言、歌舞伎、文楽等、日本が世界

に誇る三大古典芸能を中心に、その歴史と現在を通時的、体系的に学んでい

る。また、同じく２年次の「身体表現研究」でも歌舞伎の「外郎売」や「白

浪五人男」、あるいは狂言の「蝸牛」「柿山伏」などを独自に教材化（台本

化）、必ずしも古典としての型や演出にとらわれず、学生たちの自由な発想・

創意・工夫・アイデアによってこれらに挑戦する取り組みを行なっている。

　「日本文化史」は現在選択科目だが、例年対象学年の８割前後（およそ90

～ 100名程度）が履修する、比較的人数の多い科目である。＊１受講者の大半

は能や歌舞伎について「日本史」「国語」あるいは「音楽」等、これまで受

けてきた中等教育の範囲で一通り習ってきているはずで、少なくとも「能」

「歌舞伎」「文楽」といった「ことば」は最低限知っている。だが、知ってい

るのは｢名前｣だけであって、実際に観たことがある者は少ない。というより、

ほとんどいない。全く「知識」がないわけではないが、それがどのようなも

のか、たいていの学生は実際に見たことも聞いたこともない。ごくまれに高

校時代に「見たことがある」という学生がいても、それはほとんど何の準備

もなく「見せられた」のであって、ただたんに「見た」というにとどまる。

　要するに、幼少期から大学まで「学校」が生活のほとんどを占めている若

年世代にとっては、日本の伝統文化に対して「知識」（教科書の「ことば」、

試験のために暗記を要求される「ことば」）以外の接点がほとんどない、と

いうのが現状であり、この点については全国各地、地域差はないと思われる。

　それでいて、あるいはそれゆえに、若年世代ほど伝統的なもの、歴史的な

もの、古典的なものを「難しい」「堅苦しい」「年寄りの好むもの」とみなし、
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宮城学院女子大学学芸学部日本文学科2014年度教育実践報告

参加･体験型学習を取り入れた伝統文化教育プログラムの研究

深　澤　昌　夫

はじめに

　本学学芸学部日本文学科では2014年度宮城学院女子大学特別研究助成・教

育推進研究費の助成を得て「参加・体験型学習を取り入れた伝統文化教育プ

ログラム」を実施した。本プログラムに関する簡略な報告書はすでに大学ウ

エブサイトに掲載済みだが、本稿は実施に至る経緯や背景、基本的な考え方、

また実施後の参加者へのアンケート調査等を含む詳細な教育実践報告である。

１．これまでの経緯と背景

（１）日本文学科の取り組み

　日本文学科では1999年に大学・短大設置50周年記念行事として「歌舞伎を

10倍楽しむ方法」を実施して以来、折に触れて日本の伝統文化をテーマとす

る参加・体験型イベントを開催してきた。

1999年「歌舞伎を10倍楽しむ方法」（10・21、大学講堂、協力：舞台創

造研究所、出演：中村小山三ほか中村屋一門）

2001年「平安朝を“着る”」（10・31、大学講堂、協力：有職文化研究

所）

2003年「狂言でござる」（6・3、大学講堂、協力：万作の会、出演：石

田幸雄ほか和泉流野村家一門）

2004年「歌舞伎ワークショップ～お江戸でござる」（11・18、大学講堂、

協力：舞台創造研究所、出演：花柳貴答ほか）

2009年「平家物語～語り芝居と琵琶による」（11・12、大学講堂、協力：

まほろばの会、出演：岡橋和彦・岩佐鶴丈ほか）

2010年「にちぶん東方落語寄席」（11・11、大学講堂、出演：川野目亭

南天ほか）

2012年「『源氏物語』を着る～平安装束着衣実演講座」（10・31、大学講
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注
1 http://www.tjf.or.jp/meyasu/support/charange/mycharange/japanese/

post-7.html

参考文献

国際文化フォーラム（2013）『外国語学習のめやす　高等学校の中国語と韓

国語教育からの提言』

澤邉裕子・安井朱美（2011）「外国人留学生と日本人学生間における協働プ

ロジェクトワーク : 4年間の実践を踏まえての今後の課題」『日本文学

ノート』46, 294-274.

若月祥子・大塚薫（2012）「読み手を意識した作文授業の試み―日本人学

生を遠隔チューターとして―」　『日本学報』93輯, 43-52.
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結びついていったのではないかと思われる。Ｋクラスの作品であり、Ｊクラ

スの学生へのプレゼントでもあるソウルツアーのパンフレットの完成版はＪ

クラスの学生たちが送ったフィードバックが十分に生かされたものとなって

いた。協働で物事を成し遂げることは時間の使い方も含め、さまざまな工夫

を必要とするが、タスクを成し遂げた際にはグループダイナミクスを実感し、

協働で活動する力の必要性や重要性を理解できるようになっていくのではな

いだろうか。今回の交流学習ではその可能性を見出すことができたのではな

いかと考える。

　これらの意義を「学習のめやす」の持つキーワード「わかる」「できる」

「つながる」という観点から考えてみたい。まず、Ｊクラスの学生たちの学

びはＫクラスの学生たちと「つながる」ということから出発している。実際

に交流を行うという経験がなければ学習者について、日本語について、自身

の課題について「わかる」ことも「できる」こともなかったのである。まず

この両者がつながって、様々なタスクを遂行しながら日本語について、学習

者について知識を得、さらにそれらの知識を活用しながらフィードバックを

考え、それを伝えることが「できる」ようになっていった。さらに、知識や

技量がまだ足りないために「まだ十分にできていない」という点、つまり自

分の限界点や今後の課題についても「わかる」という循環になっていたので

はないかと考える。「まだ十分にできていない」ことが「わかる」というこ

とも、重要な学びの一つであると考えるが、日本語学習者と直接「つなが

る」という交流学習だからこそ、そうした学びが実現したのではないかと思

われる。

　以上、日本語教員養成課程の履修生と海外の日本語学習者間における交流

学習の一つの事例を紹介し、特に本稿では日本語教員養成課程の学生の学び

を中心に報告した。日本語学習者側の学びの内容に関しては別稿にて報告す

ることとする。今後、海外の日本語学習者との交流学習の実践の他、国内の

留学生との交流学習の実践も行い、「学習のめやす」が日本語学習者と日本

語教員養成課程の履修生との間で行われる交流学習のデザインにどのように

活用できるか、また、交流学習のデザインによって学びの内容が変わってく

るかどうか、評価の在り方についても詳しく検討をしていきたいと考える。
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今回、交流学習に参加した学生たちは普段ほとんど外国人と接する機会が

なく、日本語学習者との交流が初めてだという学生が多かった。このため、

SNSやスカイプ、メールを通して海外の日本語学習者と知り合いになれ、一

定期間交流活動ができたことは日本語学習者のリアルを知るという面で大き

な意味があったと思われる。事後の質問紙調査の結果からも、日本語学習者

について新たな学びがあったという回答が多く見られている。また、交流活

動は楽しいものであったと大部分の学生たちが振り返っているが、日本語学

習者と通じ合うコミュニケーションのあり方、フィードバックの仕方につい

ては答えがない中、多くの学生たちがその内容と方法について模索している

姿もうかがえた。それは異文化コミュニケーションの持つ楽しさ、難しさの

両面をこの遠隔的な交流学習を通しても学生たちが実感し、体験できたこと

を表すものであろう。

２）自己の発見、日本語の発見

　日本語教員養成課程で学ぶ学生たちにとって、今回の交流学習は日本語を

外国語（今回は韓国語）と対照させながら客観的に捉えることのできる体験

になったものと思われる。日本語学習者が日本語を使っていく上でどのよう

な点が難しいのか、誤りやすいのか、どのような説明を求めているのかを具

体的に知り、日本語を改めて見つめ直す機会を得、それはさらに自分の知識

や説明能力の限界点を知ることにも繋がった。日本語母語話者としての自分

の現在の限界を見つめ、これからの課題を自ら見出していくことができたこ

とは、本交流学習がもたらした意義の一つだと言えるだろう。

３）協働で活動する力の育成

　今回の交流学習では日本語学習者がパンフレットを作成するという活動の

過程に携わり、日本人学生同士もグループでフィードバックをともに考え、

Ｋクラスの学生たちにそれらを伝え、意見交換しながら一つの作品を作り上

げていった。短時間で行われたこともあり、グループのメンバーが集まって

アイデアを出したり、実際に何かを作る作業をしたりすることは容易ではな

かったと思われる。しかし、そうした限られた時間内でも最善を尽くし、よ

り良い成果物の完成のために努力した様子が見られた。そうして努力した結

果は、Ｋクラスの学生たちにも伝わり、より魅力的なパンフレットの完成に
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　また、学習者の文化について知ることの大切さについて触れるコメントも

見られた。「韓国の学生さんが日本について学んでいるのに自分は韓国のこ

とをあまり知らないと感じたので、これから自分の国だけでなく、韓国や他

の国のことも学んでいこうと思った」、「韓国の文化についてもちょっと学ば

ないと、自分たちのツアープランなのに想像できない部分とかあったらアド

バイスもできないと思ったので、文化もちゃんと理解しないといけないと

思った」のようなコメントがその例である。学習者の文化や言語に関心を持

ち、学ぶことを通して学習者理解は深まり、それは直接的間接的に授業に影

響を与えるものと考えられる。

（6）交流学習を行うためのスケジュールの問題

　交流学習を行う上で最も大変だった点として多く挙げられたのはスケ

ジュールに関するものだった。「ペアでということもあったかもしれないが、

なかなか時間もとれず、内容的に十分なものができなかった」、「添削などは

グループでレベルが全然違うので、提出期限にもうちょっと余裕があればう

れしかった」、「締め切りに余裕がほしい。グループで話し合う課題のために

時間が合わなかった」などのコメントが寄せられた。スケジュールが厳しく

なってしまった背景には、韓国と日本の大学で学期が始まる時期が1か月ず

れているということがある。韓国は三月に新学期が始まり、六月には授業が

終わる。日本の大学の開始は四月であるため、四月～六月という時期で行わ

れたが、韓国の中間試験や期末試験の時期、日本の五月の連休の時期を考慮

するとすべての期間使えるわけではなかった。このため、原稿を書いたり

フィードバックを書いたりする時間は最低限のものとなり、時間をかけて

じっくり作業に取り掛かることが難しかったと考えられる。時期に関しては

物理的な問題としてなかなか解決は難しいが、作業のスケジュールにもう少

し余裕が与えられるよう配慮することも、交流学習のデザインにあたっては

必要なことである。

６．交流学習の意義とまとめ

　本交流学習は日本語教員養成課程で学ぶ日本人学生にとって次のような意

義を持っていたと考えられる。

１）日本語学習者とのリアルな出会い
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言葉などを知ることができた」、「自分の外国語学習をまた違った視点からと

らえられた気がした」、「（学習者が）日本語を間違うことを怖がっていない

という印象を受けた」等のコメントからそのような学びがうかがえる。交流

学習は教室での教壇実習とは全く異なる形態の、日本語学習サポート活動で

あったが、Ｊクラスの学生たちにとっては大きな「実践」の場になっていた

ことがうかがえる。それは、日本語／外国語学習とはどのようなものか、学

習のためにどんなことが必要なのか、について考える機会を与えてくれたよ

うである。

（5）日本語を教えるために必要なこと

　多くの学生が「日本語を日本語で教えることの難しさを実感した」と振

り返っている。特に、自分自身の課題として挙げられたのは説明する能力

を身に付けることである。「添削箇所で間違いではないが不自然で何かが違

う、というところがいくつかあり、そこをどのように説明して直したらよい

のかをうまく説明できなかった」のように、Ｋクラスの学生に対してどのよ

うな文で説明をしていったらよく伝わるか悩んだという学生の声が多かっ

た。「もらったパンフレットで直ってなかった部分が何箇所かあって、もし

かしたらわかりづらくてそのままにしていたんじゃないかっていう点もあっ

たので、教え方とか伝える力がもっと頑張らなきゃいけないと思った」とい

うコメントにもあるように、パンフレットが完成し、それが手に届いて読ん

でみると自分たちが送ったフィードバックが反映されていないというケース

もあったようだ。そのため難しい言葉の使い方をわかりやすく伝える方法や、

学習者の誤用の原因がわかり、簡単な日本語で説明する力を身につけたいと

いう声が目立った。目の前に学習者がいれば、書き手の意図するところを確

認し、話し合いながら書きたい文章に近づけていくことができる。しかし、

今回のような交流学習では物理的にそれができないために、フィードバック

を文章で届けることしかできなかった。そのためＪクラス、Ｋクラス双方の

学生たちにとって、フィードバックを書くことやそれを受け取り理解するこ

とに困難が生じたのではないかと推察する。日本語についての知識を深め、

また、それをわかりやすく伝える力は日本語教師にとって不可欠な能力であ

るが、フィードバックの与え方については交流学習のデザイン次第でもっと

相手に伝わりやすくなる可能性もある。これは今後の課題としたい。
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を与え、「韓国の学生が一生懸命取り組んでいたので、私も感化されて、精

一杯取り組むことができた」等、さらに積極的に交流学習に取むようになっ

たというコメントが複数見られた。そうした学生たちは日本語のフィード

バックを行う際に、韓国語についても図書館で調べ、より良いフィードバッ

クができるように努力したという。そのような自分自身の取り組み方につい

て、この活動は「相手だけでなく、自分のためになる活動」だと振り返って

いる。

（3）協働での作業を通した学び

　本交流学習はＪクラスの学生二人がペアになり、Ｋクラスの学生4人とグ

ループになってパンフレット完成まで協働しながらの作業であった。Ｊクラ

スの学生の作業は主に、スカイプセッションのための資料作成、Ｋクラスの

学生から送られてきたパンフレットの草稿についてフィードバックを書く、

というものだったが、これらの作業を二人でだからこそ効果的に行うこと

ができたというコメントもあった。「ペアの人と協力してできたので、ペア

ワークの良さを感じた」、「一人の知識だと足りない部分があって、ペアワー

クしたからこそ、補えた。二人でいろいろ頭を悩ませながら、でも最大限の

フィードバックができた」等のコメントにそのような状況が見てとれる。ペ

アでの協働作業に関しては自分の得意分野を生かし、足りない部分をもう一

人に補ってもらえる強みがあると思われるが、その利点について学生が実感

を持ってとらえることができたことは、日本語教育の現場における協働学習

デザインをする際にも生かされると思われる。

（4）日本語・外国語学習についての学び

　日本語教育について学んでいるＪクラスの学生たちにとって、本交流学習

は日本語学習者が使用する日本語に直に触れ、客観的に日本語について気づ

きを得たり、外国語について学んだりする機会にもなったようだ。「教科書

の会話のような会話ではなく、スカイプで間の取り方やイントネーションを

感じることができたこともよかった」、「‘日本語を教える’とは言えないま

でも、‘アドバイスする’という体験ができてよかった。日本語や言語につ

いて再考する良い機会となった」、「日本語学習者の言葉の誤りを実際のやり

とりで感じることができた。韓国独特の言葉や聞きなれないが韓国語と同じ
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複数見られた。交流の中で日本語での意思疎通が円滑にできそうだと考えた

ことも不安解消に繋がっていったのかもしれない。

　さらに、日韓関係の複雑さから交流学習が最初は不安だったと述べるコメ

ントもあった。例えば「日韓関係などを考えると日本のことを学んでくれて

いるとはいえ、日本をどう思っているか」不安だったと述べる学生もいた。

しかし「実際に連絡を取り合ったり、スカイプをしたりしてみて、韓国の学

生さんも日本の学生と変わりないなと感じた」という。スカイプで休日の過

ごし方について尋ねたときに、自分たちと同じように買い物をしたり友達に

会ったりしているという答えをもらい、自分たちとの共通点を感じたと話す。

共通点に気づくことは学生間の心理的距離感を縮め、交流学習を円滑に進め

る上で大切な点だったのではないかと思われる。

（2）交流の楽しさ

　最も多かったのが、交流の楽しさに関するコメントであった。「外国人の

方々と交流を持てたことが何より嬉しかった。メールやスカイプで会話をし

たことでより近い友達になれたようで楽しかった」、「韓国の学生さんという、

同世代の方と交流できる機会を持つことができてよかった。先生を介した交

流だけでなく、メール、LINE、スカイプなどのツールを駆使した交流は実に

画期的であると感じた」、「こんなに外国人の人と親密にかかわったのは初め

てだったので、いい経験になった」等のコメントがその例である。普段外国

人や日本語学習者との接点が少ない、あるいはまったくないＪクラスの学生

にとって、本交流学習は外国人日本語学習者との関係性を深める貴重な機会

になったようだ。

　交流の楽しさを支えたのは、言うまでもなくＫクラスの学生の存在である。

まず、多くの学生が韓国で日本語を学んでくれているということについて、

好感を持ったと話している。「日本語だけでなく、日本の時事や昔の文学な

ど様々なことを学んでいて、大変だが楽しいという話を聞き、本当に日本の

ことを知りたいと思ってくれているのだと感じ、とてもうれしい気持ちに

なった」、「日本語を意欲的に学習する姿が見られて、韓国という国自体にも

好感が持てた」、「約2か月間、私たちのために時間を割いてくれたことがす

ごくうれしく感じた」等のコメントがその例として挙げられる。韓国の学生

たちの学習に対する意欲的な姿勢はＪクラスの学生たちの取り組みにも影響
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際にとても役に立つものになったと考えていたことがわかる。また、グルー

プのメンバーと協力して一生懸命取り組んだと自己評価している学生が多く

存在している。学習者にとって有用なフィードバックになったかどうかの振

り返りについては、全ての学生が「そう思う」と回答しており、パンフレッ

トの完成版を見て、自分たちが果たした役割について肯定的に捉えることが

できているようであった。

５．２　自由記述欄のコメント及びインタビュー結果から

　振り返りのアンケートの自由記述欄の記載内容及び、インタビューの文字

化資料をもとに、内容分析を行った。その結果をカテゴリー化して示すこと

としたい。

（1）不安から安心へ

　交流学習を始める前、わくわくとした期待感を持っていたと語る学生もい

るが、多くの学生は期待よりも不安のほうが大きかったと語っている。「正

直に言うと、不安しかなかった」と語る学生は、一年前に学んだ日本語教育

の基礎的な内容を忘れつつある中で、きちんと役に立つことができるか、不

安しかなかったという。しかし、交流学習を始める中でその不安がだんだん

小さくなり、「もしかして役に立ってるかもなっていう気持ちもちょっとず

つ大きくなって、最後作ってもらったの（パンフレット）を見て、すごくよ

かったな、うれしかったっていう気持ちが不安より大きくなって、達成感が

あった」と振り返る。日本語教員養成課程で学ぶＪクラスの学生が日本語を

学ぶＫクラスの学生に対し日本語のサポートをしていくという形の交流学習

であったことから、日本語のフィードバックをすることの責任を感じ、自分

自身の力量と照らし合わせながら不安を感じていた学生が少なからずいたよ

うである。自分がＫクラスの学生に対して書いたフィードバックのコメント

がきちんと役立つものになっているか、については交流学習を進める中で消

えることはなかったであろうが、不安が徐々に小さくなっていったというの

は自分のフィードバックがＫクラスの学生が書いた次の原稿などにきちんと

生かされていたからであろう。

　また、「初めてメールが来た時に、思った以上に日本語が上手で驚いた」

のように、Ｋクラスの学生の日本語能力の高さについてコメントする学生も
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表３　プロジェクト後のアンケート結果（Ｎ＝16）　＊（　　）内は%

質問項目

全然そ
う思わ
ない　
１ ２ ３ ４

とても
そう思
う　　
５

計

１．グループのメンバーとメー
ルの交換をしたことは活動を行
う上で良かった

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

5
（31.3）

10
（62.5）

16
（100）

２．スカイプセッションを行っ
たことは活動を進める上でよか
った

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

5
（31.3）

10
（62.5）

16
（100）

３．スカイプセッションのため
の資料作成は、グループのメン
バーと話し合って一生懸命取り
組んだ

0
（0.0）

1
（6.3）

2
（12.5）

6
（37.5）

7
（43.8）

16
（100）

４．スカイプセッションをして
資料が学習者の役に立っている
と思った

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

10
（62.5）

5
（31.3）

16
（100）

５．パンフレット原稿の添削活
動は、グループのメンバーと話
し合って一生懸命取り組んだ

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

5
（31.3）

10
（62.5）

16
（100）

６．パンフレットの完成版を見
て、自分たちが行ったフィード
バックが役に立っていると思っ
た

0
（0.0）

0
（0.0）

0
（0.0）

10
（62.5）

6
（37.5）

16
（100）

７．ソウルツアーのパンフレッ
トは、自分が実際に旅行すると
きに役に立つと思う

0
（0.0）

0
（0.0）

0
（0.0）

5
（31.3）

11
（68.8）

16
（100）

８．交流学習を通して、日本語
学習者について新しい発見や学
びがあった

1
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

6
（37.5）

8
（50.0）

16
（100）

９．交流学習を通して、日本語
について新しい発見や学びがあ
った

0
（0.0）

0
（0.0）

3
（18.8）

8
（50.0）

5
（31.3）

16
（100）

１０．交流学習を通して、日本
語の授業方法について新しい発
見や学びがあった

0
（0.0）

1
（6.3）

6
（37.5）

7
（43.8）

2
（12.5）

16
（100）

　プロジェクト後のアンケート結果から、Ｊクラスの多くの学生たちにとっ

てＫクラスの学生と行ったメール交換、スカイプセッションがその後の交流

学習を行う上で良い活動になっていたこと、成果物であるパンフレットが実
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図１　Ｋクラスの学生たちが作成したパンフレット

５．交流学習の振り返り

　ここでは、本交流学習に関する振り返りのアンケート及びインタビュー

の結果を報告する。アンケート及びインタビューは交流学習が終わった直

後、6月中旬にＪクラスの学生16名全員に対して行われた。インタビューは

グループごと、つまり6回に分けて実施された。インタビューの時間は各グ

ループ15分程度で、交流学習を実施する前の気持ち、交流学習が進行してい

るときの気持ち、交流学習が終わって、どのような課題を見出したかを中心

に聞き取りを行った。インタビューの内容は学生たちの了承の上録音し、文

字化して分析資料とした。

５．１　交流学習プロジェクト全体に関するアンケート結果から

　質問項目は10項目で、「全然そう思わない」を１、「とてもそう思う」を５

として5件法で回答を求め、さらに、各項目においてなぜそのように考えた

のか、理由を簡単に記述する欄を設けた。また、アンケートの最後には自由

記述欄を設け、交流学習の良かった点や改善を求める点について記載を求め

た。
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ンバーが集まり、ウェブカメラをつけたパソコン、スマートフォン等を使っ

てそれぞれ15分程度の時間で行った。

　Skypeセッション実施にあたってはまずセッションで活用できる日本語表

現をまとめた資料をＪクラスの学生たちが作成した。Ｋクラスは作文クラス

であり、この授業内で口頭表現のトレーニングは通常行っていない。しかし、

Ｊクラスの学生とのSkypeセッションでは口頭でツアープランの概要を説明

したり、Ｊクラスの学生からの質問やコメントを聞いてそれに答えたりする

やりとりが必要となる。この資料はどのような流れで、どのような日本語表

現を使ってツアープランを説明していったら良いか、質問やコメントを求め

るときにはどのような表現を使ったら良いか、まとめたものである。Ｋクラ

スの学生にとって役に立つものになることを目指して日本語教員養成課程で

学ぶ学生たちが教師トレーニングの一環として作成を試みたものでもあった。

４．３　交流③　パンフレットの原稿作成

　Skypeセッションを通してツアープランの概要が決まった後、Ｋクラスで

は本格的にソウルツアーについて紹介するパンフレットの作成に取りかかっ

た。訪問地、ホテルからの行き方や所要時間、見どころ、料金、訪問する際

の注意点などをグループ内で調査し、共同で文章を書いていった。そうして

出来上がったパンフレットの草稿は大学のインターネット掲示板にアップさ

れ、Ｊクラスの教員がそれらをダウンロードしてＪクラスの学生に自分のグ

ループの分を渡し、日本語の自然さ、正確さ、わかりやすさ等をチェックす

るように課題を課した。Ｊクラスでは授業の進度の関係でこれらの作業を主

に授業外の時間を使って行い、コメントをつけたパンフレットの原稿案を教

員に提出した。ＫクラスはＪクラスの学生が加えたコメントを参考にしなが

らパンフレットの最終版を完成させ、6月上旬に印刷、製本したパンフレッ

トをＪクラス側に郵送、Ｊクラスの学生一人一人が手作りのパンフレットを

受け取った。
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３．３　交流学習のスケジュール

　交流学習は2014年4月から6月にかけて、約2か月に渡って実施された。日

本の学期開始は4月だが、韓国は3月である。そのため、Ｋクラスでは本交流

学習を始める前の1か月間は教材を使った通常の作文授業を行っていた。表

１に示した学習シナリオのそれぞれの活動を時間軸に沿って示すと次のよう

になる。

4月　　　　　　　　　　　　　5月　　　　　　　　　　　　6月

活動①、交流①、活動②→→発表①、交流②、活動③→→交流③、活動④、発表②

４．交流学習の実際

　ここではＪクラスとＫクラスの学生が相互に関わりあいながら学習を行っ

た「交流①」「交流②」「交流③」の各活動の内容と参加した学生たちの様子

について述べる。

４．１　交流①　自己紹介文と写真の交換

　グループのマッチングをした後、メンバーの写真を撮影、自己紹介の文章

も作成して相互に送りあった。Ｊクラスの自己紹介の中には「韓国へ行った

らどんなことを体験してみたいか。何に興味があるか」についての情報も含

めるようにし、Ｋクラスの学生がその情報を参考にしてプラン作りができる

ようにした。自己紹介はＥメールを活用してメンバー全員に行うようにした。

多くのグループでトラブルはなかったが、一部のグループではメールが届か

ない、返事がスムーズに来ない、などの混乱が見られ、クラスの教師がそれ

ぞれ間に入ってそれらのグループの交流が円滑に進むように支援した。

４．２　交流②　Skype（スカイプ）セッション

　ＫクラスではＪクラスのグループメンバーの興味関心を踏まえてソウルツ

アーのプランを考え、そのプラン概要をまとめたパワーポイント資料を作成

し、Ｋクラス内で企画発表会を行った。その後、各グループメンバーが集ま

り、ツアーの概要についてＪクラスのコメントをもらい、より良いツアープ

ランを考えるためのSkypeセッションを行った。このセッションは物理的な

時間上の問題から授業内で行うことができなかったため、授業外の時間にメ
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表２　本交流学習の３領域×３能力＋３連繋分析表

言語領域 文化領域 グローバル社会領域

わ
か
る

・好きなことを
尋ねるために
必要な言語表
現がわかる。

・観光案内をす
るために必要
な語彙・表現
がわかる。

・自分たちが観光案
内したい場所と、
日本人大学生が行
ってみたい場所と
の共通点や相違点
を知る。

・日本人大学生が韓
国を訪れた場合に、
遭遇するであろう
シチュエーション
についてさまざま
な資料を読んで知
る。

・日韓関係の構築において、日本
と韓国の大学生同士が相互に
交流することの重要性を知る。

・グローバル社会に置いてSNSや
Skypeなどの手段を効果的に用
いることの有効性を知る。

で
き
る

・日本人大学生
に好きなこと
や行ってみた
い場所につい
てインタビュ
ーをして情報
が収集できる。

・観光案内の文
章が作成でき
る。

・添削やアドバ
イスをもらっ
た文章を見な
がら完成版が
作成できる。

・自分たちが観光案
内したい場所と、
日本人大学生が行
ってみたい場所と
の共通点や相違点
がどのような背景
から生まれている
か分析できる。

・日本人大学生が韓
国を訪れた際に、
気を付けたほうが
良い点（食事、交
通マナーなど）に
ついてまとめられ
る。

・グループにおいてメンバーと意
見を交換し、自分の役割を責
任を持って果たすことができ
る（協働）。

・パンフレット作成という目標を
果たすために、必要な情報を
収集し、客観的に分析し、そ
れをもとに成果物を効果的に
作成することができる（高度
思考）。

・インタビューをしたり、企画案
を発表したり、内容を修正す
るための　Skypeセッションを
する過程において、ICTの特性
を活かして活用することがで
きる（情報活用）。

つ
な
が
る

・日本語を使っ
て、日本人大
学生と対話を
しながら関係
を築いていく。

・作成したパン
フレットを日
本人大学生に
プレゼントす
る。

・日本人大学生の持
つ文化的背景を考
慮しながら、相互
に交流ができる。

・学科のホームページに成果物を
アップし、より多くの人々に
情報が発信できる。

三
連
携

連携１：大学生の関心のある分野と繋がる。
連携２：既習内容、学生の観光案内の経験と繋がる。
連携３：教室外の人・モノ・情報と繋がる。
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結果が得られたか、どのやりとりを通して文化面でどのような気づきを得た

かについても触れる。発表はすべて日本語で行う（１グループ15分程度）。そ

の場での質疑応答の結果も踏まえて、授業内あるいは授業外の時間にツアー

プランの概要を日本人大学生グループにSkypeを通して口頭で伝え、修正した

ほうが良い箇所がないかを確認する（交流②）。ツアープランの内容が決定し

たら、パンフレットの作成を行う（活動③）。原稿には自分がその場所を訪れ

たときの感想や訪れる際のアドバイスを入れてすべて日本語で作成し、草稿

を日本人大学生に読んでもらい、添削してもらう（交流③）。添削してもらっ

た内容を踏まえて、完成版を作成する（活動④）。できあがったパンフレット

は日本人大学生グループに送付するとともに、PDF化して学科のホームページ

に掲載してもらうように学科の担当者に依頼する。日本人大学生からパンフ

レットを受け取って読んだ感想・フィードバックをもらい、それを踏まえて

完成発表会をクラス内で実施する（発表②）。他のグループの成果物（パンフ

レット・発表）を見て、それぞれのグループの良いところ・改善すべきとこ

ろについて評価しあう。

【総括的評価】

・日本人大学生から必要な情報を得てツアープランを企画し、パンフレット

にまとめることができる。

・わかりやすく、見やすく、使いやすいパンフレットが作成できる。

・自分のことば（既存の雑誌やネットのガイド記事の日本語ではない、自分

の日本語）で紹介文が作成できる。
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表１　本交流学習の単元案

【単元目標】　日本に住む日本人大学生に向けておすすめの韓国ツアープラン

を作成し、パンフレットにまとめてみよう。

【コミュニケーション能力指標】

自分と身近な人

3-b 好きなことやもの・人について、その理由を含めて、口頭でまたは書い

て紹介しあうことができる。

食 3-c（改）韓国の代表的な料理について、口頭または文章で紹介できる。

食 3-e 韓国と日本の食文化について、会話できる。

衣とファッション 3-b いま、自分たちの間で流行しているファッションにつ

いて、写真などを用いて、簡単に紹介しあうことができる。

買い物 2-f 買い物の情報を、口頭でまたは書いて、アドバイスできる。

買い物 3-h 日常の買い物について、口頭でまたは書いて紹介しあうことがで

きる。

交通と旅行 3-a 目的地までのアクセス方法を尋ねたり、説明したりできる。

交通と旅行 3-b 観光地の案内プレートや説明文・ガイドブックの大意を理解

できる。

交通と旅行 3-e お勧めの旅行先について理由を含めて語り合うことができる。

交通と旅行 3-f 自分の住んでいる地域の交通事情について、口頭または文章

で説明できる。

【学習シナリオ】

韓国Ｓ大学の日本語クラス（3年生）では、日本Ｍ大学の日本人大学生（日

本語教員養成課程の演習クラスを受講する3年生）を対象に、韓国へ来た

時に役に立つ韓国案内パンフレットを作成し、プレゼントすることになっ

た。この日本人大学生の中には夏に韓国研修旅行に参加する予定の学生も

含まれる。まず、韓国側と日本側で4 ～ 6人のグループを作る。滞在先が

ソウルで1日自由時間があるという設定のもと、韓国の大学生は自分なら

どこを紹介したいかをグループで話しあう（活動①）。その後、日本のグ

ループとマッチングし、お互いメールあるいはSNSを活用して自己紹介し

あう。その際に、韓国の学生は日本の学生がどんなことに興味を持って

いるか、韓国を訪れるならどんなことを体験してみたいか、について必

ず尋ねる（交流①）。日本人大学生からの回答を読んで、自分たちが紹介

したいと考えていた場所と日本の学生の興味・関心、行きたい場所との

共通点や相違点を考え、気付いたことをメモしておく。各グループで紹

介する場所について相談し（活動②）、手作りのツアープランを企画した

後、ツアープラン企画発表会をクラスで行う（発表①）。企画発表会では、ツ

アープランの概要について日本の大学生と情報交換をした結果、どのような
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３．２　「めやす」に基づいた単元案と３×３＋３分析表

　交流学習は以下に示す単元案と３×３＋３分析表をもとに進められた。こ

の単元案は筆者の一人、澤邉が作成したもので国際文化フォーラムの「めや

す」Webページ（注1）にこれらすべてが掲載されている。この単元案は日本語

学習者を対象とした日本語授業、つまり本実践ではＫクラスの授業で活用す

ることを想定して作成されている。単元案の中の「コミュニケーション能力

指標」とは、「めやす」が15の話題分野別にコミュニケーション行動を提案

したものである。この指標は絶対的なものではなく、自分の学習者に合わせ

て指標をアレンジしたり、新たなものを加えたりすることができるとされて

いる。表１の指標の中に「食 3-c（改）韓国の代表的な料理について、口

頭または文章で紹介できる。」というものがあるが、この意味は話題分野が

「食」、レベルが「3」であること、もともとの指標の文は「日本の代表的な

料理や自分の住んでいる地域の料理について、口頭または文章で紹介でき

る」であったものを改変して「韓国の代表的な料理について、口頭または文

章で紹介できる」としたことを「（改）」で表している。「めやす」では言語

運用能力のレベルをレベル１から4までの4段階に設定しており、レベル3は

以下のような言語運用能力指標で示されている（「学習のめやす」コミュニ

ケーション能力指標ⅳ）。

・自分が想定していない状況においても、学んだ語句や文を使って、相手の

協力を得られれば、ある程度創造的なやりとりができる。（対人）

・自分の身の周りや関心のある事柄について、ある程度まとまった内容を、

趣旨が通じる程度に表現することができる。（提示）

・ある程度まとまった内容を、辞書の助けを借りたり、事前に関連情報を得

たりして、理解することができる。（解釈）

　本交流学習におけるＫクラスの言語運用能力レベルはレベル3に相当する

と考えられたため、このレベルの指標を取り入れることとした。
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の現場からの提言」とあるように、中国語、韓国語の教育現場を背景に開発

されたものだが、それ以外の様々な外国語教育の現場にもこのコンセプトは

生かされる可能性を持っている。日本語教育をフィールドとして行われる

「めやす」実践の報告はまだ多くないことから、本実践は「めやす」をベー

スとして行った交流学習の一つのモデルとして活用できるものと考える。

　日本在住の日本人学生と韓国の大学における日本語学習者との間による作

文交流活動に関しては、近年、若月・大塚（2012）が読み手を意識した作文

教育として日本人大学生・大学院生を遠隔チューターとした作文授業の実践

を報告している。この実践の結果、学習者からは翻訳からの解放、文化差へ

の気づき、作文を内省する力が付くこと、自ら書きたいことを読み手に伝え

るために書けるようになること、など一定の効果が得られたとしている。学

習者に関しては事後アンケートの結果から以上のような効果があったと述べ

られているが、日本人学生に関しては国語教育専攻の学生が遠隔チューター

を務めているため、日本語教員養成という観点からの実践の分析が目的では

ない。これに対し本実践は「めやす」を基盤としてデザインされたものであ

り、参加者の学びの内容や課題を「わかる」「できる」「つながる」のキー

ワードからも探っていくことができると考える。特に、本稿では日本語教員

養成課程の履修生の声から本交流学習の意義、そして日本語教員養成課程履

修生の学びを中心にまとめていくこととしたい。

３．交流学習の概要

３．１　クラスの概要

　Ｍ女子大学では2014年前期に開講された日本語教員養成課程の3年生を対

象とした演習クラス（以下、Ｊクラスとする）の履修生16名、Ｓ大学では日

本語を専攻する3年生を対象とした作文クラス（以下、Ｋクラスとする）の

履修生24名が本活動に参加した。Ｊクラスの履修生の中には、2014年9月に

実施される日本語教員養成課程履修生対象の韓国研修に参加予定の学生が9

名含まれていた。

　交流学習の実施にあたっては、Ｊクラスにおいて2名のグループを作り、

Ｋクラスでは4名のグループを作って、ＪクラスＫクラスの学生合わせて6名

のグループを計6つ作った。
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　そして、韓国のＳ大学の作文クラスの日本語学習者も同様に、日常的に交

流する日本語母語話者が日本語教師だけという学生が多く、日本語を専攻し

ていても日本語を使って自分たちのことを発信する機会は限られていた。作

文の授業を通して文章を書いたとしても、その読み手はほとんどの場合教師

だけであった。教師の添削によっても日本語の誤用に気づき、文章能力の向

上に役立つことは想像できるが、誰のために、何の目的で、何を、どのよう

に書けばよりわかりやすく伝わる文章になるのか、といった実際のコミュニ

ケーションの視点から作文を捉え、練習する機会を持つことの重要性を考え

ると、従来の作文の授業形態について検討する時期に来ていたと考えられる。

本稿で報告する交流学習はこのような二つのクラスのニーズから生まれたも

のである。

２．実践の枠組み『外国語学習のめやす　高等学校の中国語と韓国語教育か

らの提言』とは

　本実践をデザインするにあたり、活用したのは国際文化フォーラム（2013）

『外国語学習のめやす』（以下、「めやす」とする）である。「めやす」は外国

語学習で21世紀を生き抜く力の育成を目指して作られた外国語学習の指針で

ある。グローバル社会が求める高度思考力、情報活用力、協働力の育成を重

視し、学習者の興味・関心、学習意欲を高め、自ら学べる授業づくりを提唱

している。「わかる」「できる」「つながる」をキーワードに、内容および文

脈を重視した活動型の言語教育を志向しているところも大きな特徴と言える。

また「めやす」では学習目標として「総合的コミュニケーション」を掲げて

おり、この能力は言語、文化、グローバル社会の3つの領域における3つの能

力「わかる」「できる」「つながる」から構成されるとしている（「学習のめ

やす」p.19）。さらに3つの領域における3つの能力を身につけるために、①

学習者の関心・意欲・態度、学習スタイル、②既習内容や他教科の内容、③

現実社会である教室外の人・モノ・情報とをそれぞれ連繋させることが重要

だとし、これらの要素から構成される学習目標のキーコンセプトを「３領域

×３能力＋３連繋（スリー・バイ・スリー・プラス・スリー）と呼んでいる。

なお、本交流学習における「３領域×３能力＋３連繋」を分析した内容は、

３．２表２の「３×３＋３分析表」に示している。

　この「めやす」はサブタイトル「高等学校の中国語教育、韓国朝鮮語教育
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日本語教員養成課程履修生は海外の日本語学習者との交流学習を通して何を学んだか

─ 『外国語学習のめやす　高等学校の中国語と韓国語教育からの提言』に基づいた授業実践から ─

澤　邉　裕　子

相　澤　由　佳

１．背景と目的

　本稿の目的は日本語教員養成課程の履修生と韓国で日本語を学ぶ大学生間

における交流学習の実践を報告し、日本語教員養成課程の履修生が本交流学

習を通してどのような学びを得たか、また、実践においてどのような課題が

見られたかを述べることである。具体的には韓国の大学で日本語作文クラス

を履修している学生と日本語教育を学ぶ大学生間で行われた約2か月間にわ

たる交流学習について報告する。本交流学習は以下に述べるような経緯から

実施された。

　まず、実施にあたっては日本語教員養成課程側のニーズがあった。交流学

習を行ったＭ女子大学は留学生が少なく、日常的に日本語学習者と交流する

ことが難しい。しかし、日本語教育を学ぶにあたり、日本語学習者と直接的

あるいは間接的に交流し、日本語学習者の背景や日本語学習上の困難点、日

本語学習が学習者にもたらす意味について考える機会を持つことは非常に重

要である。こうした背景から、Ｍ女子大学の日本語教員養成課程では市内の

日本語学校や国内の留学生が多い大学と協働しこれまでも様々な留学生と日

本人大学生間における協働プロジェクトを実施してきた（澤邉・安井2011）。

しかし、海外における日本語学習者との交流は隔年で実施される海外研修

（短期）に限られていた。これまで数回に渡り韓国研修旅行が実施され、そ

こでは韓国で日本語を学ぶ大学生との交流もプログラムに含まれていたが、

日本語教員養成課程の履修生が将来日本語教師になったときに、具体的にど

のように学習者を支援していったら良いのかについて、授業とリンクさせて

考えるプログラムはなかった。このため海外研修を生かす形で事前に海外の

日本語学習者と交流し、将来日本語教師として活躍するための自らの課題を

考える事前研修的なプロジェクトの開発が日本語教員養成課程のニーズとし

てあったと言える。
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【場面①　休憩中】

【場面⑩　飾りを作る】

【場面⑧　2枚の画用紙をのりで貼る】

【場面⑤　画用紙を半分に折る】

【場面③　アクティビティの内容説明】【場面②　授業開始、自己紹介】

【場面⑩　飾りを作る】

【場面⑩　飾りを作る】

【場面⑥　切れ込みを入れる】

【完成】

【場面⑩　飾りを作る】

【場面⑦　切れ込みを中に折り曲げる】

調査２　アクティビティ授業風景
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表1　平成26年度　さっと日本語クラブ児童生徒在籍状況

韓国 中国 台湾
幼児 0 1 1

小学1年生 1 1 0
小学2年生 0 2 1
小学3年生 0 0 0
小学4年生 1 1 0
小学5年生 0 0 0
小学6年生 0 0 0
中学1年生 0 2 0
中学2年生 1 2 0
中学3年生 0 0 0
高校1年生 0 0 0
高校2年生 0 0 0
高校3年生 1 0 0

計 4 9 2 全15名

表2　子どものための日本語講座「さっと日本語クラブ」　1日の流れ

時間 児童生徒の動き 講師・大学生ボランティアの動き

9：45～10：00 家庭からの出欠連絡
教室のセッティング

学習プリント、教具等の準備

10：00～10：35 登校
ファイル、個人学習プリント（仮名、漢字）の受け取り

個人学習（仮名、漢字）

出迎え、出席確認
ファイル、個人学習プリント（仮名、漢字）の配布

個人学習（仮名、漢字）のサポート

10：35～10：45 休憩、移動 移動、グループ学習の準備

10：45～11：45 グループ学習 グループ学習のサポート

11：45～12：00 日記（活動の振り返り） 日記（活動の振り返り）のサポート

12：00～ 下校 見送り
ファイル、教具等の片付け
教室のセッティング
ミーティング

巻末資料
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要素を両立させるバランスが難しいという3点のデメリットが明らかになっ

た。

　しかし、今回報告した調査結果はアクティビティを指導する教師の見地か

ら導き出したものであるため、今後は学習者側の見解を含めた調査が必要で

ある。また、本研究ではアクティビティを通して日本語を学習した結果、児

童達にどのような学習効果がもたらされたのか明確になっていないため、検

証の必要があるだろう。以上の点を本研究の今後の課題としていきたい。
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とで使用語彙のカテゴリーをコントロールすることができるだろう。

　デメリットの2つ目は、アクティビティ中に使用される日本語が、教科書

に載っている日本語よりもより口語的だということだ。アクティビティは児

童達と会話をしながら進めていくため、指示語や擬音語を多用するなどどう

しても口語的な日本語を多く使用する。つまり、教科書で学習するような丁

寧な日本語をアクティビティで教えることは難しいのである。その点をカ

バーするためにはアクティビティの要所で道具や材料、動作の説明をし、そ

の際に丁寧な日本語を提示したり、児童に読ませたりといった工夫をするこ

とが望ましいだろう。また、指示を出す際には意識的に言葉を補うことも重

要である。

　デメリットの3つ目は、遊びと言語学習の要素を両立させるバランスが難

しいことだ。アクティビティは遊びや図画工作の中にどのように日本語の学

習を織り込むかが難しく、一歩間違えると目的が曖昧になりやすい。アクティ

ビティは普通の工作とは違い作品を完成させることだけが目的ではなく、日

本語学習の要素を確実に盛り込まなければならない。遊びと言語学習の要素

を上手く両立させるには、ひとえに教師の力量と綿密に練られた授業案にか

かっていると言えるが、教師にできる工夫としては児童に学習目標を明確に

提示すること、発話が少ない場合には発話を促し日本語を使用する機会を増

やすこと、児童達が指示の内容を理解できているかこまめに確認することな

どがあるだろう。このような工夫を徹底し、メリハリとバランスを保ちなが

ら授業を進める努力が教師には求められる。 

７．まとめと今後の課題

　本研究はアクティビティ（言語学習を織り交ぜながら行われる体験型活動）

で日本語を学ぶことのメリット、デメリットを明らかにするため2つの調査

を行った。さっと日本語クラブでアクティビティの授業を受け持っている講

師の先生に行ったインタビュー調査と、同教室で自ら授業を行う実践調査で

ある。その結果、①活動の中に自然と言語使用機会が生まれること、②言葉

と動作が児童の中で一致しやすく早い習得が見込めること、③言語学習に抵

抗がある児童にも受け入れられやすいという3点のメリットと、①使用語彙

のカテゴリーが少ないこと、②アクティビティ中に使用される日本語が教科

書に載っている日本語よりもより口語的だということ、③遊びと言語学習の
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　メリットの1つ目は、活動の中に自然と言語使用機会が生まれることであ

る。児童達が顔を合わせながら共通のテーマの下で作業を行うアクティビ

ティは会話が生まれやすい。また、児童が完成した作品を持ち帰り、家族や

友人に見せることで活動の外に会話の機会を広げることもできる。アクティ

ビティの授業は、意味のある言語使用が自然に発生するコミュニケーション

の場でもあるのである。

　メリットの2つ目は、言葉と動作が児童の中で一致しやすく、早い習得が

見込めることだ。アクティビティでは、先生が児童に「画用紙にはさみで切

れ込みを入れます」のような日本語の指示をする。その指示の内容を児童が

理解できなかった場合でも、実際の動作を目にすることで指示に用いられた

言葉と動作が一致しやすいのだ。また、自ら体験することで記憶にも残りや

すく、言葉を体得することができる点はアクティビティならではの長所と言

えるだろう。

　メリットの3つ目は、言語学習に抵抗がある児童にも受け入れられやすい

ことである。日本語を学習する外国人児童の多くは自らの意思で日本語を学

習しているわけではなく、両親の国際結婚や仕事など様々な大人の都合に

よって来日し、日本語を学ばなければならない環境に置かれている。よって、

日本語を学ぶことにあまり意欲的でない子どももいる。そんな児童に対して

言語学習を前面に押し出したような授業を行うことは却って日本語に抵抗感

を抱かせることになるだろう。このような日本語を学習することにあまり意

欲的でない児童には、特にアクティビティ学習が効果的だと感じた。その理

由として、アクティビティは工作などを通して必然的に意味のある言語使用

が生まれるため、言語学習をしている実感があまりないうちに自然と日本語

が身につくからである。

　デメリットの1つ目は、使用語彙のカテゴリーが少ないことである。アク

ティビティでよく使用される語彙は道具、材料、動作の名称などが主であり、

限られている。活動中に使用される語彙が少ない、あるいはカテゴリーに偏

りがあるということはつまり、アクティビティで学習できる語彙に限りがあ

るということだ。しかし使用語彙のカテゴリーの少なさは、アクティビティ

のテーマを工夫することで解消できそうだ。例えば日常生活で使用する言葉

を学ばせるために、絵や折り紙で品物を作り、その後ロールプレイする「お

店屋さんごっこ」や、季節のイベントなどと関連づけたテーマを設定するこ
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まだ」と答えたが、その後「お母さんか僕の友達だよ」と話し、職員の方に

「女の子（の友達）？」と聞かれると、「男の子かもしれない。女の子かもし

れない」と話していた。

　どの児童もメインとなる飛び出す飾りを作り終えると、シールやスタンプ、

クラフトパンチ、マスキングテープ等を使って装飾を施す作業に夢中になっ

ていた。また、2年生女児が雪だるま本体よりも大きなリボンのシールを雪

だるまに貼ろうと試みた際には教室中に笑いが起き、和気藹々とカード作り

に励んでいる様子だった。児童達は先生や大学生ボランティアに手伝っても

らいながら納得がいくまで取り組み、終了時間が来てもなかなか手が止まら

なかった。Ａ先生が1年生女児の様子を見て、「ノリまくったらなかなかやめ

られなくなって」と話すと、2年生男児が「僕もだよ」と答えていたことか

らも児童達が熱中してカード作りに取り組んでいることが窺えた。授業の序

盤で「あんまりこういうの書きたくないけど」と話すなど、アクティビティ

に対してあまり意欲的でない様子が見られた2年生男児からそのような発言

が聞けたことは大きな収穫であった。

　後半はかなり集中していたためか発話が少なく、他の学年を担当している

先生に「随分おとなしいね」と言われていた。アクティビティの最大の強み

は児童達の発話が自然に生まれることである。よって、児童達の発話が少な

い場合にはこちらから発話を促す工夫が必要だという課題を感じた。

　完成したカードはまさに三者三様で、授業の最後には作ったカードを持ち

ながら記念撮影を行った。Ａ先生の「楽しかった？」という問いに「うん」

と児童達は答えていた。

【場面⑫　授業終了後】

　記念撮影をした後、児童達は完成したウィンターカードを手に先生や職員、

送迎に来た保護者と会話を楽しんでいた。最後に、「みんなにクリスマスツ

リーをあげます」と言いながら、事前に折り紙で作ってきたクリスマスツリー

を児童達にプレゼントした。

６．総合的考察 

　調査1のインタビュー、調査2の実践から明らかになった「アクティビティ

を通して日本語を学習することのメリット、デメリット」を3つずつ述べる。
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　道具の名前を一通り確認した後、手順6「かざりを つくります」を音読し、

児童達にも音読させた。この工程は児童達に好きな絵を描かせ、それを切り

抜いてカードに貼ることで絵が飛び出すようにする工程だ。

　2年生女児と2年生男児は「先生と同じ雪だるま作る」と言って白の画用紙

を選んだ。2年生男児は「えー、雪だるまー、えー、上手くない」、「丸とか

あんまり上手くできない」と言っていたが、周囲に励まされ丁寧に描いてい

た。１年生女児はシカの絵が飛び出すカードにしたいと言っていたが描く手

が進まず、「雪うさぎにしたらいいんじゃない」、「お星様でもいいし」等の

提案に耳を傾けながら慎重に考えていた。2年生男児も1年生女児に対して「あ

とねー木とか」と提案の言葉を投げかけていた。最終的に「今日は雪だるま

にする？」と聞くと頷いて、雪だるまの顔をどう描くか考え込んでいた。

　2年生男児が、「（雪だるまの）口ってどうやって描くの？」と尋ね、それ

に対し2年生女児が「あたしみたいに」と、自分の描いた雪だるまを見せる

場面もあった。ここまで児童同士の会話がほとんど見られなかったが、今回

のアクティビティでメインとなる飾り作りにおいて、少しずつ児童同士で会

話がされるようになってきた。作業をしながら周囲との会話が生まれ、自然

と日本語でのコミュニケーションができることはアクティビティの最大のメ

リットであろう。　

【場面⑪　学習目標の再提示、目標2．作ったカードを交換しよう】

　当初の目標は「つくったカードをこうかんしよう」であり、作成したカー

ドに一言書いて交換し、やりもらい表現「あげます」、「もらいます」を学習

する予定であった。しかし想定より残り時間が少なく、カードを完成させる

だけで授業が終了しそうだったため、「作ったカードを家族や学校の友人に

あげてもいい」と内容を変更した。

　2年生女児はカードを学校の友人にプレゼントすることに決め、カードに「M

ちゃん だいすき」と書き、「学校に持ってっていい？」と渡すことを楽しみ

にしている様子だった。私が2年生女児に改めて「誰にあげますか」と聞く

と「友達の……」と、途中まで言って首を傾げていた。「友達の、Mちゃんに

あげます」と私が言うと、2年生女児も後に続いて「Mちゃんにあげます」と

繰り返した。カードを誰にあげるか1年生女児に尋ねると、「まだわかんない」

と話していた。2年生男児にも同様の質問をすると、最初は「えー、わかんない。
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を音読し、児童達にも音読させた。私が手本を示しながら画用紙の切れ込み

部分を折ると、児童達も真似して折っていた。その後、切れ込み部分を立体

的に折り曲げることで飛び出す仕掛けを作る工程を、先生や大学生ボラン

ティアの助けを借りながら行った。

【場面⑧　手順5．2枚の画用紙をのりで貼る】

　飛び出す仕掛けを作った後、手順5「2まいの がようしを のりで はります」

を音読し、児童達にも音読させた。私はこの工程を児童達に「この紙とこの

紙をこうやって重ねます。のりでぺたんってします」と説明したが、後になっ

てこの説明は不十分だったと反省した。具体的には「この（紙）」、「こうやっ

て」等の指示語と、「ぺたん」といった擬音語を用いて説明した点を反省し

ており、もっと丁寧に言葉を補って説明するべきであった。工作をテーマに

日本語を学習するアクティビティは、教師の出す指示の言葉が例え不十分で

児童が理解できていなかったとしても、手本の動作を見て児童がそれを真似

すれば形として成立してしまう側面がある。しかし、アクティビティは普通

の工作とは異なり、作品を完成させることが目的ではなく、日本語学習の要

素を確実に盛り込まなければならない。調査1のインタビューでＡ先生が「ア

クティビティを通して日本語を学ぶことの良さ」について、言葉と動作が児

童の中で一致しやすく、習得が早いことだと述べていたが、言葉と動作が一

致していなくても成立してしまう側面があることに今回気づき、アクティビ

ティのメリットでありデメリットだと感じた。児童達に指示を出す際には意

識的に言葉を補い、理解できているかこまめに確認をする必要があるだろう。

【場面⑨　学習目標の再提示、目標1．道具の名前を覚えよう】

　2枚の画用紙をのりで貼った後、本日の目標の1つ「どうぐのなまえをおぼ

えよう」を確認した。目標は「覚えよう」であったが、既に知っているもの

が多い様子だったためクイズ形式で進めることにした。

　私が「これは何でしょう」と尋ねると児童達は道具の名前を次々に答えて

いったが、中にはわからない道具もあるようだったため、道具を見せながら

名前を言う練習をした。

【場面⑩　手順6．飾りを作る】
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えらびます」を音読し、児童達にも続けて音読させた。口頭で指示を出すだ

けでなく作り方の手順を書いた画用紙を見せることで、今回のアクティビ

ティの課題である「わかりやすい指示を出すこと」に繋がったと考えている。

また、児童達にも音読させたことで読み練習にも繋がった。

　手順1を音読した後、実際に児童達に好きな色の画用紙を2枚選ばせた。子

ども達は先生や大学生ボランティアと相談をしながら決めていた。

【場面⑤　手順2．画用紙を半分に折る】

　画用紙を2枚選ばせた後、手順2「がようしを はんぶんに おります」を音

読し、児童達にも音読させた。児童達にとって「折る」という動作は日常的

に馴染みのある動作だからか、3人とも特に問題なく画用紙を半分に折って

いた。

【場面⑥　手順3．1枚にはさみで切れ込みを入れる】

　画用紙を半分に折った後、手順3「1まいに はさみで きれこみを いれま

す」を音読し、児童達にも音読させた。「切れ込みって何だろう？」と尋ね

ると児童達は首を傾げていたが、2年生女児は「ざきざき切るっていうこと」

と答え、2年生男児は「ちょきちょきちょきちょき（切ること）」と答えた。

私がはさみで画用紙を切って見せながら切れ込みの説明をすると、2年生女

児は「そういうのやったことある」と反応していた。調査1のインタビュー

にてＡ先生が「アクティビティの際に気をつけていること」について、道具

や動作の名前を丁寧に教えることだと述べていたが、「切れ込みって何だろ

う？」と投げかけたことで、児童達に立ち止まって考える機会を与えられた

のではないかと思われる。

　切れ込みを2箇所入れる工程では2年生女児が早く終わってしまい、「次に

色塗る？」と先に進みたがっていた。日本語の指示がすぐ理解でき即行動に

移す児童、指示された言葉の意味を考えてから作業に入る児童など、日本語

学習歴や年齢の異なる児童1人1人に目を配り、フォローしながらアクティビ

ティを進行することの大変さを痛感した。

【場面⑦　手順4．切れ込みを中に折り曲げる】

　画用紙に切れ込みを入れた後、手順4「きれこみを なかに おりまげます」
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　アクティビティの準備をしていると周りに低学年児童が集まってきた。机

に並べた工作の材料、道具に興味を持ったようで、児童達から積極的に話し

かけてきた。2年生男児と2年生女児は道具を指して「～を持ってる」という

発話（「この折り紙持ってる」など）を多くしていた。

【場面②　授業開始、自己紹介】

　授業の冒頭に自己紹介の時間を設けた。私がまず自己紹介を行いその後、

児童達にも自己紹介（名前、学年、国籍）をしてもらった。

【場面③　アクティビティの内容説明、学習目標の提示】

　自己紹介の後、児童達にこれからウィンターカードを作ること、ウィンター

カードとは冬に友人や家族にプレゼントするカードであることを説明し、作

成してきた見本を見せた。今日作るカードは中の絵が飛び出す仕組みである

ことを話しながらカードを開いてみせると、児童から「すごい」という声が

上がった。

　その後、今日のアクティビティには2つの目標があることを伝え、目標を

ひらがなで書いた画用紙を提示した。目標は「どうぐのなまえをおぼえよう」

と「つくったカードをこうかんしよう」の2つである。目標を設定して児童

達に示した理由は、本研究の５－１．目的と実践内容でも述べた通り、今回

のアクティビティは「学習項目を明確に定めること」を課題の1つとしてい

たからである。目標の1つ目、「どうぐのなまえをおぼえよう」は、調査1の

インタビューにてＡ先生が「アクティビティの際に気をつけていること」と

して道具や動作の名前を丁寧に教えるという点を挙げていたことから設定し

た。目標の2つ目、「つくったカードをこうかんしよう」は、カードに一言手

紙を書いて交換することでやりもらい表現「あげます」、「もらいます」を学

習することを意図して設定した。2年生男児は「あんまりこういうの書きた

くないけど」と話すなど、アクティビティに対してあまり意欲的でない様子

がここでは見られた。

【場面④　ウィンターカード作り開始、手順１．好きな色の画用紙を2枚選ぶ】

　学習目標を提示した後、ウィンターカード作りを開始した。作り方の手順

を書いた画用紙を見せながら、手順１「すきないろの がようしを、2まい 

（138）
－33－



ら実施、考察したときに見えてくるアクティビティ学習の強みと弱みを明ら

かにすることである。

　今回実施するアクティビティの題材は、大学3年次にさっと日本語クラブ

にて行った授業と同じウィンターカード作りである。このアクティビティは、

開くと中の絵が飛び出す仕組みのカードを工作するという内容だ。

　大学3年次にこのアクティビティを行った際、浮かび上がったいくつかの

課題があった。課題を大きく分けると2つある。1つ目の課題は、アクティビ

ティの中に日本語の学習が組み込まれていなかった点だ。前回は、指導する

学習項目を明確に定めないまま授業を実施してしまったため、日本語の学習

というよりも、図画工作の授業のようになってしまったという反省があった。

もう1つの課題は、ウィンターカードを作る手順を説明するとき、指示に用

いた言葉が難しかった点だ。指示に用いる言葉の難易度、わかりやすさといっ

た点に配慮が足りなかったという反省があった。

　今回は大学3年次に行ったウィンターカード作りに上記2つの課題、「学習

項目を明確に定める点」と「わかりやすい指示を出す点」を踏まえて改良し

たアクティビティを行う。また、調査1のインタビューにてＡ先生が「アクティ

ビティの際に気をつけていること」として挙げていた道具や動作の名前を丁

寧に教える等の点にも注意を払って実施する。

５－２．対象・方法

実施時期：2014年11月

実施時間：75分

対象：小学校低学年児童3名　1年生女児（韓国）1名、2年生女児（中国）1

名、2年生男児（中国）1名

協力者：3名　さっと日本語クラブにて、外国人低学年児童のアクティビ

ティを担当する女性のＡ先生、青葉区中央市民センター職員1名、大学生ボ

ランティア1名

５－３．結果

　以下は、さっと日本語クラブにて行ったアクティビティの授業を12の場面

に分け、内容をまとめたものである。

【場面①　休憩中（アクティビティ授業の準備中）】

（139）
－32－



（7）今まで行ったアクティビティの中で手応えのあったもの

　好評だったアクティビティはコマ作りである。コマの楽しさの1つは、作っ

た後に遊べるということだ。1人でも遊ぶことができるが、友達とどのコマ

が1番回るか競争することもできる。また、大、中、小のコマを3つ重ねて回

すという遊び方もできる。もう1つのコマの楽しさは、意外性だ。コマにペ

ンで絵を描き、それを回すと絵が全く違う模様に見えたり、色と色が混ざっ

たように見えたりと新たな発見がある。

　コマは手軽に作れる上、作った後に意外性があり、1人で遊ぶことも友達

と競争し、コミュニケーションをとることもできる。こういった点が上手く

いった秘訣だろう。

（8）今まで行ったアクティビティの中で改善が必要だと感じたもの

　一方で改善が必要だと感じたアクティビティは、ペットボトルに装飾を施

した後、ビーズを入れて完成させるマラカス作りだ。完成後は皆で音楽に合

わせて演奏を行う。作成したマラカスは振るときれいだが、児童達の反応は

あまり良くなかった。

　考えられる原因としては、楽しみ方が限られているということだ。コマは

作った後様々な楽しみ方があり、尚且つ意外性があるが、ペットボトルのマ

ラカスは振って音を出すという楽しみ方しかない。アクティビティを構想す

る際には、様々な楽しみ方ができ、意外性を取り入れたものが良いだろう。

（9）アクティビティの際に気をつけていること

　アクティビティの際に気をつけていることは2つある。1つ目は、わかりや

すい日本語で指示を出すことだ。何を作るのか、次に何を行うのかといった

ことがわからないと子ども達は意欲が低下し、集中力が切れてしまうからで

ある。2つ目は、道具の名前や動作の名前を1つ1つ丁寧に教えることだ。子

ども達に言わせるといった工夫も効果的である。 

５．調査２　実践

５－１．目的と実践内容

　今回さっと日本語クラブに協力を依頼し、低学年児童を対象としたアク

ティビティ実践を行った。実践調査の目的は、アクティビティを指導者側か

（140）
－31－



身につくため改めて小学校では学習しないような語彙を指導している。指導

する際は手作りの絵カードを使用し、児童同士でクイズやカルタをして楽し

みながら学習できるよう工夫している。

（4）日本語のレベルが異なる子ども達が同じアクティビティに取り組むこと

の難しさ

　日本語がある程度理解できる児童は、手順などを1度指示すればすぐに理

解し取りかかることができるが、来日したばかりの児童は傍について教えな

がら取り組む必要があり、そこが難しい点である。

（5）アクティビティのテーマはどのように選んでいるか

　アクティビティのテーマは3つの基準で選んでいる。まず1つ目は、子ども

達の年齢である。子ども達の年齢が高いのか、幼稚園に通っている子どもが

多いのかによってテーマの難易度を選択している。

　2つ目は、男女の比率である。年度ごとに受け持つ子どもが変わるため、

男子児童が多い年は何かを作るだけでなく、作った後それで遊べるアクティ

ビティを取り入れるようにしている。女子児童が多い年はカード作りなど、

できあがりのきれいなものを作るアクティビティを取り入れるようにしてい

る。どのようなアクティビティならば子ども達が喜びそうかということを常

に考えながらテーマを選択している。

　3つ目は、日本の文化を教えることができるテーマかどうかである。毎回

は難しいが、日本独特の文化や、伝統的な文化を学べる例えば折り紙やコマ

回しのようなアクティビティだと異文化理解にも繋がるだろう。

（6）アクティビティの構想、準備について

　アクティビティのテーマは1週間前には決めている。なかなかアイディア

が浮かばないときは本を参考にする。手元にある材料からヒントを得てテー

マを決めることもある。

　何をするか決めた後は自分で1度作ってみる。作ったものはアクティビティ

の際、見本として子ども達にも見せる。作成した後、どのような材料がどの

くらい必要か見積もり、当日までに用意しておく。
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形式：半構造化インタビュー

４－３．結果 

以下は、質問項目ごとにインタビューの内容をまとめたものである。

（1）アクティビティを通して日本語を学ぶことの良さ

　アクティビティを通して日本語を学ぶことの良さは2つある。1つ目は、児

童達が活動をしながら自然と日本語を話すことだ。そして2つ目は、言葉と

動作が児童の中で一致しやすく、習得が早いことだ。アクティビティを通し

て自ら体験をすることで、言葉を体得することができるのである。

（2）アクティビティに日本語の学習を取り入れることの難しさ

　アクティビティに日本語学習を取り入れることの難しさは2つあり、1つ目

は、アクティビティ中に使用される語彙は道具、材料、動作の名称などが中

心となるため、限られているということだ。使用される語彙が少ないという

ことはつまり、得られる語彙に限りがあるということである。

　2つ目は、アクティビティ中に使用される日本語は教科書に載っている日

本語よりも、より口語的だということだ。アクティビティは児童達と会話を

しながら進めていくため、どうしても口語的な日本語を多く使用する。つま

り、教科書で学習するような丁寧な日本語をアクティビティで教えることは

難しいのである。それをカバーするには、アクティビティの始めに道具や材

料、動作の説明をし、その際に丁寧な日本語を提示したり、児童に読ませた

りといった工夫をすれば有意義な日本語学習に結びつくだろう。

（3）子ども達にとって必要な語彙、習得させるべき語彙のカテゴリーとは

　子ども達に優先して指導している項目は3つあり、1つ目は自己紹介である。

名前や通っている小学校など、まずは自分のことが言えるよう指導している。

2つ目は、具合が悪いときや怪我をした際に必要となる体の部位の名称と、「～

が痛い」、「～を怪我した」という文型だ。3つ目は、学校の生活や学習で使

用する語彙である。つまり、サバイバル日本語の指導と、学校への適応指導

を優先している。

　その他には、語彙を増やすための指導を行っている。例えば野菜や動物、

乗り物の名前など日常的に使用するものの、通常は小学校入学以前に自然と
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は児童達にどのような効果を与えているか、どのような機能を持っているか

考察する必要がある。本研究ではアクティビティを通して日本語を学習する

ことのメリット、デメリットを日本語教室へのインタビュー調査、同教室で

の実践調査から明らかにしていくこととする。

４．調査１　インタビュー

４－１．目的

　今回、さっと日本語クラブで低学年児童のアクティビティを担当している

講師の先生を対象に、インタビュー調査を実施した。このインタビュー調査

の目的は2つある。目的の1つ目は、普段子ども達を指導している先生がアク

ティビティの良さ、難しさをどのように感じているか質問をすることで、本

論文のテーマである「アクティビティによって日本語を学習することのメ

リットとデメリット」を明らかにすることである。もう1つの目的は、調査2

で実践を行うにあたって、どのようなアクティビティが学習に効果的か、授

業中どのようなことに注意を払うべきか明らかにすることである。

 

４－２．対象･方法

実施時期：2014年9月

インタビュー時間：32分

協力者：さっと日本語クラブにて、外国人低学年児童のアクティビティを担

当する女性のＡ先生

質問項目：

（1）アクティビティを通して日本語を学ぶことの良さ

（2）アクティビティに日本語の学習を取り入れることの難しさ

（3）子ども達にとって必要な語彙、習得させるべき語彙のカテゴリーとは

（4）日本語のレベルが異なる子ども達が同じアクティビティに取り組むこと

の難しさ

（5）アクティビティのテーマはどのように選んでいるか

（6）アクティビティの構想、準備について

（7）今まで行ったアクティビティの中で手応えのあったもの

（8）今まで行ったアクティビティの中で改善が必要だと感じたもの

（9）アクティビティの際に気をつけていること
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など生活に必要な基本的なコミュニケーション能力（基本的対人コミュニ

ケーション能力、Basic Interpersonal Communication Skills: BICS）は

1年から2年ほどで習得でき、学習に必要な言語能力（認知学習言語能力、

Cognitive Academic Language Proficiency: CALP）は習得にだいたい5年か

ら7年ほどかかると述べている。

　同じく外国人児童生徒の日本語能力について齋藤・佐藤（2009）は、日本

語を習得するためには幼児期から小学校低学年での支援が重要だという指摘

を受け、読みの力は話し言葉を土台にして発達していくこと、そして学校で

の学習の成功、不成功をきめる要になるのは読みの力であり、第1言語の基

礎が固まる小学校入学前後に話し言葉の発達を支える支援が必要だと述べて

いる。低学年児童を対象に行っているさっと日本語クラブのアクティビティ

は、活動の中で自然と日本語を話すため、話し言葉の発達を支える学習だと

言える。話し言葉は日常生活の中で自然と習得できるものという認識が強い

が、改めて話し言葉の重要性に目を向けたアクティビティという活動は意義

のあるものであろう。

　さっと日本語クラブでは主に工作や遊び、また、年に何回かは市民センター

のホールを使用して運動をテーマにアクティビティの活動をしている。臼井

（2009）は、技能教科は他の子どもと一緒に活動できることが多く、運動や

表現活動などで子どもの良さを生かす機会をつくりやすいと述べている。こ

れは、児童同士が共通のテーマの下で活動するアクティビティには児童の個

性や良さを引き出す側面があることを示唆するものである。

　多様な背景を持つ外国人の子どもへの指導について齋藤・佐藤（2009）は、

固定した内容を一定の順序性で配列したものを提供するだけでは対応できな

いと述べた。さらに、外国人の子どもへの日本語教育は日本語の習得が最終

目的ではなく、授業への参加を通して学ぶ楽しさを知り、知識や経験を通し

て自分の生活世界を広げ、周囲の友人と学びあうことで豊かな関係を築いて

いけるようにしていくことであるとも報告している。アクティビティは、遊

びや工作を通して日本語の学習を行う体験型活動である。周囲の児童達とコ

ミュニケーションを深めながら日本語の学びを楽しむ方針で行っているが、

今後はより一層、外国人児童にとって重要なコミュニティ形成の場になるこ

とを目指していくべきであろう。

　しかしこれらの諸研究は理念的であり、実践の場においてアクティビティ
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児童生徒によって異なるが、通常1回の授業で裏表のあるプリントを1、2枚

学習する。

　10時35分から10分間休憩をはさみ、10時45分から11時45分までグループに

分かれて学習を行う。平成26年度は、幼児2名と小学1、2年生5名、計7名の

グループと、小学4年生2名、中学2年生1名、高校3年生1名、計4名のグループ、

それから中学1年生2名、中学2年生2名、計4名の3グループに分かれて学習を

している。各グループには講師が1人ついて指導を行っている。このグルー

プは児童生徒の日本語能力や年齢を考慮して分けられたものである。

　幼児と小学校低学年で構成されている7名のグループは、1時間あるグルー

プ学習の時間を前半と後半に分け、前半は読み書きの学習を、後半は工作や

ゲームなどのアクティビティを行っている。平成25年度まではグループ学習

の1時間を全てアクティビティの時間としていたが、平成26年度からは上記

のように変更した。アクティビティは、七夕飾り作成等、季節のイベントを

盛り込んだものや、日本の伝統的な遊びを取り入れたもの、市民センターの

ホールで行うスポーツ活動、ビーズやプラ板を使用した工作などがある。ま

た、市民センターで行われるサイエンスフェスティバル等のイベントに参加

することもある。

　小学校中学年と中学生、高校生で構成されている4名のグループは、日本

語能力が異なっているため、個人ごとに課題学習を行っている。中学1、2年

生で構成されている4名のグループは、日本語能力が同程度であり、漢字や

数学の学習を行っている。

　11時45分から12時までは、活動を振り返り日記を書く。講師または大学生

ボランティアがその日記にコメントを記し、児童生徒にその場で返却する。

児童生徒はファイルに日記をしまい、提出して下校する。なお、以上で述べ

たタイムスケジュールをまとめたものが巻末資料の表2である。

３．先行研究

　さっと日本語クラブにおいて低学年児童対象に行われているアクティビ

ティ（日本語学習を織り交ぜながら行われる体験型活動）は、どのような機

能を持ち児童達にどのような効果を与えているかを、これまでされてきた外

国人児童の日本語学習のあり方と照らし合わせて考察する。

　外国人児童生徒の日本語能力について川上（2006）は、挨拶や日常会話
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２．さっと日本語クラブとは

２－１．さっと日本語クラブの概要

　「さっと日本語クラブ」は、毎週土曜午前10時から12時に青葉区中央市民

センターで開講されている日本語教室である。開講期間は夏季、冬季休業期

間を除く5月から2月で、毎年35回程度開講されている。日本語を母語としな

い外国人児童生徒、主に小、中学生を対象としているが、幼児や高校生を受

け入れることもある。受講人数は20名程度を定員としている。児童生徒を指

導するのは「NPO法人ICAS国際都市仙台を支える市民の会」に在籍する子ど

ものための日本語講座担当講師と、大学生サポートボランティアである。

　さっと日本語クラブは、青葉区中央市民センターが実施する教育局直轄事

業（生涯学習事例研究事業）の1つとして平成16年度から始まった。事業の

運営はNPO法人ICAS国際都市仙台を支える市民の会に委託されている。さっ

と日本語クラブの設立経緯について名取（2010）は、昭和60年代、就業、留

学等により仙台市に在住する外国人が増加したことが契機となったと述べて

いる。さっと日本語クラブ開講の目的について石垣（2007）は、在仙の外国

人児童生徒に、より充実した学校生活を送ることができるよう継続して日本

語学習の機会を提供し、子ども達の日本語学習を支援していくことだと報告

している。

　平成26年度現在、さっと日本語クラブには幼児2名、小学生7名、中学生5名、

高校生1名の計15名が通っている。国籍の内訳は、韓国4名、中国9名、台湾2

名である（巻末資料の表1参照）。講師は4名が在籍している。学習サポート

をする大学生ボランティアには15名が登録している。内訳は、宮城教育大学

が5名、宮城学院女子大学が10名である。

２－２．活動内容

　さっと日本語クラブに通っている児童生徒は、午前10時に青葉区中央市民

センターの第4会議室に登校する。

　10時から10時35分までは、個人学習の時間である。児童生徒は自分のレベ

ルに合った学習プリントで、ひらがなやカタカナ、漢字を練習する。学習時

間中は講師または大学生ボランティアと1対1で学び、筆順やとめはね、読み

がな、送りがな、語彙の意味等を確認する。プリントを学習し終えると、講

師または大学生ボランティアが丸つけを行い、次のプリントへ進む。進度は
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作する授業を行った。一からアクティビティを考え実践するというのは初め

ての試みだったが、スタンプやビーズ等、多様な素材を用意して関心を引く

よう工夫したり、児童1人に学生が1人つくきめ細やかなサポートを行ったり

と、試行錯誤して取り組んだ。結果、児童達は楽しそうに取り組み、途中で

席を立って教室を歩き回るなどの問題は起こらなかった。子ども達は大人と

違い、集中力が切れるとその場でじっとしていられない。それまで何度か個

別学習やアクティビティ中、席を立って教室を出て行ってしまう、突然怒っ

たり泣いたり感情が安定しないなどの様子が児童によっては見られ、私達ボ

ランティアも日本語教室の先生方も頭を悩ませていたのだった。その点では、

実施したアクティビティは成功といえるかもしれない。

　しかし、課題もあった。アクティビティの中に日本語の学習が上手く取り

入れられなかった点、ウィンターカードを作る手順を説明する際、指示に用

いた言葉が子ども達には難しかった点である。アクティビティはあくまでも

日本語の学習であり、楽しいだけでは趣旨が変わってしまう。その点では、

実施したアクティビティは成功といえなかった。私はこのアクティビティを

構想し実践するという経験を通して、アクティビティという日本語学習法に

興味を持ち、テーマとして取り上げることにした。

　本研究では、さっと日本語クラブにおいて低学年児童を対象に行われてい

る、日本語学習を織り交ぜながら行われる体験型活動を「アクティビティ」

と定義し、アクティビティを通して日本語を学ぶことのメリットとデメリッ

トを考察する。そこでまず、さっと日本語クラブの概要と、外国人児童にお

ける日本語学習のあり方に関する先行研究をまとめる。次に、アクティビティ

のメリット、デメリットを明らかにするために2つの調査を行う。1つ目は、

さっと日本語クラブで低学年児童のアクティビティを担当している教師に行

うインタビュー調査である。普段子ども達を指導している教師が、アクティ

ビティの良さ、難しさをどのように感じているか質問をすることで、アクティ

ビティで日本語を学ぶことの長所と短所を明らかにする。2つ目は、さっと

日本語クラブにて考えたアクティビティを実践し、反省と報告を行う実践調

査報告である。実際に授業を行うことで感じたアクティビティ学習のメリッ

トとデメリットを報告する。最後に、以上の調査を経て得た見解をまとめ、

浮かび上がった課題について言及したい。

（147）
－24－



子どものための日本語講座「さっと日本語クラブ」における

低学年児童対象のアクティビティについて

後　藤　詩　織

１．はじめに

　私は大学2年生から、地域の子ども日本語教室「さっと日本語クラブ」で

学習支援のボランティアをしてきた。さっと日本語クラブは、毎週土曜日午

前10時から12時に青葉区中央市民センターで開講されている日本語教室だ。

教室には日本語を母語としない幼稚園児から高校生までの子ども達が通って

おり、私は小学校低学年の学習支援を担当してきた。

　さっと日本語クラブが開講される2時間の中で、低学年児童は3つの活動を

する。まず個人に用意された漢字プリントで個別学習をする時間、次に低学

年児童が集まって読み書きの学習をする時間、最後にアクティビティをする

時間だ。アクティビティの時間、児童達は講師の先生や大学生ボランティア、

年齢の近い仲間と一緒に工作や遊びをすることで、その中で用いられる日本

語を自然に習得する。

　通常、日本語教育で「アクティビティ」というと、学習項目の導入、練習

の後に行われる学習項目を定着させるための活動を指す。しかし、さっと日

本語クラブは通っている子ども達の年齢も日本語のレベルも様々なため、授

業形式ではなく個別学習形式をとっており、児童達は同じ学習項目を導入、

練習していない。学習している項目が異なり、日本語習得状況に差のある児

童同士が一緒に活動を行うため、通常の日本語教育で行われる「アクティビ

ティ」の形式をとることは難しいのだ。よって、さっと日本語クラブでは日

本語学習を織り交ぜながら行われる体験型活動を「アクティビティ」として

行っている。

　私は大学3年次に１度、教師役として児童達を前にアクティビティを行っ

た。低学年児童を担当する講師の先生のご厚意で、私達大学生ボランティア

が考えたアクティビティを実施する機会を頂いたからだ。私達は「ウィンター

カードを作ろう」というテーマで、開くと絵が飛び出す仕組みのカードを工
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（2014年12月20日　閲覧）

〈http://www.nikkei.com/article/DGXNASFK3000U_Q1A131C1000000/〉

鈴木武幸（2009）下記の東映株式会社（2009）参照。

東映株式会社（2009）『東映マイスター vol.6　東映テレビ・プロダクショ

ン50周年記念企画　第1弾』「鈴木武幸常務取締役　「東映特撮番組

を語る！」」（※引用時は「鈴木武幸（2009）」、鈴木（2009）と表記）

（2014年12月20日　閲覧）

〈http://www.toei.co.jp/meister/vol6/detail/01.html〉
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おわりに

　本論文で見られたような「色」は、あらゆる意味で、日本人に浸透してい

る分別記号のひとつだといっても過言ではない。「赤＝停まれ」「青（緑）＝

進め」の信号機などのように、日常に溢れる色はさまざまな情報を発信し、

私たちはそれを受け取って生活している。こうしてみると、色は見るだけで

伝わる立派な記号といえるのである。信号機の色などについては世界共通だ

が、日本人は四季を感じ、より多くの色を目にする機会に恵まれていること

もあり、色に対して敏感であるといわれる。時代の変遷とともに各色が示す

意味合いに多少の変化はあったとしても、それほど大きく変わることなく、

固定概念や先入観といえるほど人々の中に浸透したこれらは、今後もそう簡

単に変わったり廃れたりするものではないだろう。

　現在活躍している数多のアイドルにも「色分け」として色が活用されてい

ることからも、今後もこの流れが続いてゆくことは想像に難くない。これか

ら本格的に社会に出て未来を築く一員になる私たち自身、勤め先によっては

制服などを含めて、企業のイメージカラーを背負い、企業理念やイメージを

人々に伝える立場になる。色のもつイメージや効果を敏感に察知し、プラス

に活用していくためにも、私たちを取り巻き、私たち自身や日常を彩るさま

ざまな「色」に関心を持ち続けていきたい。

【引用文献・URL】

『日本国語大辞典　第二版』（2001）第5巻 小学館

伊原昭（1994）『文学にみる日本の色』朝日新聞社

東映〔監修〕、特撮ニュータイプ〔編〕（2012）『スーパー戦隊戦士列伝　

赤の伝説』角川書店

中江克己（2004）『色の名前で読み解く日本史』青春出版社

長崎盛輝（1990）『色・彩飾の日本史』淡交社

森村宗冬（2013）『美しい日本の伝統色』山川出版社

山脇惠子（2010）『史上最強カラー図解　色彩心理のすべてがわかる本』　

ナツメ社

吉田麻子（2012）『実践する色彩学』無双舎

市川哲史（2011）『日本経済新聞電子版　日経エンタテインメント！』「戦

隊モノ、アイドル…、グループにおける色と役割の関係」
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の世界を好む、としている。戦隊ヒーローの中での灰色の性格として述べる

には、その色の戦士が一人しか存在しないため、現時点で「灰色＝○○」と

断言することは難しい。しかし、他の色とは一線を画し、別次元の存在とい

う設定がなされやすい色であるのかもしれない。

⑥水色

　灰色と同じく、『獣電戦隊キョウリュウジャー』にのみ、「シアン」という

名称で登場する。中世時代の騎士が変身する、魂だけの戦士である。普段は

楽天的で、陽気な性格をしている。

　水色も、戦士が一人しか存在しないため、その性格として断言することは

難しいが、冷静沈着でクールな「青」よりも軽やかな印象を与える色である

ため、『獣電戦隊キョウリュウジャー』にあるような少々楽天的な性格設定

がなされたと考えられる。

第４節　まとめ

　人はある色を見ると、その色をした何かを自動的に思い出したり、ある物

や事柄の象徴として捉えたりする。第４章において、キャラクターに使用さ

れる基本的な色がもつイメージの確認と、グループにおける色と役割の関係

を明らかにすることができた。

　本論文で対象とした「スーパー戦隊シリーズ」は、典型的なグループにお

ける色分けがなされている。また、人々が一般的にもち、広く浸透してい

る「色のイメージ」をもとに、各戦士の性格を決定している。シリーズの特

徴であるカラフルな色による役割や性格の設定により、シリーズに対する知

識がなくとも、ほとんどの人が「赤はセンターで熱血な人物」のように、色

からその人物の役割や性格を連想することができる。一般的に色から連想さ

れるものが各色にそれぞれあり、「赤」といえば太陽・リンゴ・リーダーを

思い浮かべるといった具合である。しかし、そこから「青＝クール」や「黄

＝太めの人物」などのように、色から連想する性格や役割ひいては「色の性

格」「色の役割」として、すぐに思い浮かべることができるほど明確に、そ

れを作り上げたのは、戦隊シリーズのヒーローたちではないだろうか。
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④紺（青紫）

　臙脂と同じく『忍風戦隊ハリケンジャー』に登場する。臙脂の弟。兄はパ

ワーが自慢であるのに対し、弟である紺はスピードが自慢である。他の戦士

と同様に忍者であり、自分の流派に誇りをもち、気性が激しいところがある

が、巧みな技を繰り広げる技巧派である。

　また、紺は臙脂とは異なり、これより前の2つの作品にも登場する色で

ある。初めて用いられたのは、第18作品目（1994年）『忍者戦隊カクレン

ジャー』である。物語に登場するのが遅かったこともあり、登場回数として

は少ない。最初からロボットのような姿をしており、シリーズで初めての人

間としての身体をもたないという設定であるが、他のメンバーと変わらず人

間味にあふれる性格をしている。敵に騙されてしまうという、やや間抜けな

一面もあるが、正義感が強く、子どもが大好きである。2度目の登場は、第

20作品目（1996年）『激走戦隊カーレンジャー』である。『忍者戦隊カクレン

ジャー』と同じく、人間としての身体をもたないという設定であり、初めか

ら変身した後のような姿形をしている。また、変形する能力・機能をもたず、

他の戦士が行う、いわゆる「変身」を行わない戦士であるため、異例のキャ

ラクターといえる。地球とは異なる星からやってきた宇宙の警察官であるた

めか、生真面目で融通が利かない性格をしている。しかし、妻子に対して優

しく家庭的で、良い父親でもある。

　「紺」は、人間とは異なる存在であることが多く、一癖も二癖もある一風

変わった性格設定がなされている。しかし、総じて「芯が強い」という性質

をもっている色として描かれているようである。

⑤灰色

　第37作品目（2013年）『獣電戦隊キョウリュウジャー』にのみ登場する。

水色とともに、すでに死んでいる魂だけの戦士であり、「スピリットレン

ジャー」と呼ばれる。そのため、敵と直接戦うことはできない。1500年程前

の中国で活躍した戦士で、変身する前の姿は拳法家である。他人にも自分に

も厳しい「すこぶる頭の固い男」と紹介されている。

　灰色のキャラクターについて、吉田（2012）は、自己主張のない、繊細な

タイプだと分析し、世の中に対して無関心なところがあり、静寂や侘び寂び
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る。

　橙の性格として、2つの作品に共通するのは、欠点があったり一見すると

排他的であったりするが、根は優しいという点である。

②紫

　紫は「バイオレット」という名称で第31作品目（2007年）『獣拳戦隊ゲキ

レンジャー』で初めて登場し、第37作品目（2013年）『獣電戦隊キョウリュ

ウジャー』と合わせて2つの作品で使用されている。前者は青の兄であり、

弟思いの性格をもつ。後者は2人存在し、初代は武器の開発などを行う天才

科学者の男性であり、声が大きく豪快な性格をしている。初代の引退後は、

赤に恋心を抱く、彼の孫娘が引き継いでいる。

　紫のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　情熱の赤と冷静の青の両面を併せ持つ紫さんは、ミステリアスな魅力

をもつ。（中略）個性的で非凡なキャラクターであるといえる。人とは

ちょっと違うそのセンスは抜群！芸術家タイプ。（中略）人生で大切に

していることは「美」。

　『獣拳戦隊ゲキレンジャー』においては、物語の序盤では失踪して亡く

なったとすら思われており、かなり謎を秘めての登場である。また、『獣電

戦隊キョウリュウジャー』では、初代は天才科学者で、2代目の孫娘も武器

の開発に関わり知識豊富な上に、その武器を天才的に使いこなすことができ

る人物である。他の人とは一味違う非凡な人物設定がなされることの多い色

であることがうかがえる。

③臙脂（赤紫）

　第26作品目（2002年）『忍風戦隊ハリケンジャー』にのみ登場する。その

名の通り忍者の姿をしたヒーローたちが活躍する。基本メンバーが3人で構

成されているこの作品は、物語が進む中でそこに他の3人（臙脂・紺・緑）

が追加され、最終的には6人になる。

　紺と兄弟である臙脂は、はじめこそ主人公たちに対抗し別行動をとってい

るが、やがて仲間になっていく。臙脂は兄弟の兄であり、少々謙虚さに欠け

る部分がある一方、弟や仲間には優しさをみせる。パワーが自慢の自信家だ

が、自分に厳しく、努力家の一面もある。
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バーに力の使い方や心構えを教えるため、先生という位置付けがなされてい

る。時には冗談をいうが、基本的には落ち着いた性格である。銀は作品に

よって女性の場合もあるが、金はすべて男性である。

　金も、銀のように人ではない作品が存在する。第30作品目（2006年）『轟

轟戦隊ボウケンジャー』では、赤の使用する武器である黄金の剣が、人型に

変形し、金の戦士として参戦する。もとが剣であるためか、人間の言葉は話

せない。その他の作品における金の性格は、バラエティに富んでいる。鋭い

感覚と運動能力をもち、冷静沈着でクールな人物であったり、面倒見がよ

かったりする。他にも、目立ちたがり屋のお調子者や、実直すぎる人物の場

合もある。

　銀と同様に、基本色を身にまとった戦士と一線を画し、必要に応じてその

性格を決定しているのだろう。

第２項　変則的な色

　シリーズの中では、1つの作品のみで活躍するなど、変則的な参加をして

いる戦士も多い。ここでは追加戦士の中でも、とりわけ登場作品が少ない色

を扱う。

①橙

　橙は、変則的な色の中では最も早い段階で登場した色で、シリーズ中で2

つの作品に使用されている。

　橙のキャラクターについて、吉田（2012）は、「人の笑顔が大好きで、

サービス精神が旺盛なタイプ。（中略）人生で大切なことは「笑顔」。」と分

析しているが、戦隊ヒーローにはあまり当てはまらないようである。

　初登場は第3作品目（1979年）『バトルフィーバー J』であり、初期メン

バーのひとりとして活躍する。この作品での橙は初代が物語の途中で殉職し

てしまい、2代目に交代するため、2人存在する。初代は短気な面はあるが、

落ち着いた心優しい性格である。2代目は、初代とは対照的に、冷静さをも

ち、他のメンバーと距離を置くなど一匹狼な面がある性格である。その後は

長い間使用されなかったが、現在放送中の『列車戦隊トッキュウジャー』で

35年ぶりに橙が登場する。もともと敵側にいたが、あることをきっかけにそ

こから抜けてヒーロー側に加わる。性格は、我が道を行く一匹狼タイプであ
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第１項　追加戦士専用色

　追加戦士の色として多く使用されるのが、銀と金である。頻度としては銀

が9作品、金が6作品で、若干銀の方が多い。以下、それぞれみていく。

①銀

　銀が初めて使用されたのは、第21作品目（1997年）『電磁戦隊メガレン

ジャー』で、物語の中盤から登場する。銀は中盤から参加、あるいは戦闘以

外では中心メンバーとは別行動を取る場合がほとんどである。そのため、他

のメンバーと打ち解けるのに少々時間がかかることもある。追加されるメ

ンバーに最も使用されている銀は、基本的には男性であるが、第28作品目

（2004年）『特捜戦隊デカレンジャー』と、第32作品目（2008年）『炎神戦隊

ゴーオンジャー』の2つの作品では女性である。前者は、職務を全うする際

には感情を挟まない厳格さを備える人物である。後者は、鋭いセンスと身体

能力をもつ人物で、好奇心旺盛な性格である。また、銀は他のメンバーと年

代が異なり、もともと数千年もしくは数万年前から活躍している戦士だった、

という設定もいくつかの作品においてみられる。

　第36作品目（2012年）『特命戦隊ゴーバスターズ』は、他の作品の銀とは

大きく異なり、ロボットである。姿形が他のメンバーよりもいかつい。追加

戦士の中でも中心メンバーと同等に扱われるが、青の相棒という位置付けで

あり、青のサポートをする。性格はおっとりとしており、青のことを必要以

上に心配する。

　その他の作品における銀の性格は、一匹狼であったり繊細な面があったり、

義理堅い面を見せるものもいたりと、さまざまなパターンが存在する。基本

色を身にまとった戦士と一線を画す「銀」に、すべてオープンにするのでは

なく不透明な要素をもたせることで、作品を面白くさせようとしているのか

もしれない。また、基本色のようにある程度固定されたイメージをもたない

色であるため、作品によってその性格を自由に決定していくことができるの

だろう。

②金

　金が初めて使用されたのは、銀の初登場から8作品後の第29作品目（2005

年）『魔法戦隊マジレンジャー』である。この作品での金は、5人の中心メン
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作品が多い。悪役のイメージが強かった黒だからこそ、ヒーロー側に立って

も力が強く、紆余曲折ありながらも仲間とともに戦う姿が描かれるのではな

いだろうか。

②白

　白は、第2作品目（1977年）『ジャッカー電撃隊』で初めて登場する。この

作品では、はじめは赤だったリーダーが途中で代わり、物語の後半以降は白

が務めている。女性戦士が2人いる作品のひとつである、第9作品目（1985

年）『電撃戦隊チェンジマン』では、黄がいない代わりに白が女性戦士とし

て登場している。ここでの白は、頭脳派でクールな性格である。全38作品中

10作品に登場する色であり、男女の比率としては半々（各5回）である。ま

た、初期からいる戦士というよりも、追加もしくは稀に参加するメンバーで

あることのほうが多い。

　白のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　完璧主義で、キレイ好き。（中略）緊張感を大切にしているので、と

きには人をはじき返すような潔癖症なところもあり。礼節を重んじ、形

式美を大切にするきちんとしたタイプ。（中略）人生で大切にしている

ことは「礼」。

　黒でも触れた、第18作品目（1994年）『忍者戦隊カクレンジャー』では、

白がリーダーであり、シリーズ初めての女性リーダーである。紅一点である

が、男勝りで勝気な性格である。また、第29作品目（2005年）『魔法戦隊マ

ジレンジャー』は、5人の戦士が兄弟であり、その母親が白として登場する。

リーダーでも母親でも、他の戦士たちと接している姿は、確かに礼節を重ん

じているように思う。

第３節　その他の色

　ここで述べる色は初期メンバーの色には用いられず、追加戦士専用の色と

して使用される色や、登場作品の限られた色を扱う。なお、キャラクターに

ついては、基本色に引き続き、吉田（2012）の「色はキャラクター」を参考

にしてみていく。ただし、第１項の銀と金、第２項の一部の色は記載がない

ため、記載がある範囲でのみ使用する。
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①黒

　黒は、第3作品目（1979）『バトルフィーバー J』で初めて登場する。この

作品は、色ではなくデザインによる個性の表現がなされており、メンバーの

着用するスーツに統一感がないなど、歴代シリーズの中でも異色の作品であ

る。黒地に緑のラインが施されたスーツであるため、緑とする説もある。い

ずれにせよ、第1作品目に登場していないものの、現在では緑に引けを取ら

ないほど多く登場している色である。

　黒のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　修行を積んでプロフェッショナルを目指すタイプ。日々の訓練、修

養の積み重ねが本物をつくると考えるので、軽々しい方法論ではなく

熟成され、積みあがったしっかりとしたものを好む。（中略）口が重く、

フットワークのよいタイプではないが、一度引き受けた仕事は徹頭徹尾

やりきる。人生で大切にしていることは「重み」。

　黒は、もともと「悪」のイメージが強いため、ヒーローの色としては避け

られていた。しかし、明確に「黒」である、第6作品目（1982）『大戦隊ゴー

グルファイブ』でその役割は大きく昇格し、サブリーダーを務めている。も

とは悪のイメージが強かったとしても、「赤」と同等、もしくはそれ以上に

強い印象を与える色であることがわかる。また、黒について、鈴木（2009）

は、子どもが好まないために売れない色だとされていたが思い切って出した

ら売れた、と述べている。そして、子どもたちは強いヒーローに憧れ、引き

締まった黒の強さに痺れたようだと分析している。ここで、ニヒルな性格を

もっていると述べられている通り、黒はどこか冷たく醒めていて、暗い影の

ある存在であることが多い。黒には一匹狼・孤独・寡黙などのイメージもあ

り、第15作品目（1991年）『鳥人戦隊ジェットマン』の黒は喧嘩好きの一匹

狼であるし、第18作品目（1994年）『忍者戦隊カクレンジャー』では、アメ

リカ出身で日本語が不得意であるために、クールで寡黙な性格に見える（実

際は明るい）人物である。その後、第21作品目（1997年）『電磁戦隊メガレ

ンジャー』では、常に冷静沈着で責任感が強く、リーダーを務めている。他

にもミーハーで女性に弱かったり、遊び人であったりというバリエーション

がある。また、ニヒルなイメージが初期設定にあったことに関係するのか、

初期メンバーであっても追加メンバーであっても、必ず男性である。

　総じて、色のもつ暗さのイメージを「一匹狼」という設定につなげている
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　緑のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　いつも周りを見渡し、「平和」かどうかを気にして思いやる気遣いタ

イプ。ただ横にいるだけで、ほんわか優しい気持ちにさせてくれる癒し

系。（中略）仲間が大好き、「みんな一緒」であることを大切にするので、

流行しているものや大衆的なものを好む。バランスを重要視するので大

きくはずれた行動をとることはない、平凡こそ幸せ。人生で大切なこと

は「絆」。

　第1作品目（1975年）の『秘密戦隊ゴレンジャー』での緑は、マスコット

キャラクター的な存在であり、動物や自然をこよなく愛する無邪気な一面を

もつ戦士である。「平凡」とも評される色であるためか印象が薄いが、第8作

品目（1984年）『超電子バイオマン』や第10作品目（1986年）『超新星フラッ

シュマン』など複数の作品においてサブリーダーを務めている。

　また、38年にわたるシリーズの歴史の中には、固定概念のように人々が

もっている色及びそれを身に付けた人物へのイメージとは異なるキャラク

ター設定を、意図的に行っている作品がいくつかある。たとえば、緑は登場

していないが、青のキャラクターの部分で触れた、第11作品目（1987年）の

『光戦隊マスクマン』がそうである。緑が登場している作品の中で、イメー

ジに変化が加えられているものは、第22作品目（1998年）『星獣戦隊ギンガ

マン』である。やはり、それまでの過去作品と異なるイメージの設定がなさ

れており、この作品での緑は、青が担当することが多い「クール」な性格に

なっている。また、第24作品目（2000年）『未来戦隊タイムレンジャー』で

は、天涯孤独で人懐っこい異星人の戦士である。

　緑は、特異な例を除き、基本的に優しい性格であることが多い。しかし、

「平凡」と評されるほど固定された印象が薄いこともあり、登場する他の戦

士の性格を考慮に入れ、作品によって、さまざまな性格に変化させることが

できる色でもある。

第２項　基本＋α

　ここでは第１項に続き、『秘密戦隊ゴレンジャー』では用いられなかった

が、シリーズを通して登場回数の多い色である、白と黒の2色を「＋α」と

して扱っていく。第１節の〈表2〉にある基本色の7色のうち、第１項で扱わ

なかった残りの2色である。
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あることは初代にも反映されており、初代の黄は洞察力が高く、栄転するス

トーリーが描かれている。他の作品には、天才科学者という設定もみられ

る。桃の次に女性である場合が多く、「力持ちで食いしん坊の男性」という

イメージは薄れた。現在では特にその傾向が強く、女性戦士の色としても定

番化しつつある。

④桃

　黄とほぼ同率でシリーズに登場する桃は、全て女性が担当する色である。

愛らしく、かわいいイメージを伴う、「愛情」の象徴ともいえる色だ。

　桃のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　かわいらしくて愛くるしい甘えっ子タイプ。困っている人を見たら

放っておけないし、さびしいときは近くにいる人にそっと寄り添い愛を

求める。（中略）どんな人にも愛をふりまき、優しさで周りの空気をや

わらかくすることができる。人生で大切にしていることは「愛」。

　第8作品目（1984年）『超電子バイオマン』で、黄も女性戦士として登場す

るまで、紅一点であり、ヒロイン的な位置付けがなされ、いわゆる「かわい

らしい存在」に当てはまっていたように見受けられる。しかし、第13作品

目（1989年）『高速戦隊ターボレンジャー』では、桃が学校一の秀才で生徒

会長を務め、華と実力の両方を持ち合わせた女性である。また、第24作品目

（2000年）『未来戦隊タイムレンジャー』では、実質的なリーダーを桃が担い、

女性戦士の力が強調されている。戦士として戦う以上、女性であっても守っ

てもらう存在ではないのである。かわいらしいだけでなく、凛々しく、時に

激しく敵と戦う女性という設定がなされているようである。

⑤緑

　緑は、ここで「基本中の基本色」として触れている5色のうちで、最も変

動のある色である。緑の代わりに黒が採用されることも珍しくない。現在で

こそ、1つの作品に緑と黒が両立するものもあるが、当初は一方の色が採用

される際はもう片方と入れ代わる形で制作されていた。これは、鈴木（2009）

が、青に緑や黒などの寒色系を加えて組むと全体の印象が暗くなってしまう

ためにバランスを取りながら色を採用している、と述べていることからもわ

かる。
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　ここに当てはまらない作品も存在する。視聴者に飽きさせない工夫のひと

つであろうが、初めて女性の青の戦士が登場する『超獣戦隊ライブマン』の

前作、第11作品目（1987年）『光戦隊マスクマン』では、イメージに変化が

もたらされている。この作品でのヒーローたちはさまざまな武術の達人であ

り、青は身軽な中国拳法の達人で、明るい16歳の少年である。その性格は、

それまでの青のイメージとはかけ離れた「お調子者」である。このように設

定されたイメージが過去の作品と異なるものも稀に存在するが、基本的な青

のヒーローの性格は、吉田（2012）が述べるような性格に当てはまっている

といえる。

③黄

　黄から連想する性格・性質として、大食漢や太っているイメージがある。

実際、初代において、黄は力持ちでカレーが大好きだという設定である。こ

の第1作品目（1975年）の『秘密戦隊ゴレンジャー』には黄が2人存在する。

物語が進行していく中で、初代が栄転し、途中から2代目に交代する。その

2代目はあんみつなどの甘いものを好み、太った体型をしている。もう少し

述べれば、この2代目は途中で殉死してしまい、その後は再び初代が黄の戦

士を務めることとなる。他にも、第6作品目（1982年）『大戦隊ゴーグルファ

イブ』も、ぽっちゃりとした力持ちの人物で、その名前も「黄島太（きじ

ま・ふとし）」という色と見た目を表したものになっている。続く第7作品目

（1983年）『科学戦隊ダイナマン』も太ってはいないものの、力持ちで食いし

ん坊の設定がなされている。しかし、翌年の第8作品目（1984年）『超電子バ

イオマン』からは、黄が女性戦士の色としても使用されるようになったこと

で「黄」の役割が変化する。それ以降、スポーツ万能だったり体操の選手

だったりと、初代のイメージとはまったく異なる人物設定がなされるように

なった。

　黄のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　行動するよりまずは情報を集め戦略を練る知性派タイプ。先頭に立っ

て戦うというよりは、知恵をしぼり戦術を考える軍師。（中略）何でも

知っている情報収集の達人。（中略）頭の回転が速く、弁が立つ黄色さ

んは憎めないアイドルタイプ。人生で大切なことは「知」。

　ここには「太い体型」に関連する要素は見受けられないが、知性派の色で
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なタイプ。気性が荒く、怒りっぽいが、情け深く愛情たっぷり。人生で

大切なことは「挑戦」。

　赤の性格に関しては、概ねまさにこの通りといえよう。前出の鈴木（2009）

も、男の子も女の子も、赤に対して「燃える男のレッド」を感じているよう

だと述べている。赤以外のキャラクターに冷静な人物の存在が設定されてい

るがゆえに、冷静さに欠けるセンターがいても問題なく物語が進行していく

のだろう。いずれにせよ赤は直情型で、考えることよりも先に手が出るタイ

プだといっても間違いないような位置付けである。

　また、他の色とは異なり、赤はどの作品においても男性が務め、一般的な

認識としては男性専用の色である。ただし、第33作品目（2009年）『侍戦隊

シンケンジャー』において、物語の終盤の数話のみ、初めての赤の女性戦士

が登場している。また、初期メンバーとして登場する主人公のひとりである

赤だが、第24作品目（2000年）『未来戦隊タイムレンジャー』では、追加メ

ンバーにも赤が用いられ、1つの作品に赤が2人登場している。

②青

　青は赤と並んで、最も人に好かれている色だ。身近な自然の中にある色と

して、古くから人々に愛好されてきたのである。爽やかな空や、広大な海、

冷たい水をそのまま連想させ、一般的に冷静や知的なイメージをもたれてい

る色であることも大きいのだろう。赤が人を興奮させる色であるのに対して、

青は人をゆったりとした気分にさせる色である。

　青のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　冷静、沈着、クールな二枚目タイプ。決して目の前のことに焦ったり、

テンパったりするようには見えず、静かに対処する。（中略）公平・平

等な視座をもち、大きな包容力をもつ。人の肩書や物質面よりも、精神

面を最重視する傾向あり。几帳面で秩序を大切にするタイプ。（中略）

きちんとした誠実なキャラクター。人生で大切なことは「精神面」。

　青も赤と同様に、全作品に登場している。初代ではクールなサブリーダー

を務めている。基本的には男性であるが、第12作品目（1988年）『超獣戦隊

ライブマン』をはじめ、現在に至るまでの4つの作品において女性が青の戦

士として活躍する。頭がよく、冷静沈着でメンバーのまとめ役を務め、典型

的な青の性格に沿ったキャラクターといえる。
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第１項　基本中の基本色

　ここではまず、第1作品目（1975年）の『秘密戦隊ゴレンジャー』に用い

られた5色を「基本中の基本色」として、それぞれみていく。

①赤

　色といって、まず赤を思い浮かべる人は多いだろう。赤は血や火の色であ

り、太陽の色でもある。中江克己（2004）によると、古くは魔除けのまじな

いとして使用され、太陽とも密接に関連するこの色に対し、農耕民族の日本

人は憧れや愛着を抱いてきたという。

　スーパー戦隊シリーズにおいて、赤は絶対的なエースとして、全作品に登

場している。全体で集合してポーズを決める際には、中央に立つことが最も

多い存在である。全38作品あるシリーズは、作品によって色の組み合わせ

が変わるが、センターの赤は不動である。ある時は誰よりも早く先陣を切

り、ある時は仲間を支える盤石の要としてセンターに立つのが赤である。色

とキャラクター分けの基本形である、第一作品目（1975年）『秘密戦隊ゴレ

ンジャー』の赤は、センター兼リーダーであり、責任感の強い熱血漢である。

現在に至るまでに変化があり、必ずしもそうではないが、当初は「赤＝リー

ダー」という図式も成り立っていた。なぜ赤がセンターなのか。これについ

て、鈴木（2009）は、生命保険会社が調べた「子どもたちの好きな色」で、

男女ともに赤が圧倒的に人気だったことを挙げて説明している。また、視認

性に富み、遠くからでもよく認識できる色であることや、大自然にあまりな

い色であるために他の色に比べて印象が強く目立つことも理由として述べて

いる。また、特撮ニュータイプ〔編〕（2012）には、白黒テレビからカラー

テレビへの移行期で、当初想定されていたのは青色だったが、技術的な問題

があって赤になったという記述がある。さらに結果論として、主人公格とな

るヒーローのシンボルカラーに赤を配色するカラーリングが、日本の国旗に

近い印象を視聴者に与え、当時の人々が抵抗なく受け入れたと指摘している。

　赤のキャラクターについて、吉田（2012）は、以下のように分析する。

　熱血で頑張り屋さん。責任感があり、情熱をもってミッションを全う

します。（中略）体をはって頑張るタイプで、知能型というよりは体力

型、猪突猛進型。学級委員や生徒会長、経営者やPTAの会長など、人の

上に立つリーダータイプの人が多いです。保守が苦手な革新的で行動的
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リーズのキャラクターの性格に関して、鈴木（2009）は、「“ブラック”は些

かニヒルで、戦いが強いという感じ」など、色が与えるイメージを強調して

いることを明言している。

　スーパー戦隊シリーズにおける各作品のメンバーの色については、次の

〈表2〉に示した。また、2014年現在、全38作品のシリーズ内で用いられた色

は、赤・青・黄・桃・緑・黒・白・金・銀・橙・紫・臙脂（赤紫）・紺（青

紫）・水色・灰の全15色である。

第２節　基本色

　ここで述べる7色はシリーズ初期から登場している基本となる色であり、

初期メンバーの色はほとんどの場合が、この7色のいずれかである。

放送年 番組名 レッド ブルー イエロー ピンク グリーン ブラック ホワイト その他

1975  秘密戦隊ゴレンジャー ■ ■ ■ ◆ ■
1977  ジャッカー電撃隊 ■ ■ ◆ ■ □
1979  バトルフィーバーJ ■ ■ ◆ ■  オレンジ（■）
1980  電子戦隊デンジマン ■ ■ ■ ◆ ■
1981  太陽戦隊サンバルカン ■ ■ ■
1982  大戦隊ゴーグルファイブ ■ ■ ■ ◆ ■
1983  科学戦隊ダイナマン ■ ■ ■ ◆ ■
1984  超電子バイオマン ■ ■ ◆ ◆ ■
1985  電撃戦隊チェンジマン ■ ■ ◆ ■ ◆
1986  超新星フラッシュマン ■ ■ ◆ ◆ ■
1987  光戦隊マスクマン ■ ■ ◆ ◆ ■
1988  超獣戦隊ライブマン ■ ◆ ■ □ □
1989  高速戦隊ターボレンジャー ■ ■ ■ ◆ ■
1990  地球戦隊ファイブマン ■ ■ ◆ ◆ ■
1991  鳥人戦隊ジェットマン ■ ◆ ■ ■ ◆
1992  恐竜戦隊ジュウレンジャー ■ ■ ■ ◆ □ ■
1993  五星戦隊ダイレンジャー ■ ■ ■ ◆ ■ □
1994  忍者戦隊カクレンジャー ■ ■ ■ ■ ◆  紺（□）
1995  超力戦隊オーレンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■ □
1996  激走戦隊カーレンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  紺（□）
1997  電磁戦隊メガレンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  シルバー（□）
1998  星獣戦隊ギンガマン ■ ■ ■ ◆ ■ □
1999  救急戦隊ゴーゴーファイブ ■ ■ ■ ◆ ■
2000  未来戦隊タイムレンジャー ■ ■ ■ ◆ ■  2人目の赤（□）
2001  百獣戦隊ガオレンジャー ■ ■ ■ ■ ◆  シルバー（□）
2002  忍風戦隊ハリケンジャー ■ ◆ ■ □  臙脂（□）、紺（□）
2003  爆竜戦隊アバレンジャー ■ ■ ◆ ■ □
2004  特捜戦隊デカレンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■ □  シルバー（◇）、オレンジ（◇）
2005  魔法戦隊マジレンジャー ■ ◆ ■ ◆ ■ ◇  ゴールド（□）
2006  轟轟戦隊ボウケンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  ゴールド（□）、シルバー（□）
2007  獣拳戦隊ゲキレンジャー ■ ■ ◆ □  バイオレット（□）
2008  炎神戦隊ゴーオンジャー ■ ■ ◆ ■ ■  ゴールド（□）、シルバー（◇）
2009  侍戦隊シンケンジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  ゴールド（□）
2010  天装戦隊ゴセイジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  シルバー（□）
2011  海賊戦隊ゴーカイジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  シルバー（□）
2012  特命戦隊ゴーバスターズ ■ ■ ◆  ゴールド（□）、シルバー（□）

 ゴールド（□）、シルバー（□）、シアン（□）、

 グレー（□）、バイオレット（□◇）

2014  列車戦隊トッキュウジャー ■ ■ ◆ ◆ ■  オレンジ（□）

〈表2〉　各スーパー戦隊シリーズのメンバーの色 （追加メンバー・その他を含む）

◆ ■ ■2013  獣電戦隊キョウリュウジャー ■ ■

※市川哲史（2011）の表をもとに再構成。

※初期メンバーは男性■、女性◆。追加・その他の場合は男性□、女性◇。
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象とする色は、悪役や脇役を除く、スーパー戦隊のヒーローたちに限る。な

お、物語が進むにつれて追加されるメンバーがいる場合は、それも含んだ全

てのヒーローを調査の対象とする。

第４章　グループにおける色の性格的役割

　現在活躍しているさまざまなアイドルグループは「色分け」されているこ

とが多い。女性グループでは、ももいろクローバー Zやモーニング娘。が例

として挙げられる。男性グループにおいてはジャニーズに所属するグループ

であればほぼ間違いなく、各メンバーのイメージカラーが存在する。市川哲

史（2011）によると、公式に発表されておらず、また固定されていないもの

もあり、ただ演出上身に付けた色がそのまま定着している場合もあるという。

ただし、アイドルグループの色分けの場合は、女性グループ・男性グループ

に限らず、厳密にキャラクターを分けたいというより、一人ひとりを認識し

やすくするという目的が大きいのだろう。

第１節　ヒーローの色と役割

　「スーパー戦隊ヒーロー」シリーズにおいては、キャラクターを分け、

各々に役割分担がなされている。1つの作品に、同じタイプのキャラクター

ひいては性格をした者がいないのが通常である。重複させないことが、それ

ぞれを目立たせることにつながるのである。

　カラフルな色による設定がシリーズの特徴であり、第１作品目（1975年）

の『秘密戦隊ゴレンジャー』も、メンバーの性格及び個性はそれぞれに割り

当てられた色によって表現されている。『秘密戦隊ゴレンジャー』は、「アカ

レンジャー」「アオレンジャー」「キレンジャー」「ミドレンジャー」「モモ

レンジャー」の5人が登場する。名前の通り、「アカ：赤」「アオ：青」「キ：

黄」「ミド：緑」「モモ：桃」の各色のユニフォームを着た戦士が悪と戦う。

「5人そろってゴレンジャー！」と名乗り、悪者である「黒十字軍」をやっ

つける無敵のヒーローである。この5つの色は物語の重要なポイントであり、

石ノ森章太郎が作詞したオープニング主題歌「進め！ゴレンジャー」の歌詞

にも、5つの色と、それにちなんだ情景が挿入されている。この初代のユニ

フォームの色が、その後の現在に至るまで概ね踏襲され、キャラクターの役

割や性格につながっており、色とキャラクター分けの基本形といえる。シ
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 　色のイメージには〈表1〉のように複数あり、二面性がある点にも留意し

たい。例えば、山脇惠子（2010）によると、「赤」の場合、「愛情・歓喜・明

るい」というポジティブなイメージがあるのに対し、「嫉妬・怒り・怖い」

のネガティブなイメージもあると述べており、単純に「○色＝○○」ではな

いということであろう。

第３章　使用色調査

　本論文の目的である色のもつイメージや性格、グループにおける色と役割

の関係を明らかにするため、キャラクターに色が割り振られ、典型的な「色

＝特定のイメージ」が成り立っているもののひとつである「スーパー戦隊

ヒーロー」シリーズの作品を用いる。1つの作品に3色から10色が用いられて

いるこのシリーズで、どの色がどれ程の頻度で使用されているのかを確認し

つつ、それを踏まえて色の性格や役割をみていく。

第１節　調査方法

　使用している色の調査には、講談社や小学館、ポプラ社などの各出版社が

出版している複数の書籍を用いる。それに加え、東映と東映エージェンシー

が共同で運営しているWebサイトを使用していく。さらに必要に応じて、リ

ンクされているテレビ朝日と東映の各作品のWebサイトも参考にしつつ行っ

ていく。キャラクターとして細かくみていく際には、吉田麻子（2012）（以

下、吉田（2012））の「色はキャラクター」を参考にしていくこととする。

第２節　調査対象作品・色

　調査の対象とするのは、1975年『秘密戦隊ゴレンジャー』から、2014年現

在放送中の『列車戦隊トッキュウジャー』までの全38作品である。また、対

赤  熱い、強い、危険、派手な、情熱的な、太陽、炎、血、エネルギー

橙  暖かい、親しみやすい、楽しい、安っぽい、低俗な、果物、ビタミン
黄  明朗、希望、暖かさ、幸福、幼稚、騒がしい、子ども、バナナ
緑  自然な、安らぎ、癒し、爽やか、未熟、森、植物、信号
青  冷たい、冷静、神秘的、孤独、静か、知的、真面目な、空、海
紫  高貴な、神秘的な、女性的、妖艶、病気、不吉、派手な、悪魔
白  純粋、神聖、清潔、無垢、明るい、緊張、平和、白衣、花嫁
灰  曖昧、落ち着き、シック、陰気、不安、抑うつ、アスファルト、ビル
黒  強さ、恐怖、孤独、高級感、暗さ、クール、カッコいい、夜、死

※山脇惠子（2010）より抜粋

〈表1〉　一般的な色のイメージの例
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　しかし、中国の五行説では中央に配置され、皇帝が着用する高貴な色で

あったことで知られる「黄」は、日本語の基本色彩語の中には入っていない。

伊原昭（1994）が、これについて言及しており、日本は、中国で正色とされ

た5色を基本的な色として受け入れたが、養老2年に定まった「衣服令」によ

り、黄色が無位であるとされたことに起因する、と指摘している。

　前出の森村宗冬（2013）は、この五行思想と色の概念は、大陸との交流を

通じて日本に流入し、のちに「位階色」として定着していくことになると述

べている。また、官吏の位を色彩で定める制度である、この「位階色」も、

中国の官吏制度にならっていることからも、日本人の色に対する意識には、

五行思想の影響がきわめて大きいと指摘している。

第２節　現代の色のイメージ

　中国の五行説の影響が大きい日本における色の認識であるが、現在に至る

までに、数多くの色名が誕生していることは、身の周りを見渡せば誰しもが

実感するところだろう。メディアの影響などもあり、各色に対してある程度

の固定されたイメージをもっている。そして、それが私たちに及ぼす影響は

大きいといえる。

　日常で使われる一般的な色のイメージは、主に人間が実際に体験した物事、

それに伴った感覚・感情から生まれてきたといわれている。例えば、赤の一

般的な連想として、太陽・炎・血・熱など、具象・事象的体験がある。その

体験に伴っていた、あるいは発展した感情である、歓喜・興奮・怒り・愛・

情熱などが赤のイメージにつながっている。また反対のイメージをもつ青は、

空や海、水、日陰の体験、そして冷たさ、静けさ、そこから発展して、知的

さや寂しさといったイメージが多い。

　こうしたものは、具体的な名詞から、感情につながる言葉までさまざまあ

り、世界的に共通のイメージもあれば、ある時代の文化や集団だけで、言葉

の代わりになるほどの記号化が成立していることもある。その中でも、現代

における一般的な色のイメージを〈表1〉に示した。
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自然に恵まれている。春には新芽が顔を出し、夏には木々の緑が濃くなる。

秋には紅葉が各地で見られ、山を彩る。冬にはそれらが落ち葉となり地面を

彩り、冬を越す緑のままの樹木もあれば、雪の色もある。さらに、雨の日に

は降っていた雨が止むと7色の虹が空にかかる。この「虹」の色は国あるい

は文化によって異なる。日本では赤・橙・黄・緑・青・藍・紫であるが、色

の数が少なくなったり黒が入ったりとバリエーションがある。

　色に対するイメージについて、伊原昭（1994）は、古代の日本人は、色に

霊性、神秘性に類する感情をもっていたと述べている。「赤」を例にとれば、

神話や伝説でこの色に神性・呪力を感じている話が多く存在する。この色が

血や火を象徴する色として神聖視されていたのは、世界の諸民族に共通する

感情であり、原始時代には日本人が赤に霊的な感情を抱いていたようである

とも述べられている。このようにして始まった色に対するイメージは、文化

や宗教などの影響を受けて形成されてきた。それゆえ、同じ色であっても、

国や地域によって色のイメージが異なることがある。その中で日本の伝統色

は、色を表す色名表現が多彩であることと、それらからの色のイメージが豊

かで美しいとされている。これは四季によって変わる豊かな自然があってこ

そ形成されたものではないだろうか。

第１節　日本の色のはじまり

　森村宗冬（2013）は、多種多彩な日本の伝統色の誕生の要因のひとつが、

国土の風土にあったと述べている。また、春夏秋冬の四季以外に、日本列島

が南北に長く、地形は起伏に富み、山や森、川などが散在し、多くの動植物

が生息していることで、さまざまな色に遭遇し、色彩感覚を磨くに至ったと

指摘している。

　最も古い日本語の基本色彩語は「しろ・くろ・あか・あお」である。そも

そも古代の日本の色名には、この4色しかなかったとされる。この日本の色

彩観念に大きな影響を与えたのが、古代中国で生まれた「五行説（五行思想

とも）」といわれる。五行説とは、「中国で、万象の生成変化を説明するため

の理論。（中略）季節、方角、色、臭から人の道徳に至るまで、あらゆる事

象を五行のいずれかに配当する」ものであると、『日本国語大辞典』に説明

がなされている。そのうちの色彩は、青・赤・白・黒・黄の5色が正色とさ

れ、それぞれに当てはめられている。
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『ウルトラQ』が人気を博し、その世界観を引き継いだ『ウルトラマン』も大

ヒットしたため、それ以降共通の世界観やコンセプトをもつ作品が制作され

るようになる。初期作品が大ヒットし、その後シリーズ化された作品の中で

も著名なものは、ウルトラシリーズの他に、仮面ライダーシリーズ・スー

パー戦隊シリーズ・メタルヒーローシリーズがある。なお、ウルトラシリー

ズ以外の3つのシリーズは、すべて東映株式会社（以下、東映）の作品であ

る。

　仮面ライダーシリーズの第1作目となる『仮面ライダー』は1971年放送で、

それまでの普通の人間が覆面をしたヒーロー、もしくは生まれ持っての超人

であるヒーローと違い、人間が「変身」して戦うヒーローであった。変身し

たヒーローは強靭な体をもって悪と戦い、子供たちの間でヒットした。この

結果、仮面ライダーはシリーズ化し、東映以外で制作された特撮作品でも

「変身するヒーロー」がブームとなった。この仮面ライダーの人気を受けて

制作されたのが1975年の『秘密戦隊ゴレンジャー』であり、この作品が本論

文で扱う、「スーパー戦隊シリーズ」の第一作目となる。メタルヒーローシ

リーズは1982年の『宇宙刑事ギャバン』に始まる。これは主に主人公が金属

質のボディであることから、このように呼称されているが、他のシリーズの

ような全体を通したコンセプトは存在しない。

　「スーパー戦隊シリーズ」は、約40年にわたって放映されている日本を代

表する長寿シリーズであり、他の3つとともに日本の特撮番組を代表するシ

リーズのひとつに数えられる。一貫してある基本のコンセプトは、5人ない

しは3人の戦士たちがチームとなり、色分けされたマスクとスーツで武装し

たヒーローに変身し、敵対する組織や怪人と戦うというものだ。さらにはそ

のヒーローたちが絆を深めていくという流れがある。登場人物や設定を変え

ながらも、「勧善懲悪」という物語の本筋を守り通し、子どもたちに正義の

心や仲間との絆を訴え続けてきたシリーズである。

第２章　日本の色彩と色のイメージ

　ほとんど無意識に営まれている日々の生活でも、あらためて注意を払って

みると、さまざまな色があることに気づく。例えば、場所や時間帯によって

色合いは変わるが、世界中のどこにいても、目線を上げて空を見れば青い空

と白い雲が広がる。私たちの住む日本であれば、四季の変化があり、美しい
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リーダーあるいはセンターに立つ者が「赤」である場合が最も多いという点

である。なぜ、「赤」なのか。そこに、人が色にもつイメージが関係してい

ると考える。

　「戦隊ヒーロー」は先程から述べているように、登場するメンバーに色が

割り振られている。これは、典型的な「色＝特定のイメージ」が成り立って

いるもののひとつであると考える。そしてそれらの作品は、シリーズ化さ

れ、同一コンセプトに基づいた作品が制作されている。そのため、「シリー

ズ」という枠の中で話の似通った作品が多く存在している。本論文は、「スー

パー戦隊シリーズ」を対象として、色のもつイメージや性格、グループにお

ける色と役割の関係を明らかにしていくことを目的としている。

第１章　スーパー戦隊シリーズ概論

　現在日本では、幼児から小中学生を対象とした、さまざまな子供向け番組

が制作されている。子供向け番組の多くは学校教育や社会教育、情操教育を

目的とした教育番組であるが、娯楽を目的とした子供向け番組も存在してお

り、バラエティ番組やアニメ番組、特撮番組が子供向けの娯楽番組に分類さ

れるといえる。

　「特撮」とは「特殊撮影」の略称で、ミニチュア撮影・電子画像処理など

の技術を駆使して、特殊な効果や、現実にはありえないことを、映画やテレ

ビの画面に作り出す手法のことである。現在ではほとんどの映画作品にこの

ような映像加工が使用されている。特撮とされる作品全体数のうち、日本で

制作された児童・幼児層を対象とした作品数が多くあることから「特撮」＝

「子供向け」というイメージが先行し、その認識は根強い。日本での特撮作

品には、ヒーローもの・ＳＦもの・怪奇もの・時代もの・怪獣もの、などさ

まざまな種類があるが、その中でも取り分け作品数が多いのがヒーローもの

である。今回調査対象とする「スーパー戦隊シリーズ」は、この「特撮番

組」の「ヒーローもの」のひとつである。

　日本の特撮ヒーロー作品は1958年の『月光仮面』に始まり、その後2014

年現在まで毎年のように新たな特撮ヒーローが誕生している。『月光仮面』

以降の昭和30年代における特撮ヒーローは、続編が作られることもあった

が、基本的には作品ごとにヒーローの姿形や世界観が異なる、いわゆる一発

物が続いていた。しかし、1966年から放送された円谷プロダクション制作の
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日本語の色彩感覚

─ スーパー戦隊シリーズを中心に ─

高　橋　美佐子

はじめに

　私たちは、日常生活においてたくさんの色に囲まれて暮らしている。色

は、私たちの身の周りに溢れ、それぞれに対してイメージをもち、感情に結

び付けて考えられることも多い。長崎盛輝（1990）によると、色は人の心に

関わって喜・怒・哀・楽の情を起こさせるものだという。また、そうした色

彩感情は人智の発達とともに概念化され、社会で象徴的に用いられるように

なったと述べている。今や単に「色」といっても、500色の色鉛筆が発売さ

れるなど、認識しきれないほど数多く存在する。私たちはそのように数多く

ある色に対して、暖かい・冷たいといった印象や好き嫌いを感じる。このよ

うなことからも「色」はメッセージをもち、人にさまざまな感情を起こさせ

るものであることは間違いないのである。

　思い返してみると、5人組のヒーローたちは、必ずといってよいほど、そ

れぞれに担当する色が決まっている。5人のヒーローたちが揃って同じ色の

衣装を着ている場面など見たことがない。一般的に思い浮かべる5人は、セ

ンターの赤を中心に、青・黄・桃・緑がいる。そして、それぞれに性格の設

定や一般的に浸透しているイメージが存在する。これに限らず他にも、今テ

レビ等でよく見かけるような人気の5人前後のアイドルグループも、それぞ

れに色が割り振られ、イメージカラーとしていることが多いように思う。

　そんな「色」であるが、中国の五行説で登場する色は「赤」「青」「白」

「黒」「黄」の5色であり、それぞれの色に四季や方位が当てられている。中

でもヒーローやアイドルで使用されるのは「赤」「青」「黄」の3色が最も頻

度が高いように思う。しかし、アイドルグループにおいて他の色も使用する

場合、「白」と「黒」ではなく、「桃」や「緑」が用いられることが多いよう

に見受けられる。一方、戦隊ヒーローにおいては、アイドルに比べると「白」

も「黒」も比較的登場回数が多いようだ。また、両方に共通しているのは、
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